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　　　　安あん東どう秋あき良ら







「なんだよこれ？　ワケがわからないよ！」

　オレは言いながら、一通の手紙をテーブルの上に放ほうり出す。

「しかも、来週から英国に来い？　そんなの突とつ然ぜんすぎる！」

　夏休みも三分の一ほど終わり、オレは水泳部の合宿、そして試合からやっと戻もどってきた。ただいまを言ったばかりのオレに、同居している祖父じいちゃんが、この手紙を差し出したんだ。

　やたらと豪ごう華かな封ふう筒とうと便びん箋せん。そして英文。差出人は『グレゴリ・フェアフィールド』。どうやらオレの祖父に当たる人みたいだけど……。

「オレ、こんな人、知らないし！　しかも……」

　便箋に目を落とし、もう一度読んで確かく認にんする。英国に住んで長かった母さんが教えてくれたおかげで、なんとか不自由なく英語は使えるけれど……今は翻ほん訳やくにまったく自信がない。

「ええと……『老い先短い私の代わりに、フェアフィールド公こう爵しやく家の当主を継ついでくれ』なんでいきなりこんなこと？　しかも、飛行機のチケットまで同封されてるし！」

「いいから秋良、そこに座りなさい」

　習字の先生をしている祖父ちゃんは、生徒を叱しかる時みたいに厳しい声で言う。ずっと昔から祖父ちゃんに習字を習ってるオレは、この声を出されると抵てい抗こうできない。

「わ……わかったよ」

　オレは祖父ちゃんの向かい側の椅い子すに座る。そして心の中で叫さけぶ。

　……ああ、ただでさえ落ち込んでるっていうのに、なんでまたお説教なんだよ？

　オレの名前は安東秋良。十七歳。都内にある公立高校の三年生。成績は中の下、得意なのはスポーツ全ぜん般ぱん。水泳部に所属していて、去年のインターハイの四百メートル自由形で新記録を出したのが一番大きな自じ慢まん。その時にはオレのファンクラブまでできた。まあ……その記録は、今日の試合で、強きよう豪ごう校のマッチョなヤツに塗ぬり替かえられてしまったんだけど。

　そんなごくごく普ふ通つうの高校生であるオレなんだけど、実は少し変わったプロフィールがある。三歳の時に亡なくなった父親はどうやら英国人で、英国ではちょっと有名なフェアフィールドっていう金持ちの家の人間だった……みたいなんだ。

　女の子達からは、髪かみの毛が陽ひに透すけると金色に見えるとか、色がけっこう白いとか、顔がハーフっぽいとか言われるけれど……どちらかといえば母さん似の顔をしているせいか、それほど日本人離ばなれしているとは思えない。脚あしの長さにはちょっとだけ自信があるけど、身長は百七十五センチで今時の高校生としてはチビな方だし、ほかの部員みたいに逞たくましくもならない。それに第一、父親の記き憶おくが全然ない。だから、公爵家がどうのと言われても全然実感が湧わかない。

　オレは物心ついた時から日本でごくごく庶しよ民みん的な暮らしをしてきた。オレがとても小さな頃ころに父が亡くなり、傷心の母はオレをつれて日本に帰ってきたらしい。そしてほんの数年で亡くなった。祖父ちゃんと祖母ばあちゃんは父方の家のことはまったく話してくれないから馴な染じみもないし、もちろん財産には興味がない。だからオレは気楽に暮らしてたんだけれど……。

「落ち着いて聞いてくれ、秋良。実は私達は、秋あき子この嫁とつぎ先であるフェアフィールド公爵家の当主、グレゴリ・フェアフィールドさんとずっと連れん絡らくを取り合ってきた」

「……へ？」

「グレゴリさんは、ほかの親しん戚せき達の反対を押し切って、おまえと秋子が日本に帰ることを許し、おまえの養育権を秋子に全面的に渡わたしてくれた。しかし、次期当主が決まらなかった場合にはきちんと英国に出向いて話し合いをして欲しい……ずっとそう頼たのまれていたんだ」

　オレはあまりのことに呆ぼう然ぜんとする。

「ちょっと待って。そんなことを勝手に決められても……」

「行って来なさい。父親の生まれ育った家を、この機会に見てくるといい」

　祖父ちゃんに厳しい声で言われたら、オレは逆らえない。

「わ……わかったよ……」

　……ああ、せっかくの夏休みなのに、なんでこんなことになったんだろう？







　　　　アンセル・エインズワース







「おまえに、次期当主候補であるアキラの教育係を頼みたい」

　グレゴリ様から言われた言葉に、私は鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

「アキラ様の教育係……私などに、そんな大役が務まるでしょうか？」

　私が言うと、彼はとても嬉うれしそうににっこり笑う。

「報告によれば、アキラは日本でノビノビと、そして本当にやんちゃに育っているらしい。紳しん士しとして教育するのはかなり大変だろうな。だが……」

　彼の口調はとても愛いとおしげで、遠く離はなれていても孫である秋良様のことをとても大切に思っているのが伝わってくる。

「私は、孫であり、後こう継けい者しや候補であるアキラを型に嵌はめ込んだような堅かた苦くるしい大人にはしたくないんだ。きっと、おまえなら彼の良い部分を伸のばし、かつ、一族の当主としても立派に務まるようにしっかりと教育してくれるだろう」

　ずっと仕えて来たこの方に信しん頼らいしてもらえたことを、私はとても嬉しく思う。

　私はアンセル・エインズワース。二十七歳。代々フェアフィールド公爵家の執しつ事じを務めてきた家いえ柄がら、エインズワース家の人間だ。フェアフィールド本家の屋敷ハウスの・スチユ家令ワードである祖父、執事バトラーである父の下につき、グレゴリ様の身の回りのお世話をするグルーム・オブ・チェンバーを始めて三年が経たつ。


　そして彼はグレゴリ・フェアフィールド様。七十五歳。代々受け継がれた公爵という爵位とジョージアン・ヴィルという美しい領地を持つ。正式には『The Most Noble the Duke of Georgian Vill』と表される高貴な血筋の方だ。



　……ともかく、信頼を裏切らないように頑がん張ばるしかない。

「誠心誠意、務めさせていただきます」

　私は言って、彼に向かって頭を下げる。

　グレゴリ様は満足げな声で、

「アキラは明日、ヒースロー空港に到とう着ちやくする。私が迎むかえに出向き、そのままロンドン郊こう外がいのマナーハウス『ジョージアン・ヴィル・ハウス』に送り届ける。おまえにはそこで執事、兼けん、教育係を務めてもらう」

「私が、執事を？」

　その言葉に私は再び驚おどろきを隠かくせない。

「執事としての私はまだ半人前です。ですから、グレゴリ様が『ジョージアン・ヴィル・ハウス』に行かれる時には、いつも祖父か父がご一いつ緒しよしていました。ですから……」

「偉い大だいな家令である祖父と、偉大な執事の息子むすこ。そのためにおまえはこの屋敷では執事の次位であるグルーム・オブ・チェンバーを務めてきた。だが、アンセル、おまえはほかの屋敷であれば立派に執事を務めるだけの実力と器量のある男だ」

　その言葉に、ずっと立派な執事になりたいと願ってきた私の胸が喜びに震ふるえる。

「私のような未熟者には勿もつ体たいないお言葉です」

　私は鳩尾みぞおちに右手を当て、この屋敷の決まり事である優ゆう雅がで軽い礼をする。

「それに、アキラの執事を務めるのは、おまえにも勉強になるのではないかな」

　その言葉に私は顔を上げる。

「はい。グルーム・オブ・チェンバーではやらなかった仕事も、執事ならやらなくてはいけませんし……」

「そうではなく」

　グレゴリ様はその顔に優やさしい笑えみを浮うかべて、私を見つめる。

「おまえは本当に完かん璧ぺきな使用人だ。おまえの主人であることを誇ほこりに思うよ。……ああ、『勿体ないお言葉です』と言わなくていい。この話にはまだ先があるんだから」

　礼をしようとした私は、彼の言葉に動きを止める。

「先……ですか？」

　その言葉に、スッと背中から血の気が引くような気がする。

「申し訳ありません。私の仕事に何かご不満があればすぐに……」

「そうではない。というか、そのクソ真面目まじめなところが不満といえば不満かな」

　彼の言葉に、私は呆然とする。

「それは……」

　私は言いかけて、そのまま少し考えるが……。

「私には、どうしていいのか……」

「ああ、悩なやませて悪かった。真面目なおまえに謎なぞ掛かけのようなことを言ってはいけないな」

　彼は苦く笑しようしながら言い、それから、

「たぶん、アキラの執事として間近に接するうちに、おまえも変わると思う。私はそれを見るのも楽しみだ。なにせ、私はおまえのことも本当の孫のように思っているからね」

「勿体ないお言葉です」

　私は心から言い、今度は深い礼をする。

「信頼を裏切らないよう、執事として誠心誠意務めさせていただきます」

「ありがとう。よろしく頼む。……それから」

　グレゴリ様は笑みを消し、心配そうな表情を浮かべながら言う。

「スペンサー、ヴィヴィアン、ジョージの三人が、それぞれ自分の屋敷の執事におまえをよこせ、としつこく言ってきている」

　その三人は、秋良様の叔父おじ、叔母おばに当たる方々だ。私は彼らの個性の強い顔を思い出し、内心ため息をつく。

　グレゴリ様には四人の子供がいた。長男のアルバート様が十五年前に事故で亡くなった時点で、その息子である秋良様が当主の筆頭候補になるところだった。だが、彼の母親の秋子様は幼い彼を連れ、故郷である日本に戻もどってしまった。そのために次期当主の筆頭候補といわれてきたのが次男のスペンサー様、二番目の候補が三男のジョージ様、三番目の候補が長女であるヴィヴィアン様だ。女性なので候補の順位は低いが、年ねん齢れいで言えばジョージ様より上だ。

　スペンサー様は三十七歳、ロンドンに本社を持つフェアフィールド銀行の取とり締しまり役やくを務めていて、ビアトリス様という奥様がいる。彼女は系列銀行の頭取の息女で由ゆい緒しよ正ただしい家の方だ。子供はまだいないが、大変な愛妻家として知られている。

　ジョージ様は、三十四歳。フェアフィールド石油の取締役を務めている。ゲイだとカミングアウトしていて、同性の恋こい人びととの同どう棲せい歴は何度かあるが、異性との結けつ婚こん歴は一度もなく、子供もいない。

　ヴィヴィアン様は三十六歳で、ミス・フェアフィールドというファッションブランドの取締役。アレクサンドラ様という名前の十四歳の息女が一人いる。三度の離り婚こん歴があり、アレクサンドラ様の父上に当たる方ともすでに離婚済みだ。

　グレゴリ様の跡あとを継ついで当主になれば、世界的な企き業ぎようグループ、フェアフィールド・コンツェルンの実権を握にぎることができる。さらにフェアフィールド公こう爵しやく家が所有する莫ばく大だいな財産と豊かで広大な領地、そして侯爵という爵位を受け継ぐことができる。野心のある人間には、魅み力りよく的でないわけがない。

　しかし……突とつ然ぜんグレゴリ様が「次期当主の筆頭候補はやはりアキラだ」と宣言し、フェアフィールド一族は混乱に陥おちいっている。特に当主候補といわれてきた三人は、秋良様の登場に心中穏おだやかではないはずだ。

　私は、代々フェアフィールド公爵家に仕える血筋の人間であり、本家のグルーム・オブ・チェンバーを務めている。その私を執事として引き抜くというのは、そのまま次の当主候補であることをほかの一族に示すことができる。スペンサー様、ヴィヴィアン様、ジョージ様の三人は、以前から私を自分の屋敷に引き抜ぬこうと画策していたようだ。

「もしもアキラが次期当主の筆頭候補として認められれば、おまえはそのままアキラの下で執事として働くことになるだろう。だが……ほかの者が次期当主候補になれば、おまえはその者の屋敷で働くことになる。おまえを、いつまでもグルーム・オブ・チェンバーにしておくこともできないからね」

　……もちろん、執事が主人を選ぶことなどできないのだが……。

　私は、一ひと癖くせも二ふた癖くせもある人々のことを思って内心ため息をつく。

　……彼らの許もとでの仕事は、かなり気の重いものになるだろう。

「アキラを頼たのんだぞ、アンセル」

　グレゴリ様の言葉に、私は深く礼をする。

「かしこイエスまりま・ヒした、ズ・公爵様グレイス」







　　　　安東秋良







　……入国ゲートまで迎えに行くって手紙に書いてあったけど……。

　ボストンバッグを持って入国審しん査さの列に並びながら、オレはふと不安になる。

　……本当に迎えは来てるのかな？　オレ、ロンドンのことなんて全然解わからないぞ。

　グレゴリっていう祖父じいさんが送ってくれたチケットは、なんとファーストクラスのものだった。オレはやたらに広い座席と、やけに豪ごう華かな料理と、キャビン・ＣアテンダントＡ達が丁てい寧ねいに扱あつかってくれることに最後まで戸と惑まどいながら、ヒースロー空港に到着した。

「ねえ、君」

　後ろから話しかけられて、オレはギクリとする。恐おそる恐る振ふり返ると、オレの後ろには見覚えのある男が並んでいた。飛行機の中でしつこく話しかけてきていたヤツだ。着ているのはいかにも仕立てのよさそうなスーツ、持っているのはブランド物のトランク、立派な口ひげと気取ったクイーンズイングリッシュ。何よりもファーストクラスにいたし、いかにも金持ちって感じ。見るからに学生のオレが一人でファーストクラスに乗っていることに興味を持ったのか、やけにしつこく話しかけ、それだけじゃなくてべたべた触さわってきて……うんざりした。

「さっきも言ったように、私の曾そう祖そ父ふは士爵だったんだよ。それだけ高貴な血筋の生まれということだね」

　……それはもう、何度も聞いたってば。

　この男には、飛行機の中で自分がいかに金持ちかという自じ慢まんを滔とう々とうと話された。地価の高いロンドン市内にマンションの部屋を買ったばかりだとか、会社の社長だから飛行機に乗る時にはいつもファーストクラスなんだとか。オレはそんなものに興味は全然ないから、うるさいだけだったんだけど。

　……くそ、列の後ろに並ばれたら逃にげるに逃げられないぞ！

「その様子からすると、どうせホテルは取ってないんだろう？　だから私のマンションに来なさい。ロンドン観光をさせてあげるし、服も買ってあげるし、小こ遣づかいもあげるし……」

　やけに馴なれ馴れしく肩かたに手を回されて、オレは男を睨にらみ上げる。

「迎むかえは来ます。泊とまるところもあります。知らない人に金をもらう趣しゆ味みはありません」

　精せい一いつ杯ぱいのきつい口調で言うけれど、男はなんだかいやらしいニヤニヤ笑いを浮かべ、

「またそんなことを。君がどんな子か、私にはもう、よくわかっているんだよ？」

　意味不明なことを言いながら、オレのＴシャツの胸を見下ろしてくる。

　……いや、たしかに正装するのが悔くやしくてめちゃくちゃ貧びん乏ぼうそうな格好で来ちゃったけど。

「そんなに焦じらしても、可愛かわいいだけで……」

「次の方！」

　入国審査の審査官の声に、オレはホッとしながら男の手を振り払はらい、慌あわてて審査カウンターまで進んでパスポートを渡わたす。審査官のお定まりの質問に答え、スタンプをもらって、オレは早足で入国ロビーに向かう。

　……あの男に追いつかれたら面めん倒どうだ。さっさと迎えの人間と合流しないと。っていうか、本当にちゃんと来てるのかなあ？

　オレは思いながら、ロビーに続く曇くもりガラスの自動ドアを抜ける。空港に着く少し前、気流の関係で飛行機が一時間ほど遅おくれたというアナウンスが入った。ほかの飛行機も同じように遅れたのか、夜遅おそい時間にもかかわらずロビーにはたくさんの人がひしめいている。この中から迎えの人間を見つけるのは至難の技わざって感じ。

「……あっちはオレの顔がわかるって手紙に書いてあったけど、本当かなあ？　グレゴリっていう祖父さんが迎えに来てくれてるんだよね？」

　オレは立ち止まり、小こ柄がらな老人の姿をイメージしながらロビーを見み渡わたす。だけどやけに人が多い上にそんな老人の姿は全然見当たらなくて……。

「やあ、追いついた！」

　後ろから肩を叩たたかれて、オレはげっそりする。

「私を待っていてくれたんだね？　いい子だな。絶対にいい旅にしてあげるよ。……私のマンションまでは、地下鉄ですぐなんだ。さあ、一いつ緒しよに……」

　男は言いかけ、ふいに言葉を切る。

「……あ……あれは……」

　彼が前方を見つめて呆ぼう然ぜんと動きを止めていることに気づき、オレは男の視線を追ってそっちを向く。そしてまるで映画みたいな光景にちょっと驚おどろいてしまう。

　映画でよく見るような、黒いサングラスを掛かけた体格のいいダークスーツの男が四人、こっちに向かって歩いてくる。耳に小型のイヤホンをしているところが、いかにもＳＰって感じだ。ハリウッドスターでも到とう着ちやくしたのかと思いきや、彼らが取り囲んでいるのは背の高い一人の老人。年齢は七十歳くらい。その年齢の人にしてはかなり背が高くて矍かく鑠しやくとしている。銀ぎん髪ぱつに見える見事な白はく髪はつと、陽ひに灼やけた肌はだ。若い頃ころにはさぞやハンサムだっただろう顔には厳しい表情が浮うかんでいる。

　……誰だれだ？　ハリウッドのベテランスター？


「……The Most Noble the Duke of Georgian Vill……」



「は？」

　男が呟つぶやいた言葉の意味が解わからず、オレは聞き返す。

「知らないのか？　ああ……外国人では仕方がないか。彼は、ジョージアン・ヴィル公爵グレゴリ・フェアフィールド様だ。欧おう州しゆうでは知らない者がいない有名人だよ」

　……グレゴリ・フェアフィールド？

　オレはその名前に呆然とする。

　……オレを迎えに来るって言ってた祖父さんと、同じ名前……？

「アキラ！」

　白髪の祖父さんが、オレに向かって手を振りながら叫さけぶ。さっきまでの厳しい表情は消え、その顔にはやけに人ひと懐なつこい笑えみが浮かんでいる。

　馴れ馴れしくオレの肩を抱だいていた男が、慌てたようにオレから手を離はなす。

「……君は、グレゴリ様と知り合いなのかな……？」

　かすれた声で聞かれて、オレはうなずく。

「ああ、まあね」

「……しっ、失礼いたしました……！」

　男は怯おびえきった様子でオレに言い、頭を下げたまま海老えびみたいに後ろに後あと退ずさっていく。

　……なんなんだ、あれ？　自分も貴族の血を引いてるとか言ってなかったか？

「今の男性は？　知り合いかな？」

　近づいてきたグレゴリ祖父さんが、逃げて行く彼を一いつ瞬しゆん鋭するどい目でチラリと見る。屈くつ強きようなＳＰ達がオレと祖父さんを取り囲む。

「いや、飛行機の中でうるさく話しかけてきただけ。曾祖父が士爵だったから、自分は高貴な血筋なんだって自慢してた」

「ああ……英国には、士爵の称しよう号ごうを持つ人はたくさんいるんだ。女王陛下から与あたえられる一代限りの称号だからね。血筋がどうこうではなく、彼の曾ひい祖父じいさんが偉い大だいだっただけだろう。それを使って誰かの気をひこうとするのはあまり感心しないな。……何か乱暴なことはされていない？　大だい丈じよう夫ぶかな？」

　祖父さんは心配そうにオレの身体からだを見下ろしながら言う。

「大丈夫。自分のマンションに来いとか、お小遣いをあげるとか言われてただけだから。もしかしたら親切な人なのかもしれないけど……ベタベタ触るし、やけにしつこかったから、迎えに来てもらえて助かったよ」

　オレがため息をつくと、祖父さんはとても驚いた顔をする。

「マンションに来い？　小遣いをあげる？……なんてことだ」

「え？」

「ああ、いや……おまえが無事で本当によかったよ」

　祖父さんはやけにホッとしたようにため息をつく。

　……こんなにＳＰを引き連れたりしてなんだかちょっと偉えらい人っぽいけど……。

　オレは祖父さんを見ながらちょっとだけホッとしていた。

　……オレのことを心配してくれたりして、いい人っぽいかも？

「さて。迎えの車が来ている。屋や敷しきに向かおうか」

「屋敷？」

　オレはその言葉に反応してしまいながら、

「あの……さっきの男が、公こう爵しやくがどうのこうの言ってたけど……」

「ああ、一応私はフェアフィールド家の当主。代々受け継つがれてきた公爵の爵位を持っている。ほかにも四つほど爵位は持っているけれど」

　祖父じいさんはあっさりと言い、オレの背中を押して車寄せの方に歩き始める。

「公爵？　ほかにも爵位が四つ？　それって貴族で偉い人ってこと？」

　オレは愕がく然ぜんとしながら祖父さんに言う。

「母さんから『お父さんの実家は英国では少し有名で、少しだけお金持ち』って聞いてた。でもまさか、そんな大げさなものだったなんて」

「別に大げさなものではないよ。いつもは忘れている。いつでも服に勲くん章しようをたくさんつけて歩いているわけではなし、たいして重い物ではないからね」

　祖父さんはあっさりと言って、自分の冗じよう談だん（？）が気に入ったのかクスクス笑う。

「いや、その……まあいいか……」

　オレは祖父さんの飄ひよう々ひようとした様子に脱だつ力りよくする。

　……どっちにしろ、父さんが住んでた場所さえ見て来ればオレの用事は終わる。祖父さんが貴族だろうがなんだろうが、オレには関係のないことだ。

　オレはロビーの人ごみが二つに割れ、まるで花道みたいになっていることに気づく。人々の好こう奇きの視線の中を大おお柄がらなＳＰに囲まれて歩くのは……かなりおかしな体験だ。

　……オレ、ただの庶しよ民みんなのに、いったい何やってるんだろう？

　オレとグレゴリ祖父さんは、ＳＰに厳重に守られながらターミナルから車寄せに出る。眩まばゆい水銀灯に照らされた車寄せには、三台の車が停とまっていた。二台は頑がん丈じようそうな黒のボルボ。運転席にはそれぞれダークスーツのごつい男が座っている。きっと警護のための車なんだろう。それらに前後から挟はさまれるようにして停まっているのは暗い色のガラスで中が見えないようになった漆しつ黒こくのリムジン。そしてリムジンのドアの前には、黒い上着と白いシャツ、蝶ちようネクタイとグレイのスラックスを穿はいた上品な壮そう年ねんの男性が姿勢よく立っている。

「ようこそ、英国へ」

　男性はにっこり微笑ほほえんでオレに言い、白い手て袋ぶくろをした手でリムジンのドアを開けてくれる。

「彼は運シヨ転ウフ手アーのウィルキンソン。英国の道のことならなんでも知っているベテランだ」

　祖父さんに言われて、オレはウィルキンソンと呼ばれた彼にお辞じ儀ぎをする。

「オレ、アキラ・アンドウです。よろしくお願いします。……ええと、本当にこんなすごいリムジンに乗っていいの？」

　オレが思わず言ってしまうと、グレゴリ祖父さんは楽しそうに笑って、

「もちろん。このリムジンは英国にいる間は自由に使って構わない。ウィルキンソンが案内してくれるだろう。まあ……安全には十分気をつけてもらわなくてはいけないので、一人でどこへでも行っていいというわけにはいかないけれどね」

　……安全か。まあ、祖父さんはともかく。オレは、ただの観光客にしか見えないから、まったく問題ないと思うんだけどね。

　オレは前後に停まったボルボとＳＰにチラリと目をやり、人事ながら金持ちは大変だな、と思う。それから、ドアを開けてくれているウィルキンソンにお礼を言って、リムジンに恐おそる恐る乗り込む。

　広々とした車内には上品なベージュのスエードが張られたシートが向かい合っていて、その間に綺き麗れいな艶つやのある木で作られた固定式のテーブルが置かれている。まるで居い心ごこ地ちのいい小さなリビングみたいだけど、テーブルにはへこみがつけられていて、そこがグラスホルダーになっているところが唯ゆい一いつ車の中っぽい。内装も上品なベージュで、金具は艶消しの金色。テレビで見るごてごてした成金っぽいリムジンしか知らなかったオレは、妙みように居心地のいいそのリムジンの様子に驚いてしまう。

　ウィルキンソンが運転席に滑すべり込んで来る。前を行くボルボが発車するのを待って、リムジンはゆっくりと走り始める。

「なんかすごい。綺麗なリムジンだね」

　適度な柔やわらかさの座り心地のいいシートに座りながら、オレは車の中を眺ながめる。向かい側に座った祖父さんが、嬉うれしそうに笑う。

「喉のどが渇かわいただろう？　何がいい？　オレンジジュース？　アップルジュース？　冷たいレモネードもあるよ」

　祖父さんは言いながら、シートの脇わきにある開き戸を開ける。中は冷蔵庫になっていて、いかにも高そうなシャンパンや白ワインがずらりと並んでいた。オレのために用意してくれたのか、レモン色のジュースが入った蓋ふた付つきのガラスのジャグもある。

「ええと……そしたらレモネードを」

　オレが言うと、祖父さんは二つのグラスをテーブルのグラスホルダーにはめ込む。冷蔵庫の中からレモンの輪切りがたくさん浮うかんだジャグを取り出す。

「なかなか目が高いな。これはうちのシェフ自じ慢まんのレモネードなんだ。領地内で収しゆう穫かくされたばかりのレモンとハチミツを使っている。とても美味おいしいよ。……おっと！」

　グラスにレモネードを注ついでくれようとするけれど、いつもやっていないのか、蓋を取る手つきがおぼつかない。

「ああ……オレがやるから」

　オレは慌あわてて手を伸のばしてジャグを受け取ると、零こぼさないように慎しん重ちように、二つのグラスにレモネードを注いでいく。

「いつもは執しつ事じを連れて来るのですべてをやってもらえるのだが……今日は堅かた苦くるしくならないように一人で来た。そのせいでいろいろ手て際ぎわが悪くてすまないね」

「いや、空港まで迎むかえに来るのに、執事を連れてくることないから」

　オレは浮うき世よ離ばなれした言葉に呆あきれながら言い、祖父さんから受け取ったジャグの蓋を閉め、ジャグを冷蔵庫に戻もどしてドアを閉める。

「優しいんだな」

　祖父さんが感心したように言い、オレはため息をつく。

「こんな当たり前のことで褒ほめられても。……はい」

　オレはグラスの一つを持ち上げ、祖父さんに渡わたしてあげる。祖父さんはなんだか妙に感動したような顔で、

「おまえは本当にいい子だな。日本にいるおまえのお祖父さんとお祖母ばあさん、そしてアキコさんは、おまえにとてもいい教育を施ほどこしたようだ」

　その言葉に、心がチクリと痛む。

「病弱だった母さんはオレが五つの時に亡なくなったけれど……亡くなる寸前まで、オレを本当に慈いつくしんでくれた。図書館の司書をしながらも、毎日美味おいしい食事を作ってくれて、可愛かわいい服やぬいぐるみをたくさん作ってくれて、散歩に連れて行ってくれたり、大事に育てた庭の草花の名前を、一つ一つ教えてくれて……祖母ちゃんの助けがあったとはいえ、仕事のうえに毎日の家事をこなすのは病弱な母さんにとっては楽なものではなかっただろうと思う。母さんと、祖父ちゃんと、祖母ちゃん、三人との穏おだやかな暮らしはオレにはとても幸せな思い出だよ」

　オレは母さんが亡くなった悲しみをできるだけ思い出さないようにして、幸せな日々だけを思い描えがく。

「母さんはよく英国の話をしてくれた。お父さんの故郷はとても綺麗なところだったのよって。そして図書館がお休みの月曜日には、午後三時になると、お湯を沸わかして、きちんとティーポットやティーカップを用意して、美味しい紅茶をいれてくれた」

「本当にいいお母さんだったんだな」

「うん」

　祖父さんはオレを見つめ……それから、

「そしておまえは本当に優やさしい子だな。そんなおまえに、私から頼たのみがあるんだ」

「頼み？」

「私はもう年だ。聞いてもらえるとありがたいんだが」

　なんだか急に弱気な様子で言われて、オレは思わず身を乗り出す。

「何？　オレにできることなら力になるよ。なんでも言ってみてよ」

「そうか？　それなら、おまえに、次の当主になってもらいたいんだ」

「なんだ、そんなこと？　もちろん……」

　オレは言いかけ、言葉を切る。

「ちょっと待って。祖父さん、今、なんて言った？」

　オレが言うと、祖父さんは可笑おかしそうに笑って、

「惜おしかったな。もう少しでいいと言ってもらえるところだったのに」

　その言葉に、オレは呆ぼう然ぜんとする。

「あなたが冗談好きなのは伝わってくる。久しぶりに会った孫をからかいたくなるのもわかる。でも、言っていい冗談と、悪い冗談が……」

「冗談ではない」

　祖父さんはさっきとは別人のような顔できっぱりと俺の言葉を遮さえぎる。

「おまえはフェアフィールド公こう爵しやく家の次期当主候補の筆頭だ」

「ちょ……何それ……」

　オレは笑おうとし……だけど、彼があまりにも真しん剣けんな顔をしているので笑えない。

　……もしかしてこの祖父じいさん、本気なのか？

「か……勝手に候補者にされても困るよ！　オレは財産とか家いえ柄がらとかそういうものには全然興味がない。ほかの親類が継つげばいいだろ！」

　オレはそう言うけれど、祖父さんは厳しい顔をしたまま宣言する。

「二週間後、おまえの十八歳の誕生日に一族の集まるパーティーがある。当主候補はそこに集つどい、一族から当主に相応ふさわしいかどうかの審しん査さを受けることになる」

「そんなの無理だ！　オレ、ただの庶しよ民みんだし！　だからそんなこと……」

「おまえが一族に評価されるくらいの立派な大人になってくれていれば、天国にいるおまえの父親──アルバートもさぞ鼻が高いだろうな」

　祖父さんの言葉に、オレは言葉を続けることができなくなる。

　……オレの……父さん……？

　オレは幼い頃ころに亡くなった父親の顔をうっすらとしか覚えていない。母親も父親のことをほとんど話してくれなかった。だからオレには父親の思い出というものがほとんどない。

「オレの父さんは……」

　オレの声は、動どう揺ようしたようにかすれている。

「……オレが一族に認められることを望んでいたのかな？」

「当然だ。フェアフィールド公爵家がどれほどの富ふ豪ごうか、公爵の爵位を継ぎ、フェアフィールド公爵家の当主となった瞬しゆん間かんから、どれほどの権力を得られるものなのか……アルバートもよくわかっていたはず。自分の息子むすこがそれを受け継ぐことを、望まない親がいるわけがない」

「だけどオレ……爵位とか、財産とか、権力とか、そんなものには全然興味がないよ」

　オレが言うと、祖父さんはとても驚おどろいた顔をする。

「でも……そのお披ひ露ろ目めとやらに出れば、父さんや母さんの評価が上がるのかな？　それなら息子としてきちんとやり遂とげるべきのような気がするけど……」

「よく言った」

　祖父さんは満足げにうなずきながら、

「さすがは私の孫だ。おまえならきっと一族の当主となる資格が……」

「だから、その気はないってば」

　オレはため息混じりに祖父さんの言葉を遮る。

「必要ならシゴキも受ける。そのお披露目とやらにも出るよ。でもオレがするのはそこまで」

　祖父さんの驚いた顔を見つめて、オレはきっぱりと言ってやる。

「オレは、母さんが息子を立派に育てたんだってこと、親しん戚せき達に知ってもらいたい。二度と悪口を言われたりしないようにね。それはあんまり親孝行とかできなかったオレの、唯一できることなんだと思うから」

　祖父さんはオレの顔を見返してしばらく黙だまり、それからフッと笑えみを浮かべる。

「私は、おまえのような孫を持って、とても幸せだ」

　真面目まじめな声で言われた言葉に、オレの頰ほおがちょっと熱くなる。

「なんだよ、急に。照れるってば」

「とても幸せだが……今のままではほかの親族にそれを認めさせるのは難しいかもしれない」

　オレの格好を上から下まで眺ながめ、これでは無理だ、というようにため息をつく。

「わかったよ。ちゃんと教育されるってば！」

　オレは思わず赤くなってしまいながら叫さけぶ。祖父さんはにやりと微笑ほほえんで、

「紳しん士しへの道は厳しい。弱音を吐はくんじゃないぞ」

「オレ、見かけはあんまり強そうじゃないし、成績だってイマイチだけど……とりあえず、運動神経と根こん性じようだけはあるんだってば」

「では、その根性を見せてもらうことにしよう」

　楽しそうに言われて、オレは結局乗せられてしまっていることに気づく。

　……この祖父さん、なんだかすごい食わせ者かもしれない。

　窓の外を通り過ぎる案内標識に目をやると見ると、リムジンは高速道路に乗り、ロンドン市内ではなく別の方向に向かっているようだった。空港近くはいかにも都会って感じだったのに、車が進むにつれてビルが減り、気がつくと道路の両側には広々とした草原が月明かりに照らされながら広がっている。

「あれ？　ロンドン市内に向かうんじゃないの？」

「今向かっているのは、郊こう外がいにあるマナーハウスと呼ばれる場所だ」

「へえ……ここってまだ空港からそんなに離はなれてないよね？　なのにこんなに綺き麗れいな場所があるなんて」

　オレは窓の外を見ながら言う。看板に地名があったことに気づき、振ふり返って読む。

「『ジョージアン・ヴィル』？　そういえば飛行機の中で話しかけてきていたあの男が、あなたのことを『何とかかんとか・オブ・ジョージアン・ヴィル』とか言ってたような」


「ジョージアン・ヴィルは、フェアフィールド家の領地だった場所だ。だから私の公式の呼び名は『The Most Noble the Duke of Georgian Vill』──簡単に言えばジョージアン・ヴィル公ということになる。アルバートとアキコは正式には離り婚こんをしていないが、おまえは海外に移住してしまった。そのためにいろいろと複雑なのだが……ともかくおまえが私の後を継ぐことを認めてくれれば、私が持つ二番目の爵位である、侯爵の地位を継ぐことになる。『Marquess of Georgian Vill』──ジョージアン・ヴィル侯こうと呼ばれるようになるということだな。本来なら、おまえはもともとそう呼ばれてもいい立場にあるんだが」



「いや、だからそれは……」

　オレはなんだかクラクラしながら額を押さえる。

「……オレ、『アキラ・アンドウ』でいい……」

　オレが言うと、祖父さんは可笑おかしそうに笑って、

「余計な欲がないのはこの世界ではなかなか貴重な人材だ。……まあ、それはあとの話として……ロンドン市内、バッキンガム宮きゆう殿でんに近い場所に『ジョージアン・ヴィル・タウンハウス』と呼ばれる屋や敷しきがあって、私はそこに住んでいる。そのために今の本家は一応そこということになっているが……本当は、『ジョージアン・ヴィル・ハウス』がもともとの本家だ」

「本家とか、領地とか……馴な染じみのない単語ばかりで本気でクラクラするよ」

　オレはため息をつき、それから車が速度をゆるめたことに気づいてまた窓の外に目をやる。リムジンがゆっくりと停車したのは、大きな門の前だった。よく見ると両側には鋳ちゆう鉄てつで作られた長い塀へいが続いている。金色のモールがついた赤くて派手な制服を着込んだ門番らしき人物と、ＳＰらしき人物のいるものすごく立派な門を抜ぬけ、両側を糸いと杉すぎに挟はさまれた私有地らしきところを延々走り……そして目の前が開けた時、オレは思わず声を上げてしまった。

「うわ、お城だ！」

　月明かりの中に浮うかび上がるのは、重じゆう厚こうな石造りの建物。五階建てくらいの高さがあり、両側には大きな尖せん塔とうがそびえている。左さ右ゆう対たい称しようの形で正面のエントランス部分が庭の方に半円形に突つき出している。突き出したところを囲むようにして石造りのベランダのようなものがあり、そこから緩ゆるい階段が綺麗な芝しば生ふの庭に続いている。庭には美しく刈かり込まれた庭木や、花を咲さかせた木々が並び、それがライトアップされている。建物の中の窓という窓に華はなやかな光が灯ともり、なんだかとても美しい光景だ。

「すごい。さすが英国。市内に近いところにも、こんなに立派なお城があるんだね」

　白い砂じや利りの敷しかれた車道は階段の手前でクルリとカーブしていて、車はそこで強制的にＵターンしなくてはいけないようになっている。カーブの手前で、リムジンはゆっくりと停とまる。

「夜遅おそい時間なのに、まだやってるの？　さすが観光地……」

「ここが『ジョージアン・ヴィル・ハウス』。おまえが二週間を過ごすマナーハウスだ」

「へっ？」

　あっさりと言われた祖父さんの言葉に、オレは驚いて思わず振り返る。祖父さんはオレに向かってにっこりと微笑んで言う。

「おまえには、執しつ事じ、兼けん、教育係をつける。パーティーまでこのマナーハウスで学び、完かん璧ぺきな紳士になっておいてくれ」

「ちょっと待って、何とかハウスっていうから、小さい建物を想像していて……」

　焦あせるオレに構わず、リムジンはゆっくりと停車する。ショウファーのウィルキンソンがリムジンから降り、後ろのトランクを開けてオレのボストンバッグを取り出している。

「休暇を過ごすための堅苦しくないマナーハウスなので車寄せはないんだ。自分で階段を上ってくれ。エントランスホールで執事や使用人達が待っているだろう」

　祖父さんが言うと、ウィルキンソンが、外側からリムジンのドアを開いてくれる。祖父さんにうながされ、オレはなんだかすごく不安になりながらリムジンを降りる。

「二週間後、おまえが立派な姿を見せてくれるのを楽しみにしているよ」

　ウィルキンソンが、丁てい寧ねいにドアを閉める。祖父さんは内側から窓を開け、オレに向かって楽しげに笑いかける。

「できることなら、フェアフィールド公爵家を継いでくれるといいのだが」

「だからオレは……っ！」

　言い終わらないうちに内側からウインドウが閉められる。ウィルキンソンがオレにお辞じ儀ぎをし、リムジンに乗り込む。リムジンはゆっくりと走り出したボルボに挟まれ、そのまま遠ざかっていく。

「こら～、祖父じいさん！　話は最後まで聞けってば！」

　オレは、走り去るリムジンのテールランプに向かって思い切り叫ぶ。

「ったく、なんなんだよ！　変な祖父さん！」

　テールランプが見えなくなり、オレはため息をつきながらボストンバッグを持ち上げる。そして恐おそる恐る屋敷の方を振り返ってみる。

「……なんなんだよ、このお城みたいなすごい建物！」

　根っからの庶しよ民みんのオレは、気け圧おされてしまいながら、階段の一番下に座り込む。

「……中には執事と使用人が、とか言ってたよな。ダメだ、入る勇気が出ない」

　オレはため息をつき、それからとりあえず日本にいる祖父ちゃんと祖母ちゃんに無事に着いたことを電話しなきゃ、と思う。ボストンバッグを開き、中から携けい帯たい電話を取り出す。買ったばかりで、海外からも日本に直接電話ができる機種。ちょうど携帯の機種変へん更こうをしようと思っていたところで英国に行く話が出たから……ついこれを選んでしまった。新しいモデルが出たばかりでほとんどタダみたいな値段になっていたし。

「まあ……どうせすぐに日本に帰るんだけどね」

　オレはお洒落しやれな携帯を見下ろし……それからなんだか急に寂さびしくなる。出発前、祖父ちゃんと祖母ちゃんは「成田空港まで見送りに行く」と言い張り、オレは「帰りに迷うとヤバいからやめてくれ」とそれを断った。だって、祖父ちゃんも祖母ちゃんも家から最も寄よりの駅までの狭せまい範はん囲いが生活圏けんだし、電車になんてもう十年以上乗ってなかったと思うし。朝早い便だったから彼らが寝ねてる間にこっそり出ようかと思っていたのに、祖父ちゃんも祖母ちゃんももう起きていて、朝の六時から三人揃そろって朝食を食べた。食事中は二人とも昔の話ばかりして……玄げん関かんで別れる時はまるで今生の別れみたいに二人とも涙なみだぐんだりして……。

「二人とも、本当におおげさなんだから。まるでもう日本に帰れないみたいじゃないか！」

　また湧わき上がりそうな不安を大きなため息にして吐き出し、オレは携帯電話に目を落とす。

「ええと！　これって、海外で使う前になんか操作が必要なんだっけ？」

　オレは携帯のフリップを開いて電源を入れる。ボタンを押して、海外での通話の仕方、というメニューを開く。

「ええと……エリア設定を『英国』にしてっと……」

　オレは液えき晶しよう画面に映し出された案内を見ながらボタンを操作する。さすが最新携帯、海外通話をするのは結構簡単みたいで、すぐにセッティングができる。

「よし、これで日本に電話しまくり……あれっ？」

　そこでオレはものすごく基本的なことに気づいて愕がく然ぜんとする。

「で、電波が届いてないっ！」

　画面には『更こう新しん情報を受信できません。電波状態のよいところでリトライしてください』という文字が出ていて、電波状態を表すアンテナマークは……見事に消えたままだ。

「噓うそ、だろ？」

　オレはそのあたりをうろうろ歩き回り、電話を高く掲かかげて振ってみたりして（そんなことで電波が集まるとは思わないけどおまじないみたいなもんでついやってしまう）、でもまったく電波が入らないことを確かく認にんする。そして改めて周囲を見回し……月明かりの下にはとても美しい緑の丘おかが広がっているばかりで、民家の明かりすら見えないことを確認する。

「……うわあ、こんなところに、携帯電話の電波が来てるわけないのか……？」

　通話料金は高いだろうからしょっちゅう電話はできないだろうと思っていたけど……日本で携帯電話と携帯メール漬づけの毎日を送っていたオレには、家族にも友達にも連れん絡らくが取れない状態は、メチャクチャに不安で……。

「……なんだこれ、ショックすぎる……」

　オレは携帯のフリップを閉じてボストンバッグに入れ……それから階段にへたり込む。

「こんなところで二週間？　いくら父さんと母さんの名めい誉よのためとはいえ……」

　オレは両足をそろえて抱かかえ込み、膝ひざに額をつけてため息をつく。

「……早くも帰りたくなってきたぞ……」

「失礼いたします」

　いきなり頭の上から聞こえた声に、オレはギクリとして硬こう直ちよくする。それは完璧な発音のクイーンズイングリッシュ。舞ぶ台たい俳優みたいな美声。だけどまったく聞き覚えがない。

　……誰だれ……だ……？

　……誰かが近づいてきてること、全然気づかなかった……。

「誇ほこり高いフェアフィールド一族の血を引く方が、そんなところにお座りになるとは」

　感情の見えないとても上品な口調。それだけにやけに嫌いや味みに感じる。

　視線の先にあるのは、黒の革かわ靴ぐつ。宝石みたいにピカピカに磨みがき上げられて顔が映りそう。

　ゆっくりと目を上げていくと、次に目に入ったのはいかにも高価そうな生き地じで仕立てられた黒のスラックス。脚あしの前側には完璧な直線の折り目が付けられている。そしてそのスラックスに包まれているのは、悔くやしくなるほど長い脚。

　きっちりとアイロンの掛かけられた純白のシャツ、金色のボタンのついた白の襟えり付きのベスト。襟元には、普ふ通つうのネクタイとアスコットタイの中間みたいなタイが、フワリとした優ゆう雅がな形に結ばれている。

　逞たくましい肩かたを包む上着は、古い映画で見たことのある、貴族がパーティーで着ているような燕えん尾び服ふくによく似たデザイン。裾すそは前が短く、後ろは長くなっていて、燕つばめの尾おのような形。

　彼は煌こう々こうと照る満月の光を背に受けていて、そのせいで逆光になって顔が見えない。

　……パーティー帰りの客？

「おまえ、誰？」　>>>♥

　彼はとても背が高く、まるでモデルみたいに完璧な体形をしている。いや、この気取った口調、もしかしたらシェイクスピアの劇とかに出てる舞台俳優かもしれない。

「その前に、そろそろお立ちになってはいかがですか？」

　彼は言いながら、オレに向かって手を差し出す。長い指を持つ男っぽい手は、純白の手て袋ぶくろに包まれている。

「いつまでもこんなところにいられては、あなたを待っている使用人たちが寝ね不ぶ足そくになってしまいます」

「使用人？」

　……こんなことを言うってことは、この男、この屋や敷しきの内部の人間？

「手間のかかるお坊ぼつちゃんだ」

　彼はため息をつきながら優雅に階段を下りて来て、呆ぼう然ぜんと見上げているオレの脇わきの下にいきなり手を入れる。

「……えっ？　うわっ！」

　驚おどろいている間にオレは軽々と持ち上げられ、身体からだがふわりと宙に浮うく。気がついた時には、オレは立ち上がっていた。

「アンセル・エインズワースと申します」

　間近に見下ろされて……オレはそのまま動けなくなる。

　月明かりを浴びて煌きらめくのは、艶つやのある漆しつ黒こくの髪かみ。少しの乱れもなく整えられている。

　なめし革がわのように滑なめらかな、陽ひに灼やけた肌はだ。

　高貴な感じの細い鼻筋。

　上品な無表情を保つ唇くちびる。

　どこか神経質な雰ふん囲い気きを醸かもし出す真っ直すぐな眉まゆ。

　男っぽい奥おく二ぶた重え。長い睫まつ毛げの下に煌めくのは……最高級のサファイヤみたいな、わずかに紫むらさきを帯びたとても美しい青い瞳ひとみ。

　彼はアンドロイドみたいに無機質で完かん璧ぺきな美び貌ぼうの持ち主だけど、その視線は鋭するどく、青い瞳に浮かぶ光はとても強い。

　……ああ、なんて誇り高い目をしているんだろう……？

　オレは陶とう然ぜんと見とれ、それからかすれた声で言う。

「ええと……で、おまえ、何をしてる人？」

「私は、フェアフィールド本家の家令であるアダムス・エインズワースの孫であり、執しつ事じであるジム・エインズワースの息子むすこ。本家のお屋敷では執事の次位であるグルーム・オブ・チェンバーを務めておりました」

　深い色の瞳に真っ直ぐに見つめられ、低い美声で話しかけられていると、なぜか頭がクラクラしてくる。

　……あまりにも現実離ばなれした美形だ。なんだかこのまま別の世界に連れて行かれそう。

「グレゴリ様から、あなたの滞たい在ざい中にこのマナーハウスでの執事を務め、あなたの教育係をするようにと仰おおせ付かりました」

　彼は手袋に包まれた右手を鳩尾みぞおちの辺りに軽く当て、この上なく優雅な仕草で頭を下げる。

「よろしくお願いいたします」

　その瞬しゆん間かん、フワ、と芳かんばしい香かおりがオレの鼻び腔こうをくすぐった。最初に感じたのはレモンみたいな柑かん橘きつ類るい、それから爽さわやかなグリーン、最後にどこかセクシーなムスクの印象が残る。

　彼はいかにも完璧な使用人という風情ふぜいだし、それはごくごく微かすかだったから、きっとコロンとかではなくシャンプーの残り香がとかだろう。でも……それはやたらといい香りで。

　……ああ、なんでドキドキしてるんだ、オレ？

　ごく短い礼だけで、彼はすぐに顔を上げ、オレを見下ろしてくる。端たん麗れいな顔に浮かぶのは気位の高そうな無表情で……呆然と見とれてしまっていたオレはやっと我に返る。

「……クソ、なんでそんなバカにしたような顔で見るんだよ？　まあ、どうせオレは日本のごく普通の家で育った庶しよ民みんだけど」

　オレが思わず言ってしまうと、彼はどこか不ふ愉ゆ快かいそうに眉を微かに寄せる。

「その言い方……気に入りませんね」

「はあっ？」

「お言葉を返すようですが、私はあなたをバカにしてなどいません。そう感じるのは、あなたがご自分に自信がないから」

「……ぐっ」

　痛いところを突つかれてオレは思わず呻うめく。

　……なんなんだ、この執事？

「そろそろ屋敷に入りましょう。お荷物をお持ちします」

　彼は言い、階段に置いてあったオレのボストンバッグを持ち上げる。一分の隙すきもなくお仕着せを着こなした彼が、オレの使い古しのボストンバッグを持ったところは……やっぱりちぐはぐで、なんだかまた恥はずかしくなる。

　……ああ、やっぱりオレ、自分に全然自信がないのかも。

　……ああ、最初っから気が重い……。




　　　　◆




「うわ、なんだかすっごい部屋……！」

　案内された部屋を見み渡わたして、オレは驚きの声を上げてしまう。

「このお城……じゃなくてマナーハウスの中も本当にすごかったけど、この部屋はひときわすごい。映画で見たことのある王様の寝しん室しつみたいだ」

　オレのために用意されていた部屋は、専用のリビングとベッドルームの二部屋続きだった。壁かべには深い色合いの絹が張られ、床ゆかには踵かかとが埋うまりそうなほど柔やわらかな絨じゆう毯たんが敷しかれている。

　家具はどれもこれも素す晴ばらしい彫ちよう刻こくの施ほどこされたもの。美しい艶と深い色合いは、きっと高価なアンティークなんだろう。

　エインズワースはオレの荷物を持ったままリビングを歩き抜ぬけ、ベッドルームに入った。部屋の真ん中には、豪ごう華かなキングサイズのベッドが置かれている。ドーム状になった高い天てん井じようの真ん中に天窓が切られ、その周囲には美しい模様が描えがかれている。

「格好いい。なんだか王様になった気分になれそう」

「ここは、一族の当主が代々使ってきた部屋ですから」

　エインズワースは言いながら窓に近づき、フランス窓を開け放す。

「ここから、フェアフィールド公こう爵しやく家の領地全体を見渡すことができます」

「……領地全体……？」

「ええ。見渡す限かぎりすべて、フェアフィールド公爵家の持ち物ですよ」

　オレはあまりの規模の大きさに、眩暈めまいを覚える。

「明日は八時に起き床しよう、朝のお茶と入浴をすまされた後、九時半からダイニングで朝食。十時半にフェアフィールド公爵家御ご用よう達たしの店の店主達が来て、採寸をします。パーティーまでに服や靴くつなどをきちんと揃そろえなくてはいけません。その時に、普ふ段だん着ぎも届けさせますので」

　チラリと見下ろされて、オレは思わず頰ほおを膨ふくらます。

「なんだよ、その目。どうせオレは安物の服しか持ってないよ」

　オレが着ているのは、渋しぶ谷やの若者向けの店で買った安いＴシャツとジーンズ。たしかにＴシャツの胸には某ぼうテーマパークのキャラクターによく似たネズミが英語をしゃべってるところがプリントされてるし、ジーンズはずっと愛用してるからかなり古びてる。オーバーサイズを腰こしではいてるところも、大人から見たら「だらしない」になるだろう。

「一応気に入ってるんだけど？」

「なるほど、お気に入りですか」

　彼は言って言葉を切り、それからため息混じりの声で言う。

「Ｔシャツは、アヴァンギャルドな雰囲気で結構だと思います。ただ、版権にうるさいことで知られているその会社のアメリカ人社長は、よくこのフェアフィールド公爵家のパーティーにもいらっしゃいます。訴そ訟しようが大好きな方ですので、そのＴシャツは見られない方が無難かもしれません。さらにプリントされている英語は『どうか私をバックから犯おかしてください』という意味のスラングですので、そのままの服装で街を歩くのはいかがなものかと」

「ええっ？」

　オレはその言葉に青ざめる。たしかに成田空港では外国人にジロジロ見られたり、飛行機の中ではあの変な男にかなりしつこく話しかけられた。うるさいやつだな、と思いながら適当に受け流していたけれど……そういえば、あの男はオレのＴシャツを見下ろして、君がどんな子だか解わかってるよ、云うん々ぬんと言っていたような……。

　……まさか、オレ、ゲイだと思われてた？　そんなヤバイ物だったなんて……。

　エインズワースは、今度はオレの下半身に視線を落として、

「腰ではいたジーンズも、とてもよくお似合いですよ。まるでアメリカの刑けい務む所しよから出てきたばかりの囚しゆう人じんのようです。オーバーサイズのジーンズというのは、もともとはそれがルーツのようですが」

「な、何それ？」

「刑務所内の食事は質素なので囚人は瘦やせてしまいます。出所した頃ころには私物のジーンズがブカブカになっている。それを模したファッションだと聞きました」

「ううっ、そうなの？　なんか、あんまり格好よくない……かも……」

「ともかく。あなたのお披ひ露ろ目めパーティーは二週間後。それまでに、きちんとしたスワロウテイルを誂あつらえなくてはいけません」

「……わかった。なんでも従うよ」

　なんだかすっかり自信をなくしたオレはため息をつき、それからハッとあることを思い出す。

「そうだ、この屋や敷しきの中で携けい帯たいの電波が届きやすい場所を教えてもらえる？　祖父じいちゃんと祖母ばあちゃんに電話しなくちゃならないし、来月の合コンのことで友達と打ち合わせもあるし」

「ここは休きゆう暇か用のマナーハウス。仕事に追われることがないよう、あえて携帯電話はつながらないようにできています。お客様にはそれがとても好評です。我々使用人達は衛星携帯電話を持っているので不便ではありませんし。……お祖父様とお祖母様へのご連れん絡らくは、部屋の電話をお使いください。電話番号は短縮ナンバー１に登録しておきました」

「あ、ありがとう。友達にも電話していい？　ちょっと長話しちゃうかもしれないけど……」

「ご友人への電話は禁止です」

「ええっ！　なんで友達に電話しちゃいけないんだよ？」

「毎晩何時間もご友人と長電話をして、ろくに勉強をしない……あなたのお祖父様からそういう情報をいただいております。この二週間は日本のことは忘れて集中なさってください」

　あっさり言われ、キラリと光る目で見下ろされて、オレは諦あきらめてため息をつく。

「ああ……やっぱり金持ちって窮きゆう屈くつなことばっかり。次期当主になんか、オレ、絶対になりたくない。早く日本に帰りたい」

　オレの言葉に、エインズワースは呆あきれたようにチラリと眉まゆを上げる。それから、

「明日の朝、新聞を用意します。何がよろしいですか？」

「朝から英字新聞なんか用意されても、面めん倒どうくさくて読めない。せめて日本語の新聞が読みたい。あ、あと、そういえば今日って『週刊ステップ』の発売日だったんだよな。毎週読んでたマンガの続きが気になる……けど……」

　オレはエインズワースを見上げて、

「新聞ならともかく、ロンドンで、日本のマンガ雑誌の最新号なんて手に入らないだろ？　ああ……やっぱり日本に帰りたい」

　彼はさらに呆れたような顔になって、オレを見下ろして言う。

「もうすぐ十八歳だというのに、まだ子供のマンガをお読みになるのですか？」

　その不思議そうな声に、オレはカチンとくる。

「日本では、マンガは立派な文化なんだよ！　それに日本のマンガには大人が読んでも面おも白しろい作品がたくさんあるし！……オレは風呂ふろに入って寝ねる！　おやすみ！」

　叫さけんでやると、彼は何か言いたげな顔をし、だけど何も言わずに礼をして部屋を出ていく。

　……うう……めちゃくちゃ呆れた顔してた！　あいつ、オレのこと、きっとバカにしてるんだろうな。

　オレは思い……それからさっきエインズワースが言っていた、バカにされていると思うのは自分に自信がないからです、という意味の言葉を思い出す。

　……わかってるよっ！　どうせオレは、自分に自信なんかまったくないですよっ！







　　　　アンセル・エインズワース







　……昔の秋良様は、本当に可愛かわいらしいお子様だった。しかし……。

　私はベッドの中で安らかに眠ねむる彼を見下ろしながら、深いため息をつく。

　……まさか、こんなにも美しく成長しているなんて。

　秋良様はすっかり忘れているようだが、彼は生まれてから三歳になるまでこのマナーハウスでご両親とともに暮らしていた。私はその頃、この近くにある全ぜん寮りよう制せいの学校で教育を受けていた。その関係で、週末にロンドン市内にある自宅に戻もどる前には、ここに寄って秋良様のお相手をするようにとグレゴリ様から仰おおせ付かっていた。秋良様のご両親、アルバート様と秋子様は私のこともとても可愛がってくれていて、私はここであたたかな時間を過ごした。あの頃の無む邪じや気きで可か憐れんな姿を覚えているだけに……十七歳になった彼を見るのは何か不思議な気がする。

　昨夜、彼は友人に電話ができないことを拗すね、マンガ雑誌が読めないので早く帰りたいと駄だ々だをこねた。子供のような我が儘ままと、冷たく見えるほど麗うるわしい外見とのギャップが妙みように可愛らしくて……私は、彼がまだ小さな子供だった頃を思い出していた。あの頃の彼はとても甘えん坊ぼうで、私の脚あしにすがりついては、肩かた車ぐるまをして、一いつ緒しよに昼ひる寝ねをして、とねだった。眉まゆ根ねをキュッと寄せ、上うわ目め遣づかいに見上げてくる癖くせは、あの頃と少しも変わらない。彼はバカにされたと怒おこっていたようだが……私は、彼を抱だき締しめたいという欲求と闘たたかうので精せい一いつ杯ぱいだったのだ。

「おはようございます、アキラ様」

　私はもう一度言い、ティーセットと新聞の載のったワゴンをベッドの近くに止める。

「……う……ん……」

　さっき、部屋のドアをノックした時も、中から聞こえたのは唸うなるような声だけだった。だからまだ寝ぼけているだろうとは思ったが……。

　……まさか、こんな格好で寝ているなんて。

　私は、また深いため息をつく。

　昨日、このマナーハウスの内部を案内した時。エントランスホールからこの部屋に来るまでの間、彼は賞賛の言葉を言い続けていた。そしてこの部屋をとても気に入った様子を見せた。

　このマナーハウスは、秋良様が幼少時代をすごされただけでなく、フェアフィールド一族が大切に受け継ついできた、歴史のあるとても美しい建物。残念ながらこの場所のことは思い出してはいないようだが、秋良様がここを気に入った様子だったことが、私にはとても嬉うれしく感じられた。電話で報告した時には、グレゴリ様もとても喜んでいた。

　……だからこの様子は、秋良様が屋敷での夜を堪たん能のうしたということなのだろうが……。

　秋良様は、大きなベッドの真ん中で安らかに眠っている。風呂から出てきて転がり、そのまま眠ってしまったのか、腰こしに小さなタオルを巻いただけの裸はだか。両手で羽は根ね枕まくらを抱き寄せて頰ほおを埋うずめ、膝ひざを深く曲げて仔こ猫ねこのようにくるりと身体からだを丸めている。

　……この、仔猫のような格好で眠る癖も、昔と少しも変わらない。

　あの頃の彼はよく私の腕うでを抱き締め、クルリと丸まって昼寝をした。子供らしい高い体温、愛いとおしさをかき立てる柔やわらかさ、可愛い寝ね息いき、ハチミツのような甘い香かおりを鮮せん明めいに思い出す。

　ダークブラウンの上等のタイシルクで作られ、細かな刺し繡しゆうが施ほどこされたベッドカバー。最高級の真しん珠じゆのように白い彼の肌はだが、とてもよく映はえる。天窓から差し込んでくる一筋の光がスポットライトのように照らし出し……彼はまるでガラスケースに収められた希少な宝石のようだ。

　昨日も思わず見とれてしまったが……彼は手足がスラリと長く、いかにもスポーツが得意そうなしなやかな身体に成長した。二の腕や肩かた、腿ももやふくらはぎにダンサーのような最小限の筋肉が浮うかび上がっていて、こうして見るととても美しい。

　小さなタオルを腰に巻いただけの姿で身体を丸めているせいで、ほっそりとした脚が上のほうまで露あらわになっている。白い腿の裏側はとても柔らかそうで、ほんの少しタオルがめくれ上がっただけで、小さな尻しりとその間の谷間までが見えてしまうだろう。私は一いつ瞬しゆん眩暈めまいを覚え、慌あわてて目を閉じる。

　……執しつ事じたるもの、主人の裸を見て動どう揺ようなどすべきではないのに。

　私は深呼吸をしてからゆっくりと目を開き、可愛らしい寝息を立てる彼に視線を戻す。

「アキラ様、朝のお茶をお持ちいたしました」

　言うと、秋良様は小さく呻うめく。

「……う……朝……？」

　それからブルッと身体を震ふるわせて、

「……クシュン！」

　小さくて可愛いクシャミをする。

「夏とはいえ、そんな格好でお休みになっていては寒いでしょう。きちんとパジャマを出しておきましたのに」

　私は言いながら、枕まくら元もとに眼めをやる。畳たたんだパジャマが昨夜置いた時のままになっている。私はクローゼットまで歩いて予備の毛布を出し、ベッドのそばに戻る。それを広げて、彼の裸の身体にそっと掛かけてやる。

「少しだけお待ちください」

　私は言って彼の肩をしっかりとくるみ、それからベッドルームに隣りん接せつしているバスルームに向かう。脱だつ衣い室を抜ぬけて曇くもりガラスの扉とびらを開き、広々としたバスルームに踏ふみ込む。

　バスルームは、英国のマナーハウスとしては少し珍めずらしい造りをしている。入り口の反対側は大きなフランス窓になっていて、風呂上がりに涼すずむための小さなバルコニーが設けられている。ガラスの向こうには美しい草に覆おおわれたいくつもの丘おかが広がり、その向こうには緑の濃こい森がある。このバスルームからは、フェアフィールド公こう爵しやく家が所有する広大な領地を見み渡わたすことができる。

　窓から差し込んだ朝の光が、バスルームを眩まばゆく照らしている。壁かべと床ゆか全面に張られているのは、白地に鮮あざやかなブルーで草木が描えがかれた美しいボーンチャイナのタイルだ。これは秋良様の高祖父に当たるジョセフ・フェアフィールド公爵が中国の名窯『煌こう窯よう』に依い頼らいしてわざわざ取り寄せたもの。欧おう州しゆうの有名な窯の名だたる作品のほとんどがコレクションされているこのマナーハウスの陶とう磁じ器き倉庫には、『煌窯』の食器のフルセットももちろん収められている。晩ばん餐さん会が開けるほどの膨ぼう大だいな数だ。『煌窯』の作品は美しいだけでなくとても希少で、現在では博物館に収められていてもおかしくないほどの品、当時でもとんでもなく高価な物だった。『煌窯』の小さな皿一枚を巡めぐって各国の王族が争いを繰くり広げていたその時代に、大商人だったフェアフィールド公爵家はこれだけの贅ぜい沢たくをすることができた。それだけの財力と権力を誇ほこっていたという証明だろう。狐きつね狩がりのためによくこのマナーハウスを訪おとずれていた当時の国王陛下は、このバスルームがお気に入りで、狐狩りそっちのけで日に何度も湯ゆ浴あみをしたというのは有名な話だ。

　バスルームの一段高くなった場所、窓から外を見渡せる場所に、大人二人は入れそうなくらい大きな、金色の猫ねこ脚あしを持つオーバル型のバスタブが置かれている。

　私は手て袋ぶくろを外してポケットに入れ、細い鎖くさりに繫つながれたバスタブの栓せんを閉める。二つある真しん鍮ちゆうのノブを両方動かして蛇じや口ぐちから湯と水を出し、少しぬるめの温度になるように調整しながら湯をためていく。バスタブの近くの床に用意してあったハーブ入りのバスバブルを湯の中に垂らし、泡あわが立つようにする。

　湯を溜ためる間にいったんバスルームから出て、昨夜秋良様が使った様子のある脱衣室を整せい頓とんする作業に入る。洗面台の上に飛び散っていた水すい滴てきをペーパータオルで拭ふき取り、使用済みの歯ブラシと一緒に捨てる。タオル掛けから湿しめったハンドタオルやフェイスタオルを取り、まとめて棚たなの下にある籠かごの中に入れる。開閉式になっている大きな鏡を開き、裏にある棚から新しいコップと新しい歯ブラシを出し、消毒済みであることを証明する薄うす紙がみの袋ふくろを破る。コップに挿さした歯ブラシを、洗面台の上の使いやすい場所にきちんとセットする。一時間ほど後でルームクリーニングのプロであるハウスメイド達が来るので、完かん璧ぺきに清せい掃そうをすると同時に、タオルなどをきちんと回収し、新しいものを補ほ充じゆうしてくれるはずだ。

　洗面台の奥には小さくて四角い籘とうのトレイがある。その上に封ふうを切っていない新しい剃刀かみそりやシェイビングフォーム、男性用の化け粧しよう水やコロンがきちんと並んでいることを確かく認にんする。

　洗面台の反対側の壁にある扉を開き、棚からタオルとバスローブを取り出す。洗面台に置かれた籘の大型のトレイの中に、バスタオルとハンドタオル、そしてバスローブをきちんと畳んで置いていく。

　脱衣室を見回して準備が整っていることを確認してから、バスルームに戻る。ほぼ一いつ杯ぱいになっていた湯を止め、泡の立ち具合と広がるハーブの香りが完璧であることに満足する。

　部屋に戻り、毛布にくるまった彼が、まだ寒そうに小さくなっていることにため息をつく。

　……まだ眠いようだ。しかしこのままでは風邪かぜを引いてしまう。

　私は自分の上着のボタンを外す。これはフェアフィールド公爵家の紋もん章しようである獅し子しが彫ほり込まれ、重じゆう厚こうな輝かがやきを放つ純金製。フェアフィールド公爵家の使用人のお仕着せにはすべてこれが使われている。使用人達はこのボタンを留めるたび、フェアフィールド公爵家で働ける喜びと誇りを嚙かみ締める。もともとは「もしも不満があって逃にげたくなった時にはこのボタンを外して給金として持って行っても構わない」という意味で始まった風習らしいが……今までそれをした使用人が一人もいないということからも、フェアフィールド公爵家の待たい遇ぐうがいかに素す晴ばらしいかがうかがえる。

　私は上着を脱ぬぎ、一人掛けソファの背に、皺しわにならないように丁てい寧ねいにかける。やはり純金製のカフリンクスを外してポケットに入れ、シャツの袖そでを肘ひじまで上げる。

「失礼いたします」

　言って、毛布をゆっくりと捲まくり上げると、彼はまた仔猫のようにキュウッと小さく丸くなる。指先でその肩にそっと触ふれると氷のように冷たくなっている。

「まったく、なんというやんちゃなお坊ぼつちゃまだ」

　同じ男とは思えないほど柔らかく、しっとりと肌理きめの細かい肌。その感かん触しよくに、なぜか鼓こ動どうが高鳴る。私は動揺しないようにわざと乱暴に呟つぶやいて、彼の肩と膝の裏側に手を差し込み、そのまま横よこ抱だきに抱き上げる。力なく伸のびた彼の手から、抱いていた枕がシーツの上に落ちる。

「……ん……」

　彼は小さく呻くが、子供の時と同じように私の首に手を回してキュッとすがりつき、そのまままた寝息を立て始める。子供のように私を信しん頼らいしきったその仕草はやけに可愛かわいらしく、抱き上げた彼の身体は想像したよりもさらに軽く、フワリと香ったのはあの頃ころと同じハチミツに似た芳ほう香こうで……なぜかまた鼓動が速くなる。

　……いったいどうしたというんだ、私は？

　自分で自分にあきれながら、彼の身体からだを運ぶ。脱衣室を抜け、少し開いたままにしておいたガラス戸を肘で押し開いて、もうもうたる湯気に満たされたバスルームに入る。

「……ん……」

　彼が私の肩に頰ほおをすり寄せながら、寝ねぼけたように呟く。

「……あったかい……」

「ええ。バスルームですから。失礼」

　私は言いながら、彼の身体をぬるめに調整してあった湯の中にゆっくりと下ろす。手のひらで後頭部を支えてやると、彼は陶とう然ぜんとしたようにため息をつく。

「……んん……気持ちいい……」

「身体が冷えてしまっています。こうして少しあたたまった方がよろしいかと」

「……うん……」

　彼は、まだ寝ぼけた様子で、昨日のやんちゃぶりとは別人のようにおとなしい。子供のように無防備に私の手のひらに後頭部を預けてくる。

　門の前で彼と再会した時も、その美青年ぶりに思わず見とれたが……こうして間近で見ると、彼は本当に端たん麗れいな容姿に成長した。

　しみ一つない滑なめらかな肌。ごつさはないが女性のそれとも違ちがう、美しいラインを描く肩。繊せん細さいな形の鎖さ骨こつ、ほっそりとした首筋。

　片手ですっぽりと包み込めそうな卵形の小さな顔、上品に細く通った鼻筋。湯にあたためられて仄ほのかなバラ色を帯びた頰と、まるでキスを誘さそうかのように無防備に少し開いた柔やわらかそうな唇くちびる。反り返る長い睫まつ毛げに、朝あさ露つゆのような水滴が宿る。窓からの朝の光に照らされ、それがダイヤモンドのようにキラキラと煌きらめいて……私は思わず見とれてしまう。

　私は、彼の両親がどんなに麗うるわしい方々であったかをよく覚えている。こうして見ると、肌はだのあたたかな白さや唇の柔らかなラインは彼の母親であった秋子様にとてもよく似ているし、頰の辺りの凜り々りしさやその睫毛の長さは父親であったアルバート様にそっくりだ。お二人の素晴らしさをしっかりと受け継ついで生まれてきたであろう彼は……私にとってはまさに世界に一つだけの宝石のように貴重な存在に思える。そして、それだけでなく……。

　会ってまだ間もないというのに、私はすでに彼に圧あつ倒とうされている。彼には不思議なオーラがあり、見る人を夢中にさせずにはおかないカリスマ性がある。たくさんの王族、大だい富ふ豪ごう、そして選ばれた血けつ縁えんの人々を見てきたが……彼が持つその煌めく黄金色のオーラは、今までに会ったどんな人間よりも眩まばゆい。

　……彼はやはり、選ばれた人なのか……？

　私は彼を見つめながら思う。

　……彼が、私が一生を捧ささげ、仕えるのに相応ふさわしい主人なのか……？

「んう？」

　彼の唇から疑問形の呻うめきが漏もれる。長い睫毛が、蝶ちようの羽根のようにゆっくりと瞬またたく。

「オレの部屋じゃ……ない？」

　彼は呆ぼう然ぜんと天てん井じようを見上げて呟き、それからハッとした様子で私の顔を見上げてくる。

「うわっ、本当にいるっ！」

　とても驚おどろいたように私を見上げて叫さけぶ。

「夢じゃなかったのかっ？……うぶっ」

　彼は私の手から逃のがれようと暴れ、しかしバスバブル入りの湯のせいでバスタブの底が滑すべるのか、そのまま泡の中に沈しずみそうになる。

「夢ではありません」

　私は彼の後頭部を支えて、彼が沈むのをぎりぎりで防ぐ。

「私はあなたの執しつ事じです。本当にいますが、それが何か？」

「夢かと思ったのに！　いきなり招待状が来たことも、リムジンに乗った祖父じいさんから『おまえは大富豪の一族の次期当主候補なんだ』とか言われたことも、すごいお屋や敷しきに来たことも、そして美形でイジワルなおまえに会ったことも……」

　彼は当とう惑わくしたように呟き、私に目をやる。

「おまえみたいな執事が、本当にいるなんて」

　困った声に、私は思わずため息をつく。

「大変申し訳ありませんが、私は実在します。あなたをしごき、立派な紳しん士しに育てるために。夢でなくて残念でしたね」

　私は言いながら、彼の頰についた泡を指先で拭ぬぐってやる。

「髪かみを洗わせていただきます。おとなしくしていてください」

「こ、子供じゃないんだぞっ！　髪なんか洗ってくれなくても……うぐっ！」

　逃げようとした彼はまた沈みそうになり、私はまたその後頭部を手のひらで支えてやる。

「泡あわが立っていた方がお好きかと思い、バスバブルをついたくさん入れてしまいました。慌あわてて動くと滑りますよ」

　間近に見つめてやりながら、彼に囁ささやく。

「それとも、泡の中に沈んでみますか？　少しは目にしみるかと思いますが、意外に楽しいかもしれませんね」

　彼は怯おびえたような顔になって私を見つめ、小さくかぶりを振ふる。

「……い、いい。暴れない……」

「それは残念。少しだけ、おとなしくなさっていてください」

　私は言い、バスタブの縁ふちに入浴時用の枕まくらを置き、そこに彼の後頭部をもたせかけてやる。シャワーの湯温度と水量を調整し、手で受けた湯で、泡のついた頰を丁寧に洗う。

「髪を洗います。目を閉じてください」

　私が言うと、彼は慌てて目を閉じる。怖こわそうに眉み間けんに皺を寄せているところが可笑おかしい。

「わざとシャンプーを目に入れるなよっ」

　少し怯えたように言われて思わず笑ってしまう。

「私が、そんなに意地の悪い執事に見えますか？」

「……見える……ものすごいイジワルに……」

「それは思い過ごしです。この英国中探しても、私ほど優やさしい執事はいませんよ」

　言ってやると、彼は何か言いたげに口を開く。が、言うのをやめて深いため息をつく。

「どうかなさいましたか？　何かおっしゃりたいことでも？」

「なんでもない。早く洗えってば！」

「はい、イエス・御主マイ・人様ドミナス」

　私が言うと、彼は目を閉じたまま不思議そうに、

「何それ？　オレの名前、秋良だけど……？」

「ドミナスは、ラテン語で御主人様という意味です。あなたのことですよ」

「……御主人様？　オレが？」

　彼は複雑な顔で言う。私は、

「正式に『はいイエス・、侯マイ・爵様ロード』とお答えした方がよろしいですか？」

「それはやめて。オレ、跡あと取とりになること承しよう認にんしてないし。ただの学生なのに侯爵様とか言われてもイミわかんないし。御主人様の方がまだマシかも」

「では……イエス・マイ・ドミナス」

「ううん、やっぱりなんだか落ち着かないけど……」

「髪にお湯をかけます。口を閉じてください」

　私は言って、不満そうな顔で口を閉じ、仰あお向むいた彼の髪にそっと湯をかける。シャワーを止めてシャワーヘッドをタイルの上に置き、バスタブの脇わきに用意してあったシャンプーの蓋ふたを開く。フワリと立ち上るのは、柔らかなラベンダーの香かおりを主にしたいくつかのハーブの香り。秋子様がとてもお気に入りだったオーガニックのシャンプーだ。それを手のひらに広げて泡あわ立だて、彼の髪をゆっくりと洗う。

「……あ……」

　秋良様が、何かに気づいたように小さく声を上げる。

「母さんが、すごく好きだったシャンプーと同じ香り。なんでこんなところにあるんだ？　日本のどっかのデパートのものかと思ってたんだけど……」

　秋良様は薄うすく目を開けて、私が持ち上げて見せたシャンプーの瓶びんに目をやる。シンプルな吹ふきガラスの瓶に、金色のラベルが貼はられ、使われているハーブの種類が書かれている。瓶の中にはトロリとしたハチミツ色のシャンプーがたっぷりと満ちている。

「うちにあったシャンプーと同じ瓶。古い和風の家なのにこれだけやけに洒落しやれてたから、いつも誰だれが買って来るんだろうって不思議に思ってたんだけど、英国製だったのか」

「これはこの近くの農家で作られています。無農薬のハーブを使っているオリジナルです」

「えっ？　だって、日本の、オレが住んでた家に……」

「お聞きになっていませんか？」

　私は少し驚いてしまいながら聞き返す。

　……たしかにグレゴリ様は奥ゆかしい方だし、『秋良に英国の祖父からだと伝えて欲しい』などとおっしゃるわけがなかった。

「お聞きにって、何をだよ？」

　秋良様が、私を強い眼まな差ざしで睨にらみ上げてくる。

「もしかして、子供のオレには内ない緒しよになっていたことがあるのか？」

　……なかなか鋭するどい方だ。

　私が返答をためらっていると、彼はさらにきつい目で私を睨んで、

「オレ、英国まで来させられて、いきなり『次期当主になれ』なんて言われてるんだぜ？　見たこともなかった祖父さんに、だぞ？　もう十分巻き込まれてるんだから、変なふうに秘密にしないでちゃんと言ってくれよ！」

　その言葉に私はため息をつく。

　……本当ならグレゴリ様の口から聞くべきことなのかもしれないが、あの方がそんなことをご自身の口からおっしゃるとは思えないし……今後、ずっと隠かくし通せることでもないだろう。

「わかりました。お話しします。泡が入るといけないので、目を閉じてください」

　私が言うと、彼はおとなしく目を閉じる。私は彼の柔らかな髪をそっと洗いながら、

「……グレゴリ様は、アキコ様とアキラ様、そしてあなたのお祖父様とお祖母ばあ様のために月に一度は贈おくり物をなさっていました。そのほかにも、誕生日には必ずプレゼントを。荷物にはこのシャンプーや、同じ農家が作っているオリジナルの固形石せつ鹼けんをよく入れておられました。父が梱こん包ぽうを手伝っているのを見たことがあります」

「たしかに同じ香りの石鹼もあった。あの祖父さんが送ってくれてたの？　知らなかった」

　彼は目を閉じたまま呆然とした声で言う。それから何かを思い出したように小さく息を吞のむ。

「そういえば、家にはよく小包が届いてた。開けるところを見せてもらったことはないけど、それが届いた後は、ちょっとしたオモチャがもらえたり、洒落た文ぶん房ぼう具ぐが増えたりしてた。誕生日のプレゼントは、母さんからと、祖父ちゃんからと、祖母ちゃんからと……のはずなのに、なぜか必ず四つあった。母さんが亡なくなってからは三つになったけれど、なぜか必ず一つ多かったんだ。オレは天国の父さんからって意味かな、って勝手に思っていたんだけど……あれは、あの祖父さんからの贈り物だったのかな……」

「グレゴリ様は日本に戻もどられたアキコ様に養育費を送ることを申し出ましたが、アキコ様にきっぱりと断られたようです」

　その言葉に、秋良様はしっかりとうなずく。

「母さんは図書館の司書をして、オレを育ててくれた。祖父ちゃんと祖母ちゃんは書道の先生をしてるけど、その収入は微び々びたるものだったし、年金だってちょっとだけだし。でも、人の情けを受けることだけはしない人達だったから」

　その誇ほこり高い口調に、私の胸がざわめく。どんな贅ぜい沢たくをしても満足せず、富を巡めぐって争う人々を知っている私には、彼らの高潔さはとても眩まばゆく感じられる。　>>>♥

「オレ、高校を出たらすぐに働こうと思ってた。だけど祖父ちゃんと祖母ちゃんにすごく反対された。自分の進むべき道をきちんと見み極きわめてからにしなさいって。もしかして……」

　彼は仰向いたまま、薄く目を開けて私の顔を見る。

「祖父ちゃんと祖母ちゃんは、オレが十八歳になったらここに呼ばれること、前から知っていたのかな？」

「その件に関しては、私はよくは存じ上げません。でも、そう思うのが自然でしょう。あなたが学校に行っている昼間の時間だけだと思いますが、グレゴリ様は、かなり頻ひん繁ぱんにあなたのお祖父じい様とお祖母様に連れん絡らくを取っていましたから」

「そうなのか。なんかオレ、本当に子供扱あつかいされてたんだな」

　彼は目を閉じ、その美しい形の唇くちびるからそっとため息をつく。

「十七歳になって、もうすぐ十八歳で……自分はもうすっかり大人なんだって思ってた。でも、それって単なる思い違ちがいかな」

「あなたはもうすぐ大人になられます」

　彼の髪をそっと洗いながら、どこかにまだ少年の面おも影かげを残した彼の麗うるわしい顔に見とれる。

「慌てることはありません。願わくば……くだらない大人にはなりませんように」

　私が思わず言うと、彼はその唇にフッと笑えみを浮うかべる。

「そのためにおまえがいるのかな？　教育係って言ってたよな」

「ええ。そうですよ」

　私はコックを開いてシャワーの湯を緩ゆるく出し、温度を確かめる。

「あなたがほかのどんな人物にも引けを取らない立派な大人になれるように、私はお手伝いをさせていただきます。……泡あわを流します。目をしっかりと閉じて」

「なんでかなあ」

　彼は目を強く閉じながら、クスクス笑う。

「おまえに言われると、なんだか不可能じゃない気がしてくる。それっておまえがいやに自信満々だから？」

「私が優ゆう秀しゆうな執しつ事じだからですよ」

　私は言って彼の髪かみから泡を洗い流し、「女の子じゃないんだからいい」という言葉を無視して彼の髪にしっかりとコンディショナーを擦すり込む。これは農家の主人自じ慢まんのハチミツ入りの保ほ湿しつ効果の高いコンディショナーで……手入れをしていないせいで今は少しだけパサついている彼の髪は、これで艶々と美しく煌きらめくに違いない。私はコンディショナーを洗い落とし、今度は大きな海綿にボディーソープを垂らす。両手で揉もんでたっぷりと泡を立てながら言う。

「バスタブの中に真っ直すぐお立ちになってください。お身体からだを洗いますので」

　秋良様が驚おどろいたように身を起こし、私を見つめる。

「それって、ええと……」

「お身体を洗って差し上げますと言っています。おとなしく言うことを聞いてください」

「そ、それはちょっと無理だ……ここに立ったら、おまえに裸はだかを見られまくりじゃないか」

　目をやると、彼は頰ほおを真っ赤に染めて私を見つめていた。私は不思議に思いながら、

「私は使用人です。主人であるあなたが恥はずかしがる理由など一つもありません」

　言うと、彼はさらに頰を赤くして何かを考え、それから恥ずかしそうに言う。

「あのさ。おまえ、あの祖父さんの屋や敷しきで働いてるって言ったよな？　ってことは、おまえ……祖父さんの身体もそんなふうに洗ってやってんの？」

「は？　まさか。グレゴリ様はもう大人ですよ」

「なんだそれっ！　オレは子供扱いかよっ！」

　彼は怒おこったように叫さけび、私の手から泡立つ海綿を奪うばい取る。

「自分で洗える！　さっさと出てけっ！」

　ムキになったように叫ばれて、私は呆ぼう然ぜんとする。それから、

「仰せイエの通ス・りにマイ、御・ド主人様ミナス」

　言って立ち上がり、彼を見下ろして言ってやる。

「使用人の前で恥ずかしがるなんて……まだまだお子様の証しよう拠こですね」

「うるさいっ！　子供で結構だっ！」

　彼が叫んでまるで子供のように湯を跳はねさせ、私は笑ってしまう。

　……彼の相手は……なかなか楽しいかもしれない。







　　　　安東秋良







　……なんなんだよ、あの執事！

　オレはぷんぷん怒りながら、身体を洗っていた。

　……オレを子供扱いして！　男であるオレが、男のあいつに、身体なんか洗わせられるわけがないだろ……！

　初めて使う海綿はすごく柔やわらかくて、驚くほどたくさんの泡が立つ。それで身体を擦っていると、なんだか妙みように心ここ地ちよくて……。

「……あれ？」

　オレの脳のう裏りに、何か古い記き憶おくがチラリとよぎる。

「……なんだか……前にもこんなことが？」

　少し考えるけれど、どうしても思い出せない。

「気のせいか。こんな高そうなものが家にあるの、見たことないし」

　オレは海綿を見つめて首をひねり……いつまで考えていても仕方ない、と思い直す。

「お腹なかペコペコだ！　さっさと風呂ふろを出て、朝ご飯を食べなきゃ！　ええと……お湯を出すにはこれだよね？」

　オレはさっきエインズワースがやっていたのを思い出しながら、お湯と水が別になっているコックを両手で捻ひねり、湯音調節に苦労しながらカランから適温のお湯を出すことに成功する。

「んで、これがカランとシャワーヘッドの切り替かえレバー？」

　レバーを捻ると、床ゆかの上にあったシャワーヘッドが勢いよく跳ねてそのままタイルの床の上を滑すべって行ってしまう。

「うわ、待てよ！」

　何とか捕つかまえようと手を伸のばすけれど届かず、仕方なくバスタブから出る……けど……。

「うわあっ！」

　足の裏が泡だらけだったせいで、おれは見事にひっくり返ってしまう。

「いったあ～」

　お尻しりをしたたかに打って呻うめいていると、ガラスドアの向こうから走ってくる足音が聞こえる。いきなりドアが開いてエインズワースが駆かけ込んでくる。

「アキラ様！」

　彼は走り寄ってきて、タイルに座り込んでいるオレの肩かたを抱だき、とても心配そうな顔でオレを見下ろしてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　頭を打ったりしていませんか？」

「だ、大丈夫。滑ってお尻を打っただけ。……いたた」

「尾びてい骨こつを打ちましたか？　骨に異常を感じますか？」

「いや、本当に、尻しり餅もちをついただけだから」

　オレがお尻を押さえて呻くと、彼は呆然とした顔でオレを見つめ……それからとてもホッとしたように長く息を吐つく。

「驚かさないでください。大切なあなたにもしものことがあったら、私は……」

　ため息混じりに言われたその言葉に、なぜだかドキリとする。

　……こんな美声で、大切な、なんて言われるとやけにドキドキする。

「だ、大丈夫だから。それよりおまえの服が……」

　オレを抱き寄せたせいで、彼の黒いお仕着せが濡ぬれ、さらに泡までついている。

「ごめん、なんかビシャビシャになってる」

「着き替がえればすむことです。それよりも……」

　彼はオレの脇わきの下に手を入れて支え、自分が濡れるのも構わずシャワーヘッドを引き寄せてオレの身体にお湯をかける。泡を洗い流してくれてから、オレの身体をフワリと抱き上げる。

「まだ痛いでしょう。部屋までお連れします」

「い、いいってば。お尻を打ったくらいでそんな大おお袈げ裟さな……」

「いいえ。そうはいきません」

　オレの抗こう議ぎをあっさりと遮さえぎり、オレを抱いたままバスルームを出る。脱だつ衣い室の床に素すっ裸ぱだかのまま立たされ、問答無用でタオルで拭ふかれる。その手つきはまるで医者みたいに事務的だったけど……他人に身体を見られたり、いろんなところに触さわられるのは落ち着かなくて……。

「ちょ、待って！　そこから先は自分で拭くっ！」

　彼の持ったタオルが下腹に下りそうなことに気づき、オレは慌あわててタオルを摑つかんで股こ間かんを隠かくす。エインズワースは「まだ抵てい抗こうするのか」という顔でオレを見るけれど、諦あきらめたようにオレの後ろに回り、フワフワの、やけに肌はだ触ざわりがいいバスローブを肩に着せかけてくれる。オレはバスタオルで濡れている部分をざっと拭き、タオルを洗面台の上に置いてバスローブに袖そでを通す。慌てて前をかきあわせると、エインズワースが腰こしで紐ひもを結んでくれる。そんなものの結び目まで完かん璧ぺきに綺き麗れいで、ちょっと憎にくらしい。エインズワースはハンドタオルを取ってオレの髪を拭く。

「あとはベッドルームに戻もどってからにしましょう」

　彼は言い、また問答無用でオレを抱き上げる。

「だから！　いちいち抱き上げるなってば！」

　エインズワースはオレの抵抗をものともせずに脱衣室から出る。

「何かあっては大変ですので。……あなたはまだお子様のようですから」

　……くそ、やっぱりむかつく、この執事！

「小学生の頃ころ、転んで泣いているあなたを、よくこうして抱いて運ばせていただきました」

　呟つぶやくように言われたエインズワースの言葉に、オレは呆然とする。

「オレ、小さい頃におまえに会ってるの？」

「覚えていないんですか？　少しも？」

　エインズワースは言い、確かく認にんするようにオレの顔を覗のぞき込む。

「うん……全然覚えてない……ような……？」

　オレは言うけれど、何かモヤモヤとして気持ちが悪い。何か、すごく大切なことを忘れてしまっているような気がする。

「ううん……なんだか、すごく気になるんだけど……」

「いえ。無理に思い出すことはありません」

　エインズワースがオレをベッドルームの床にそっと下ろす。それからオレの肩に白いシャツを着せ掛かける。

「それよりもお洋服を。身体からだが冷えてしまいますから」

「そうだった」

　オレはシャツの袖に腕うでを通し、前のボタンを留める。そのシャツは襟えりの尖とがったシンプルなデザインで、麻あさでできているのかパリッとした感かん触しよくですごく気持ちがいい。

「ええと？」

　袖そで口ぐちのボタンを留めようとして、オレはボタンがないことに気づく。エインズワースがサイドテーブルの上の小さなベルベットの箱を開き、キラキラ光る小さな物を取り出す。

「袖口は、カフリンクスで留めます。……私がやりますので、お手を」

　手を差し出されて、オレは思わず手を出しそうになり……それからハッとして、

「自分でできる、子供じゃないんだから！」

　オレはエインズワースの手からそれを取り上げる。やけに重いそれを手のひらに載のせ、あまりの美しさに思わず見とれる。

「わあ、キラキラしてる。それに小さいのにずっしりしてる」

　それは繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされた金色のカフリンクス。向かい合って立ち上がった二匹ひきの動物の前まえ脚あしの間にキラキラ光る透とう明めいな石がはめ込まれている。

「二頭のライオンだ。可愛かわいいな。それに綺麗な石。ガラス？」

「立ち上がる二頭の獅し子しはフェアフィールド公こう爵しやく家の紋もん章しよう。ずしりとしているのは純金製なので。はめ込まれているのはダイヤモンドです」

「えっ」

　呆ぼう然ぜんとするオレの手のひらから、エインズワースがカフリンクスを取り上げる。オレの手首を持って引き寄せ、袖口に手早くそれを留めてしまう。

「待って待って！　純金とか、ダイヤとか、そういうのヤバいよ！　落としたら大変だし！　外してくれよ！」

「そうはいきません。これはフェアフィールド公爵家の一員である証あかしですから」

　エインズワースはベルベットの箱からもう一つのカフリンクスを取り出し、オレの手首を捕まえる。抵抗する間もなく、もう片方の袖口にもカフリンクスが留められてしまう。

「うう……緊きん張ちようするよ……」

「楽しいかただ。見ていると飽あきない。ついつい甘やかしてしまいます」

　エインズワースがしゃあしゃあと言い、オレはムッとする。

「噓うそつけよ！　苛いじめてばっかりのくせに！」

「……ああ……朝食がすっかり遅おそくなってしまいました」

　エインズワースはオレの言葉を綺麗に聞き流し、腕うで時ど計けいを見ながら言う。その言葉に、オレはちょっと焦あせる。

「うわ、もしかしてご飯が冷めちゃってるとか？」

「いえ。シェフに連れん絡らくをして待たせていますので。確認しますので少しお待ちください」

　彼はサイドテーブルの電話の受話器を持ち上げ、短縮ナンバーを押す。

「……エインズワースです」

　彼が背中を向けた隙すきを狙ねらってオレは手を伸ばし、ベッドの上に畳たたんで置かれていた新品の下着をサッと取る。広げるとそれはスベスベとした肌触りをした、ミルク色のシルク。男のオレがこんなものをはいていいのか、と一いつ瞬しゆん戸と惑まどうけれど……。

　……早くしないと！　シャツならともかく、こんなものまで着せられたらたまらないぞ！

　慌てて下着をはき、ベッドから下りて近くの椅い子すに掛けてあったスラックスをはく。

「アキラ様はシャワーを済ませ、着替えを終えられたところです」

　エインズワースが話している間に、前立てのボタンを慌てて留め、ファスナーを閉めようとして金具を手て探さぐりするけれど……ない。

　……あれ？　どうなってるんだ？

「……はい、はい、わかりました」

　エインズワースが言い受話器を戻して電話を切りながら、

「今、シェフに連絡をしましたが……」

　言いかけて、オレが慌てて脚あしの間を押さえたのを見て、チラリと眉まゆをつり上げる。

「伝統的なやり方で作られたスラックスです。前立てはすべてボタンで留めます。……できないのなら、私が留めて差し上げましょうか？」

「うっ」

　……そんなところを他人に触られるなんて、考えただけで真っ赤になってしまう！

「じ、自分でできるに決まってるだろっ！」

　オレは叫さけび、彼に背中を向ける。必死で布を探ってやっとボタンを探し当て、上下にずれないように気をつけながら、なんとかそれを留める。勢いよく振ふり返って、

「できた！　朝食に行くんだろ？」

「その件ですが……コーニッシュ・パスティを新しく焼きなおすので三十分待って欲しいとのことです」

「へ？　コーニッシュ？　なにそれ？」

「英国の伝統的な食べ物で、刻んだ野菜とひき肉を詰つめたペストリーです。ミートパイのようなものでしょうか？　『ジョージアン・ヴィル・ハウス』の名物で、ここでの朝食には必ず出されます。歴代の王おう侯こう貴族にも愛されたメニューです」

「美味おいしそう。別に冷えててもいいのに……気になるならレンジでチンすれば……」

「いいえ。朝食に遅おくれそうだと連絡した時点で、焼きあがっていたコーニッシュ・パスティはキッチンメイド達が朝食として食べてしまったそうです。テーブルに出すのは出来立てでないと許されないと言っていました。フェアフィールド家お抱かかえのシェフは完璧主義なんです」

「なんか、一流レストランみたいな……あっ」

　オレは言いかけ、エインズワースの黒い上着にシミがついていることに気づく。よく見ると、彼のお仕着せはまだ濡ぬれたままだったんだ。

「濡れてるじゃないか！　オレが着き替がえをしている間に自分も着替えてきたらよかったのに！」

「まずあなたの着替えが先です。風邪かぜでもひいたら大変ですので」

　エインズワースは平然と言い……オレはドクンと胸が痛むのを感じる。

「……そ、そういう優やさしげなことを言われると、調子が狂くるうんだってば」

「優しげ？　私はロンドン一優しい執しつ事じだと言ったではないですか」

　平然と言われて、オレはため息をつく。

「そういう憎らしいことを言う方が似合ってる。どうせイジワル執事なんだから」

「どうせイジワルと思われているのなら、これも用意する必要はなかったでしょうか？」

　エインズワースがベッドから離はなれ、近くに置いてあったワゴンに近寄る。上の段にはティーセットがあり、下の段には……。

「それ！　もしかして……！」

　エインズワースがそこから持ち上げたものを見て、オレは驚おどろきの声を上げる。エインズワースの手には、何紙もの日本語の新聞のほかに、オレが頼たのんだマンガ雑誌『週刊ステップ』の最新号があったんだ。

「それ……昨日発売だったはずだ。どうやって手に入れたんだよ？」

「フェアフィールド公こう爵しやく家の執事に、不可能はありませんよ」

　エインズワースは数紙の日本語の新聞と一いつ緒しよに、マンガ雑誌をベッドの上に置いてくれる。

　オレはページをぱらぱらめくって、それが最新号であることを確かめる。楽しみにしているマンガの続きが載っていること、そして目当てだった応おう募ぼ券が巻末につけられていることを確認する。オレは喜びを嚙かみ締しめながら雑誌を抱だき締める。

「信じられない、これが読めるなんて。今回、好きなマンガが巻頭カラーで、アニメ化記念のグッズの応募券がついてたんだ。……あれ？」

　オレはページをめくり、なんだかいつもよりも紙の手て触ざわりがいいことに気づく。

「なんで手触りが違ちがうんだろう？　パリパリする。輸出用？」

「新聞だけでなく、雑誌のページにもアイロンを掛けさせていただきました」

　エインズワースの言葉に、オレは驚いてしまう。

「は？　アイロン？　新聞に？」

「御主人様の手にインクがつかないよう、新聞にアイロンをかけるのは昔から決められている執事の大切な役目です。最近はインクの質が上がってきていると聞きますが、手触りが違いますし、伝統ですので続けさせていただいています」

「うん。なんだか妙みように触さわり心ごこ地ちがいい」

　オレはお気に入りのマンガの誌面をそっと撫なで、それから満足のため息をつく。

「英国でこれが読めるなんて魔法みたいだ。ロンドンみたいな大都会には、日本資本の書店もたくさんあるもんね。でも、たった一日遅れでちゃんと入にゆう荷かするなんてすごいな」

「いいえ、入荷はしておりませんでした」

　エインズワースの答えに、オレは驚いてしまう。

「じゃあどうやって……？」

「もちろん、あの後すぐにロンドン中の書店に問い合わせましたが、入荷はまだでした。ロンドンで一番大きな弐に伊の国くに屋や書店に向けて日本から発送はされていましたが、あの時点ではまだ中ちゆう継けい地ち点てんのシンガポールでした。そのために、フェアフィールド公爵家のフットマン達に命じてシンガポールに向かわせ、買って来させました。戦せん闘とう機きを使ったのですが、空港を使える時間に限りがあって、届いたのはあなたが起きられる直前でした。間に合ってよかったです」

「……へ？　ええと……？」

　オレは、雑誌を抱き締めたまま彼を見上げる。

「今……戦闘機って言った？」

「ええ。民間機では間に合いません。……ああ、ご安心ください。フットマンの一人は空軍上がり、もう一人も海軍上がり。どちらも戦闘機には慣れていますので」

「あ、いや……そういうことじゃなくて……」

　平然と言われた言葉にオレは当とう惑わくし、それから、

「ともかくありがとう。そのフットマンさんっていう人達……同じ名字ってことはフットマン兄弟？……によろしく」

「フットマンは名字ではなく、使用人の階級です。執事である私の直属の部下で、私の手足となって働いてくれています。彼らはもうすぐ……」

　コンコン！

　部屋にノックの音が響ひびき、オレは思わずそっちに目をやる。

「失礼いたします」

「失礼いたします」

　明るい声がして、ドアが開く。そこに立っていたのは、背が高くてがっしりとした身体からだつきの二人の男。一人は明るい金きん髪ぱつに水色の瞳ひとみ、一人は明るい茶色の髪かみに緑の瞳。二人とも整った顔立ちをしていて、グラビアモデルみたいに見み栄ばえがする。そういえば、最初に屋や敷しきに来た時に迎むかえてくれたメンバーの真ん中にいた気がする。二人ともエインズワースに似た感じの燕えん尾び服ふくみたいなお仕着せを着ているけれど、彼らのタイは黒ではなくて白。そして長い燕尾のあるエインズワースの上着と違ちがって、彼らの上着の裾すそは途と中ちゆうで切ったような形の短い燕尾だ。

「失礼いたします。紅茶のための新しいお湯をお持ちしました」

　金髪の方が言いながら、耐たい熱ねつ性せいのポットを持って入ってくる。後から来たもう一人の方が、

「前にご用意したのはすっかり冷めてしまったと思うので……あっ」

　言って……それからふいに、オレが手に持っている雑誌に目を落とす。

「もう読んでくださいましたか？　発売を楽しみになさっていたんですよね？」

　嬉うれしそうに言われて、オレはハッとする。

「あ、いや、これから読むところで……これを買ってきてくれたのって……？」

「私達です、マイ・ドミナス」

　金髪の方が言い、ピシリと踵かかとを揃そろえる。それを見て、茶髪の方もきっちりと姿勢を正す。

「おはようございます、マイ・ドミナス」

　二人並んで直立不動で立った姿は、今にも敬礼でもしそうな雰ふん囲い気きで……。

「紹しよう介かいします」

　エインズワースが言い、金髪の方を示しながら、

「第一フットマンのジョナサン・ベイカー。代々フェアフィールド公爵家に勤めてきた家いえ柄がらの出身ですが、一年前まで空軍に所属し、戦闘機のパイロットをしていました」

「ジョナサン・ベイカーと申します。よろしくお願いいたします、マイ・ドミナス」

　ジョナサンが言って右手を鳩尾みぞおちに当て、やけに姿勢よく礼をする。エインズワースは、茶髪の方を示しながら、

「彼はジェレミー・マクガイヤ。やはりフェアフィールド公爵家に代々務めてきた家柄の人間ですが、半年前まで航空母ぼ艦かんに乗務し、こちらも戦闘機のパイロットをしていました」

「ジェレミー・マクガイヤと申します。よろしくお願いいたします、マイ・ドミナス」

　ジェレミーも同じように右手を鳩尾に当て、いかにも軍人らしい礼をする。

「なんか……強そうな二人だね」

　オレが圧あつ倒とうされながら言うと、二人はやけに爽さわやかに笑う。ジョナサンが、

「私達はフットマンというだけでなく、あなたのＳＰも兼かねています。全力でお守りしますのでご安心ください」

　言い、ジェレミーが深くうなずいている。

「あ……頼たよりにしてるよ。あと……」

　オレは雑誌を上げて見せて、

「これ、どうもありがとう。絶対に必要だったんだ。手に入ってすごく嬉しいよ」

　言うと、二人はパアッと顔を輝かがやかせる。　>>>♥

「もし必要でしたら、毎週でも戦闘機に乗って買いに行ってきます！」

「アキラ様のためなら、どこへでも！」

　まるで尻尾しつぽをぶんぶん振ふる大型犬のような様子に、オレの胸がズキリと痛む。

　……なんだかんだ言って、オレは二週間後には日本に帰る。本当に読みたければ祖母ちゃんにでも頼んでおけば近所のコンビニで買っておいてくれるだろう。昨夜のオレは、子供みたいに拗すねて、我わが儘ままを言っただけなんだ。なのに……。

「真しん剣けんにオレのために働いてくれて、感謝してる。ありがとう、ジョナサン、ジェレミー」

「ありがたいお言葉です、マイ・ドミナス」

「そんなに喜んでいただいて、すごく嬉しいです、マイ・ドミナス」

　二人は丁てい寧ねいに言って頭を下げ、次の命令を待つ大型犬みたいに、キラキラと目を輝かせながら、オレを見つめる。

　……主人がさりげなく言った希望を、真剣に叶かなえようとしてくれる。それがどんなにくだらない命令でも。それが、一流の使用人というものなのかな……。

　そう思ったら、拗ねて我が儘を言った自分が、なんだか恥はずかしくなる。

　オレはエインズワースの方を見て、

「エインズワースもありがとう。オレ、ものすごく読みたかったんだ」

　言うと、エインズワースはとても満足げな顔でうなずく。

「お役に立てて光栄です、マイ・ドミナス」

　丁寧に言って礼をしてから、エインズワースは二人の方を振り返る。

「新しいポットを届けてくれてありがとう。朝食の準備の手伝いに戻もどってくれ」

「かしこまりました、ミスター・エインズワース」

　二人は声を揃えて言い、ピシリと背筋を伸のばして格好いいお辞じ儀ぎをする。オレに笑いかけてから、冷めてしまった保温のポットを持って部屋を出て行く。

「紅茶をいれます。少しお待ちください」

　エインズワースは手て袋ぶくろをした手で銀のティー・キャディ（紅茶を入れる容器。母さんが紅茶が好きだったからオレは結構詳くわしいんだ）を開き、銀のキャディ・スプーン（紅茶の量を量れる平たいスプーン）で紅茶の茶葉を慎しん重ちようにすくって、銀のティーポットの中に入れる。それから二人が置いていった保温ポットを持ち上げ、まだシュンシュン言っている熱いお湯をティーポットに注ぐ。フワリと芳かんばしい紅茶の香かおりが、部屋の空気に広がる。

「今朝の紅茶はダージリンの中でも最高級とされる夏摘みのセカンド・フラッシュ。インド北東部、ベンガル州、ダージリンのスワラジン農園から届いたばかりです」

「うわ……すごくいい香り」

　どこか清せい涼りよう感かんのある豊かな香りに、オレは思わず言い……それから、

「昨夜、マンガを読むなんて子供だってバカにしてたよな」

　エインズワースはティーポットの蓋ふたを閉め、優ゆう雅がな手つきで砂時計を返しながら言う。

「バカにはしていません。それほどまでに貴重なものなのか、と興味を持っただけです」

　エインズワースは、ティーポットをキルティング加工のされたティーコゼでしっかりとくるむ。保温ポットを持ち上げ、今度はティーカップにお湯を注いであたためている。

「あのさ」

「なんでしょう？」

　オレは少し迷い、それから正直に言う。

「なんか……ごめん。オレが我が儘を言ったから。あの二人にも大変な思いをさせた」

　エインズワースは保温ポットをワゴンに置き、真っ直すぐにオレを見つめる。

「主人の希望を叶えるのは使用人の絶対の務め。謝る必要はありません。でも……」

　エインズワースはその唇くちびるにチラリと笑えみを浮うかべて、

「もしかしたらただ拗ねて我が儘をおっしゃっているだけではないか、本当はそれほど必要ではないのではないか、チラリとそうは思いましたが」

「うわあ、やっぱり見み抜ぬいてたのか！　それならどうしてダメだって言わなかったんだよ！」

「私は、あなたの反応が知りたかった」

「……え？」

「欲しいものが手に入ってただ単純に喜ぶか、それともまた拗ねて『本当はたいして欲しくなかった』と苦労した使用人の前で言ってしまうか……そんな反応をなさったら、少しだけがっかりしたかもしれませんね」

　エインズワースの言葉に、オレはドキリとする。

　……今回は驚おどろいたし、一応反省したけれど、何かがちょっと違っていたら、そんなふうにしてしまったかも……。

「でも、あなたは使用人をいたわり、喜んでくれた。あの二人も行った甲斐かいがあったでしょう。まあ、久しぶりに戦せん闘とう機きに乗れて二人とも楽しかったようではありますが」

「でも、昨夜のあの時間から往復したってことは徹てつ夜やだよね？　今日の仕事は終わりにして、適当に休んでいいってあの二人に言ってくれよ」

「お気き遣づかいありがとうございます」

　エインズワースはチラリと頭を下げ、

「私からも彼らに提案しましたが、『目が冴さえたので今日はこのまま働く』とのことでした。そのために明日は一日休むように手配をしました」

　その言葉に、オレはホッとため息をつく。エインズワースは何かを考えるような声で、

「多分、今日の午後からはいろいろと面めん倒どうなお客様が訪おとずれるでしょう。二人はそれがわかっているので休みを明日にしたのかとも思いますし」

「面倒なお客？」

　その言葉に、オレは少し驚く。

「ええと……グレゴリ祖父じいさんは市内のタウンハウスってところにいるんだろ？　訪ねて来ても誰だれもいないけど……おまえの友達？」

「あなたに会うために来るお客様ですよ」

「オレに？　オレ、英国に知り合いなんていないよ」

　エインズワースは小さくため息をつく。それから、

「この国にいらした時点で、あなたはフェアフィールド公こう爵しやく家の関係者です。たくさんのご親しん戚せきがあなたに会いにみえるはずです」

「だって、二週間後のパーティーでどうせ会えるんだろ？　なんでわざわざ？」

「丁寧な言葉で言えば『可愛かわいい甥おいに一刻も早く会いたくて』、ありていに言えば『敵情視察』というところでしょう」

「どういうことだよ？　意味がよくわからない」

「もっとわかりやすく言えば……彼らにとって、あなたは強力なライバルだということです。あなたがどうおっしゃろうと、財産を狙ねらって現れた敵と思われてもおかしくありません。なにせ、今までは次期当主候補に挙がっていなかった方が、いきなり遠い日本からやってきてしまったのですから」

　うすうすは解わかっていたけれど……その言葉に、オレはやっぱりショックを受ける。

「オレは、財産とかそういうの……」

「ここは英国貴族の館やかた。あなたが暮らしてきた平和な世界とは違ちがいます。地位にも名めい誉よにも財産にも興味がない人間が存在するなんて、誰も思いませんよ」

　エインズワースがオレを真っ直ぐに見つめながら言う。オレは少し考えてから、

「そう……思われても仕方がないんだろうな、きっと」

　オレは言い、そしてため息をつく。

「もしかして、おまえも信じてないの？」

　なんとなく祈いのるような気持ちになりながら、オレはエインズワースを見上げる。

「オレは父さんと母さんの名誉のためにここに来ただけ。地位も名誉も財産もいらないんだ」

　エインズワースは美しいサファイヤ色の瞳ひとみでオレを見下ろし、それから静かな声で言う。

「私はあなたの執しつ事じ。あなたの言葉を信じますよ」

　やけに優やさしく聞こえるその言葉に、オレはなんだかちょっと泣きそうになる。

「……うん……それならいいか……」

　オレはため息をつき、泣きそうな気持ちを追い出そうとしてわざと元気な声を出す。

「喉のどが渇かわいた。紅茶はまだ？」

「ああ……」

　エインズワースは砂時計を見下ろし、まだ少し砂が残っているのを確かく認にんして、

「もう少々お待ちください」

　言いながら、保温のためにカップに入っていたお湯を陶とう製せいのボウルに空ける。

「ミルクはいかがいたしますか？　マスカテルマスカツト・フレーバーの香りが特徴のセカンド・フラッシュはストレートもおすすめです」

「じゃあストレートで」

「かしこまりました」

　エインズワースは言い、砂時計の砂が落ちきったのを確認してティーコゼを開き、なかからティーポットを取り出す。そしてティーストレイナーを使って、カップに紅茶を注ぐ。

「どうぞ」

　ソーサーごとカップを差し出され、オレはそれを受け取る。

「へえ……綺き麗れいなカップ」

　ソーサーの周囲はごくごく薄うすく、まるでレース模様のように波うち、艶つや消けしの金色で繊せん細さいな模様が施ほどこされている。カップの持ち手は上品なラインを描えがくやはり艶消しの金。ティーカップにしては少し深めのカップは、縁ふちにソーサーとお揃そろいの模様が金彩で描かれている。カップの側面にはやはり艶消しの金で向かい合う獅し子しのマーク。フェアフィールド家の紋もん章しようだろう。

　紅茶の水色は金色がかったような薄い琥こ珀はく色いろ。そしてよくマスカットにも喩たとえられる甘くて爽さわやかなイメージの香り。

「いい香りだ。紅茶の色は薄いのに、香りはすごく強いんだね」

「それがセカンド・フラッシュの特とく徴ちようです。限られた季節にしか楽しめません」

　オレはそっと湯気を吹ふき、薫かおり高い紅茶を一口飲んでみる。

「……んん……美味おいしい……！」

　口の中に広がる豊かな香りと、深みのある味わい、適度の渋しぶみ。それは完かん璧ぺきな味だった。

「母さんのいれた紅茶が世界一と思ってたけど、この紅茶はそれに並ぶくらい美味しい」

　オレは思わず言い、エインズワースが驚いた顔をしていることに気づく。

「ああ、ごめん、そんなことを言われてもよくわからないよね」

「あなたのお母様のアキコ様のことは、よく存じております。あの方がいれる紅茶がどんなに素す晴ばらしかったかも」

　エインズワースの声が優しく聞こえて、オレはカップから顔を上げる。

「それほどに褒ほめていただけて、とても光栄です」

　エインズワースは鳩尾みぞおちに手を当てて、優雅に礼をする。オレはちょっと感動し……。

「あれ？」

　そこで初めて、ワゴンの上にティーカップがもうないことに気づく。

「おまえは飲まないの？」

「私は執事です。お茶も食事も、御主人様とは別ですが？」

　平然と言われた言葉に、オレは驚いてしまう。

「ちょっと待て！　じゃあ、今日の朝ごはんも……？」

「あなたには、この後、庭に面した家族用のダイニングルームで食事をしていただきます。私はあなたの給きゆう仕じを務めた後、あなたがフットマン達の手伝いで服をお着き替がえになっている間に、別べつ棟むねの厨ちゆう房ぼうの隣となりにある使用人用のダイニングルームで済ませます。それが何か？」

　不思議そうに言われて、オレはなぜか焦あせってしまう。知らない場所で、ほかに知っている人もほとんどいないというのに、一人で食事をするなんて……。

「お茶も、食事も、オレと一いつ緒しよにすればいいだろう？」

　オレは思わず言ってしまう。彼は驚いたように目を見開いて、

「それは、ご命令ですか？　フェアフィールド公爵家では、使用人と主人が一緒の食しよく卓たくを囲むなど、前代未聞の……」

「おまえ、執事ってだけじゃなくて教育係なんだろ？」

　オレはなぜか必死になってしまいながら言う。

「それなら、給仕なんかしてないで、一緒に食べてテーブルマナーも指導しないと！」

　彼はまた驚いたように目を見開き、それから小さく笑う。

「どうなさいました？　一人で食べるのが不安ですか？」

「べ、別にそういうわけじゃ……」

「ですが、その向上心は評価できます。シェフに聞いてみましょう」

　エインズワースは微笑ほほえみ、ベッドサイドテーブルの電話の受話器を持ち上げる。

「……エインズワースです。アキラ様から、私も同じテーブルで食べるようにとのご命令が」

　受話器の向こうで、誰かが大声で何かを言っているのが微かすかに聞こえてくる。

「わかりました。よろしくお願いいたします」

「どうだった？　もしかして叱しかられた？」

　オレが心配になって聞くと、エインズワースはクスリと笑い、

「いいえ。『まだ子供に見えるアキラ様を一人で食卓に着かせるのはかわいそうだと思っていた、出来上がったらすぐに二人分ダイニングに運ばせる』とのことです。紅茶を飲み終わったら移動した方がいいかもしれません」

「は、話のわかるシェフみたいだね」

　子供に見える、というところがちょっと引っかかるけど、いつも祖父ちゃんや祖母ちゃんと一緒に賑にぎやかに食卓を囲んでいたオレには、誰かと一緒に食べられるのはすごくありがたい。

　オレは、すごく美味しい紅茶を飲み干し、空のカップをエインズワースに差し出す。

「歩きながら飲むから入れて。まだ残ってるのにもったいないだろ？」

　エインズワースは驚おどろいたようにチラリと眉まゆを上げ、それから保温ポットを持ち上げてティーポットの中に少しだけお湯を注す。

「少し濃こくなりましたが、これはこれで美味しいものですよ」

　言ってティーポットを持ち上げ、中の紅茶を残らずティーカップ注いでくれる。

「明日からは、ティーポットは大きめ、カップは二つ。朝のお茶を一緒に飲め。いいな？」

　オレは言いながら、カップを持って立ち上がる。エインズワースは微笑んで、

「イエス・マイ・ドミナス」

　言って、紅茶を飲みながら歩いているオレの後を、ワゴンを押しながらついてくる。

「アキラ様。一つ言い忘れましたが」

「なんだよ？　行ぎよう儀ぎが悪いから歩きながら飲むなとか今さら言うなよ」

「お客様のいらっしゃらない時なら、館の主人は何をしても自由ですよ。そうではなく」

　彼がオレの飲みかけのカップをチラリと見て、

「そのカップは、フェアフィールド公こう爵しやく家に伝わるアンティークのティーセットの一つ。現在の価格では百五十万円くらいの価値があると言われています」

「えっ？　全部で百五十万円？　とんでもないティーセット……」

「いえ、そのカップだけで百五十万円。ソーサーはまた別です」

　エインズワースの言葉に、オレは紅茶を吹きそうになる。慌あわてて飲み込んで、

「お、落とさないようにしないとヤバいよね」

「ええ、できればその方が」

「なんか手が震ふるえてきた」

　オレは言い、その場に立ち止まって紅茶を飲み干す。ワゴンの上に置かれたソーサーの上にそうっとカップを置く。

「……ふう。やっぱり紅茶は部屋の中で飲む方がいいかな？」

「いえ、お好きな時に、お好きなようにお飲みになって結構だと思います」

　平然と答え、エインズワースはワゴンを押して廊ろう下かを歩き始める。カップとソーサーが微かに触ふれ合うカチャカチャという音だけで、冷や汗あせが出そうだ。

　……ああ、なんだかやっぱりオレは、とんでもない場所にいる気がする。







　　　　アンセル・エインズワース







「うわあ、美味しそう！」

　部屋に戻もどって濡ぬれた服を着替えた私がダイニングに入ると、秋良様が、とても嬉うれしそうな声を上げたところだった。給仕をしている使用人達も、その言葉に顔をほころばせている。

　ここは、家族用のダイニングルーム。本来なら執事の私は別の場所で朝食をとるべきだ。しかし秋良様の要望でここで食事をすることになった。

　部屋の一面には意い匠しようを凝こらした枠わくを持つフランス窓が並んでいて、広々とした庭を見み渡わたすことができる。庭には庭ガーデ師ナー達が丹たん精せい込こめて育てた花々が咲さき乱れ、その向こうには静かな水をたたえた英国の庭らしい大きな池がある。水の表面を睡すい蓮れんの葉が覆おおい、濃い緑の葉をふっくらと茂しげらせた何本もの大きな柳やなぎが涼すずしげな日ひ陰かげを作っている。その光景は、まるで一枚の絵を見ているかのように美しい。

「今朝の朝食は典型的な英国風にしてみました」

　私がテーブルにつくと、このマナーハウスの名物シェフ、フェルディナンドがワゴンを押しながら入って来た。ワゴンには二つの簡易コンロが置かれ、そのうちの一つで彼はベーコンやソーセージをあたため始める。

「香こうばしく焼いた薄うす切ぎりのベーコン、焼きソーセージ、英国風のベイクド・トマトとベイクド・ビーンズ、マッシュルームのソテー、ハッシュドポテト。焼きあがったらサーブします」

「うん。いい香かおり」

　フライパンの中で香ばしく焼かれているそれらを、秋良様は目を輝かがやかせて見ている。

「卵は何がいいですか？　オムレツ？　スクランブルエッグ？　サニーサイドアップ？」

「じゃあ、オムレツ。目の前で焼いてもらえるなんて、なんだか嬉しいな」

　秋良様が楽しそうに言う。いつもは気難しいシェフが、それに釣つられたのか楽しそうに、

「スタンドに立ててあるのが英国風の薄切りトースト。籠かごに入っているのがバース・バン。レーズンやレモンを入れて焼いた甘いパンのことです。そしてそれが、このマナーハウス名物のコーニッシュ・パスティになります。熱いうちにどうぞ」

　給仕のための手て袋ぶくろをつけたジョナサンとジェレミーが、素そ朴ぼくな素す焼やきの皿に載のせた焼き立てのペストリーを、秋良様と私の前に置く。

「うわ、これが？　いただきます！」

　秋良様はそれを両手で摑つかみ、熱い、と言いながら頰ほお張ばる。

「うん、すっごく美味おいしい！　外がサクサクで、中がフワフワ！　入ってる具もめちゃくちゃいい味出してる！」

　無む邪じや気きに言う彼の様子に、フェルディナンドがとても嬉しそうに頰を緩ゆるませている。

「お気に召めしましたか？」

「うん！　すごく気に入ったよ！……あっ」

　秋良様は叫さけび、それからふいに何かを思い出したように申し訳なさそうな顔になる。

「そういえば……このコーニッシュ・パスティ、オレが風呂ふろ場ばで転んだせいで焼き直すことになったんだよね？　なんか……せっかく作ってくれたのに、ごめんなさい」

　シェフはその言葉を驚いた顔で聞き、それから言う。

「私は今までいろいろなお金持ちにお仕えしてきました。数あるメニューの中でも英国の伝統料理であるコーニッシュ・パスティにはこだわってきて、どのお屋や敷しきでも作りました」

「うん、美味しいよ」

　秋良様が言い、シェフは嬉しそうな顔をする。それから、

「お金持ちには平気で寝ね坊ぼうをする方が多くて、冷えたコーニッシュ・パスティが無む駄だになることはしょっちゅうでした。でも……」

　シェフは秋良様を見つめて、とても感動したように言う。

「『せっかく作ってくれたのにごめんなさい』、そんなことを言ってくださった方は、あなたが初めてです。私のこだわりをわかっていただけて、感動しています」

　……秋良様は、とても不思議な方だ。こうやって、人の心をあっさりと溶とかしてしまう。

　私はシェフと、そして「大げさだな」と笑う秋良様を見比べる。

　……これもまた……彼が選ばれた人である証あかしなのかもしれない。







　　　　安東秋良







「たしかに、ここに来たからには頑がん張ばるべきなんだろうけど……」

　オレはテーブルの上に山のように積み上げられた分厚い本を見ながら言う。

「それにも限界があるぞ！」

　積み上げられている本は、あのエインズワースが置いていったもの。それぞれの本に革かわ製せいのしおりが挟はさんである。あいつは『授業までに、しおりを挟んだページまで予習をお願いいたします』なんて涼しい顔で言ったけど……。

「なんなんだ、この量はっ！」

　情けをかけてくれたのか、置いてある本は一応日本語で書かれている。だけど、本といえばマンガ雑誌、空いてる時間がありさえすればプールで泳いでいたような（一応水泳部のエースだからね）オレにとっては、こんなに分厚い本、ページをめくるだけでもまるで拷ごう問もんだ。

「しかも、日本語なのに全然わからないしっ！」

　奥付を見ると、ここにある本のほとんどはかなり昔にかかれたもの。どこの図書館の書庫から引っ張り出してきたんだろうっていう感じで古びている。重じゆう厚こうな革表紙とザラザラした質感の紙、読みづらい字体とかすれたインク。古風でまわりくどい文章は……はっきり言って暗号としか思えない。

「『紳しん士しの心得』『帝てい王おう学がく』『ラテン語の基き礎そ』『王おう侯こう貴き族ぞくとの晩ばん餐さん・そのマナー』……」

　オレは積まれた本のタイトルを読み上げて、ため息をつく。

「そんなの、一生このオレとは縁えんがないってば！」

　オレは手に持っていた本を閉じて山の一番上に積み上げ、両足をデスクの上に載せる。

「あ～あ。遊びに行きたいなあ～」

　心から呟つぶやいて頭の後ろで手を組み、椅い子すの背もたれに体重を預ける。

「こんなところに閉じこもってるだけで、滅め入いってくる」

「失礼いたします」

　いきなりドアが開き、オレはその格好のままで固まる。恐おそる恐るドアの方に目をやると、エインズワースがあきれた顔で立っていた。オレは、

「な、なんだよ！　入ってくる時はノックくらいしろよっ！」

　動どう揺ようを隠かくすために叫ぶと、エインズワースはため息をついて、

「ノックをすると、いつも、中から慌あわてて何かをしている音が聞こえます。ドアを開くとあなたは本を開いていますが……いつもとても不自然だ」

　その秀しゆう麗れいな眉まゆをチラリと上げて、

「ありのままのあなたを拝見するために、あえてノックはやめてみましたが……なるほどね」

　皮肉な声で言いながら部屋を横切って来て、固まったままのオレの身体からだにゆっくりと視線を滑すべらせる。

「私の目がなければ、本も読まず、行ぎよう儀ぎの悪い格好で靴くつをデスクに載せているわけですか」

「こ、これはたまたま……いてっ！」

　エインズワースの手には、魔ま法ほうのように乗馬用の鞭むちが現れていた。彼はいきなりそれを振ふり上げ、オレの脛すねをそれでピシリと叩たたいたんだ。スラックスに包まれているにもかかわらず、結構痛い。

「何すんだよっ！　この暴力執しつ事じ！」　>>>♥

　オレは叫び……だけどもう一度叩かれないように慌てて足を下ろす。そしてスラックスをめくり上げ、脛にうっすらと赤い痕あとがついていることに気づいてそこを撫なでる。

「痛いぞ！　御主人様をぶっていいのかよ？」

「ええ。躾しつけですから」

　彼は平然と言いながら、ポケットからハンカチを取り出す。ぴっちりとアイロンのかけられた純白のそれで、デスクの上を丁てい寧ねいに拭ふく。

「これはあなたの曾そう祖そ父ふ様に当たる方が、英国きっての職人に作らせ、ずっと大切にされてきた由ゆい緒しよあるライティングデスクです。土足を載せていいような品ではありません」

「えっ、そうなの？」

　オレは驚おどろいて身を乗り出し、革かわ靴ぐつの踵かかとでデスクの表面に傷をつけていないか確かく認にんする。顔を近づけ、撫でてみるけれど、エインズワースが拭いたところは綺き麗れいな艶つやを帯び、傷ついた様子はない。オレはホッとため息をつきながら、

「そうか。曾ひい祖父じいさんに申し訳ないことをしちゃったな。いくらイライラしてたからって、大切にしてた物に足を載せちゃうなんて」

　オレは良心の呵か責しやくを感じながら言う。

「二度となさいませんように」

「うん。気をつけるよ」

　オレが答えると、エインズワースはなぜか意外そうな顔をしてオレを見つめていた。

「なんだよ？」

「そうやって素す直なおにされていると……」

　エインズワースは途と中ちゆうまで言って言葉を切る。

「なんだよ？」

「いえ、御主人様に言うべき言葉ではありませんので」

「いいから言ってみろ！」

「そうやって素直にされていると……なかなか可愛かわいいなと」

「なんだとーっ！」

　オレが叫んだ時、書しよ斎さいにノックの音が響ひびいた。

「お勉強中、失礼いたします」

　遠えん慮りよがちに言って顔を覗のぞかせたのは、フットマンのジョナサンだった。

「午後からの予定のお客様が、もう見えているんですが……」

「お客？」

　オレが聞くと、エインズワースはなんだか妙みように気乗りのしない顔でうなずく。

「あのう、もう一組のお客様も、早めに見えられるかも、というご連れん絡らくが……」

　やっぱり遠慮がちに顔を出したジェレミーが言い、エインズワースが深いため息をつく。

「なんだよ？　そんなに気が重いお客？」

　オレが言うと、エインズワースは肩かたをすくめて言う。

「執事の私からは申し上げられませんが……お会いになればおわかりになりますよ」




　　　　◆




「まあ、なんて綺麗な男の子かしら！」

　部屋に入った途端に叫さけんだのは、真っ赤な服に身を包んだ背の高い女性だった。整った顔立ちだけど……今からテレビ出演でもしそうなほどのフルメイクに、思わず圧あつ倒とうされる。

　ウエーブを描えがいた金きん髪ぱつ、反り返らせた睫まつ毛げと青い瞳ひとみ、そしてやけに真っ赤な唇くちびる。まるで往年の銀幕女優のようでとんでもない迫はく力りよくだ。

　彼女が大おお股またで歩を進めるたび、タイトスカートの脇わきのスリットが大きく開いて、白い腿ももが上のほうまで見える。ぴったりしたラインの服の襟えりは、胸の谷間が見えるほど大きく抉えぐられている。あまりの露ろ出しゆつ度どにオレは動揺し……直視できずに視線を落とす。

　……たしかに美人だとは思うけど……。

　部屋の中にムワッと広がる甘ったるい香こう水すいの香かおりに、ちょっと血の気が引いてくる。

　……こんなに露出されると、なんだか見ただけでゲンナリするっていうか……。

「あなたがアキラね？　ヴィヴィアン叔母おばさんよ！　よろしくね！」

　彼女は腕うでを伸のばし、オレの身体をギュウギュウ抱だき締しめる。彼女は女性にしては背が高いので、オレの顔は彼女の首筋に押し付けられてしまう。そこにたっぷりと吹ふき付けられている強きよう烈れつな香水の香りに、鼻の奥がツンと痛む。クシャミを我慢するために、オレは思わず息を止める。

「アキラ！　ヴィヴィアン叔母様にハグしてちょうだい！」

　言いながら彼女は顔を下ろし、オレの両方の頰ほおに音を立ててキスをする。両頰にべったりと残る感かん触しよくは……きっとこの真っ赤な口紅だろう。

　……うわあ、勘かん弁べんしてくれ……。

　オレは窒ちつ息そく寸前になりながら、思う。

　……こんな強烈な女性が、父さんの妹なのか……？

「アキラ？　ハグしてくれないの？」

　哀あわれっぽく言われ、眩暈めまいを覚えながら彼女の両頰にごく軽く唇をつける。唇にたっぷり残った粉っぽい感触は……彼女の頰にはたかれている白粉おしろいだろう。まるで大福を食べた時みたいに、オレは唇を手の甲こうで拭ぬぐいそうになるけど……あまりに失礼なので必死でこらえる。

「ああ、本当に可愛らしい子だこと！」

　彼女は芝しば居いがかった様子で叫んで、オレをまた抱き締めてくる。強烈な香水に息が吸えず、目の前がチカチカしてきたところに、ノックの音が部屋に響く。

「お茶をお持ちいたしました」

　エインズワースの声が聞こえて、オレは心底ホッとする。

「入れ！　入ってくれ！」

　必死で叫ぶ声が、助けを求めるように上ずってしまう。

「失礼いたします」

　エインズワースはドアを開き、ヴィヴィアン叔母さんがオレを抱き締めているのを見て、驚いたようにチラリと眉をつり上げる。でもすぐに完全な無表情になって、

「ようこそおいでくださいました、レディ・ヴィヴィアン」

　礼れい儀ぎ正ただしく言って慇いん懃ぎんな礼をする。ヴィヴィアン叔母さんはエインズワースをうっとりと見つめて、ほう、とため息をつく。

「……ああ……アンセル……」

　彼女が甘えるような声でエインズワースのファーストネームを呼んだことに、オレは驚いてしまう。

「あなたはいつ見ても本当に麗うるわしいわ。まるで彫ちよう刻こくみたいに完かん璧ぺきなハンサムよ」

　ヴィヴィアン叔母さんは言いながら、オレのことなんかすっかり忘れたみたいにエインズワースに近づいていく。

「あなたみたいな麗しい男性を、毎日眺ながめて暮らしたいわ」

　身体からだが触ふれ合いそうなほど近い場所に立ったヴィヴィアン叔母さんは、真っ赤に塗ぬられた爪つめの先でエインズワースのシャツの胸むな元もとをそっと撫で上げる。

「ヴィヴィアン様。アレクサンドラ様もご一いつ緒しよかと思ったのですが？」

　エインズワースがまったく動じない声で言い、ヴィヴィアン叔母さんはうんざりした顔で、

「ああ……アレクサンドラなら、リムジンから降りた途と端たんにどこかに消えたわ。本当に可愛くないんだから」

　憤ふん然ぜんとしたため息をつく。エインズワースがオレの方に目を向けて言う。

「アレクサンドラ様はヴィヴィアン様のお嬢じよう様さまで、あなたの従兄弟いとこに当たる方ですよ」

「え？　オレに従兄弟が？」

「ええ、まだ十四歳ですが……」

「アンセル！」

　叔母さんは自分が無視されたのが気に入らないのか、鋭するどい声で会話を遮さえぎる。それからまた甘い声に戻もどって、

「ねえ、お父様に、あなたを私の屋や敷しきの執事になるように、もう一度頼たのんだのよ。あっさり断られてしまったけれど」

　不満そうに言われたその言葉に、オレはドキリとする。

　……エインズワースが、ほかの屋敷の執事になる？

　オレの鼓こ動どうが、なぜか不ふ吉きつに高鳴ってしまう。

　……いや、このイジワル執事がどこの屋敷に行こうが、オレには関係ないんだけど……。

「お給料なら、ケチなお父様よりもずっとずっとたくさんあげる。私の屋敷に来れば楽しいことが待っているわよ。アレクサンドラは、来年から全ぜん寮りよう制せいの学校に行ってしまうし……」

　ヴィヴィアン叔母さんの真っ赤な爪が、エインズワースの完璧に整えられたタイの結び目を撫なでている。叔母さんの指はさらに動き、エインズワースの首筋から顎あごを撫で上げる。そして彼の無感情に引き締められた唇に触れそうになって……。

「ヴィヴィアン叔母様」

　オレは、なぜだかものすごくムカついてしまいながら、彼女の名前を呼ぶ。

「そんなところに立ちはだかっていては、エインズワースがお茶をいれられません」

　叔母さんは振ふり返り、わざとらしくはしゃいだ声で、

「まあ。一人にしたりしてごめんなさいね、アキラ坊ぼうや！」

　オレに近づいてきて、オレの両手を持ち上げる。

「あなたはまだまだ子供だものね。叔母様が一緒にお茶を飲んであげるわ。たくさんお話ししましょうね！」

　まるで小学生の子供にでも接するような態度に、オレの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おがブチ切れそうになる。

「お茶をするなら、アレクサンドラも呼んだ方がよくないですか？」

「あの子は使用人が大好きだから、適当に馬丁や庭師と遊んでいるわよ。厨ちゆう房ぼうに行けばお茶が飲めるしね。……ああ、女の子じゃなくてあなたみたいに綺き麗れいな男の子が欲しかったわ」

　その言葉にオレはさらにムカついて、抗こう議ぎしようと口を開き……。

「アキラ！」

　ノックもなしにいきなりドアが開き、大声が部屋に響ひびき渡わたる。

「叔父おじさんが遊びに来たよ！」

　入ってきたのは、やたらと派手なイメージの男の人だった。ウエーブを描きながら額に落ちかかるのは、ヴィヴィアン叔母さんと同じ華はなやかな金髪。前まえ髪がみの間から覗のぞくのはやっぱり華やかな青い瞳。顔はかなり整っているとは思うけれど……どこか線が細いイメージがあって、『ハンサム』とは形容できない気がする。

　スーツはなぜか趣しゆ味みの悪いライラック色。白いシルクのシャツと、紫むらさき色いろをベースにしたアスコットタイ。胸のポケットからも同じ色のポケットチーフが覗いている。背が高いけど……なんだかちょっと軟なん弱じやくな感じ。

「……誰だれなんだ、あの人？」

　オレが思わず小声で呟つぶやくと、エインズワースが小声で、

「あなたの叔父様のジョージ様です。ヴィヴィアン様の弟に当たります」

「ジョージ！　何しにきたのよ？」

　ヴィヴィアン叔母さんが、柳りゆう眉びをつり上げて叫ぶ。オレに向かって突とつ進しんしてこようとしていたジョージ叔父さんは、叔母さんに気づいて怒おこった顔で立ち止まる。

「ヴィヴィアン姉さん！　そっちこそどうしてここにいるんだ？」

「お父様のお気に入りのアキラに、早さつ速そく取り入ろうという魂こん胆たんね？　それともエインズワースを誘ゆう惑わくしに来たの？」

「それは姉さんだろう？　まったく！」

　ジョージ叔父さんは苛いら立だったように足を踏ふみ鳴らし、それからオレの方を振り返る。

「ああ、ごめんごめん、アキラ。見苦しいところを見せてしまったね」

　にこにこ笑いながら駆かけ寄ってくるけれど……なぜか逃にげたいような気分になる。

　……なんでだ？　この人には近寄りたくない感じがするぞ。

「アキラ……さすが、彫刻のようにハンサムだったアルバート兄さんの息子むすこだけはある」

　彼は近づいてきて、湿しめった両手でオレの両頰をぴったりと挟はさむ。たっぷりとつけられているのであろうスパイシー系のコロンが、むわっと強烈に香る。

「感激だ、私にこんなに美しい甥おいがいたなんて。今まで知らなかったのがとても残念だよ」

　まるでキスでもしそうに顔を近づけられて、オレはさらに逃げたくなる。

「こ、こんにちは、ジョージ叔父さん」

　必死で挨あい拶さつをすると、ジョージ叔父さんはうっとりした顔で、

「ああ、美しいだけでなく礼儀正しいいい子なんだな。とても気に入ったよ」

　言って、いきなりオレの額にキスをする。普ふ通つうの軽いキスじゃなくて、やけに強く唇くちびるを押し当てるやり方で……柔やわらかくて湿った唇の感触が、けっこう気持ち悪い。

「気をつけなさい、アキラ」

　ヴィヴィアン叔母おばさんが、意地の悪い声で言う。

「ジョージはゲイで、美青年が大好きなのよ」

「なんだよ、その言い方！」

　ジョージ叔父さんはオレから顔を離はなし、怒った声で言う。

「今時ゲイに偏へん見けんがあるなんて、姉さんは本当に時じ代だい遅おくれだな！　もう年だからかな？」

「まあ！　失礼な！」

　オレは二人のやり取りにうんざりして、助けを求めて横にいるエインズワースを見上げる。エインズワースは、私にもどうしようもない、という顔で目をそらす。

「たしかに私はゲイだ！　会社でも社交界でもカミングアウトしているしね！」

　ジョージ叔父さんはやけくそになったように叫さけぶ。

「だが、私が好きなのは、美青年でなくてエインズワースのような逞たくましい男だ！」

「えっ」

　オレは言葉の意味が一いつ瞬しゆん解わからずに呆ぼう然ぜんとし……それからエインズワースをまた見上げる。

「……おまえ、モテるんだな」

　囁ささやくと、エインズワースはチラリと眉まゆを上げ、それから完全な無表情になる。少しだけ解ってきた。こいつがこんな顔をする時は、執事として許されないような暴言を吐はきたい時だ。

「ああ……エインズワース」

　ジョージ叔父さんは切なげな声で言いながら、エインズワースに歩み寄る。

「私の屋敷の執事になってくれと何度も頼んでいるじゃないか」

　ジョージ叔父さんの手が、上着に包まれたエインズワースの逞しい胸をそっと撫でる。

「父さんとは比べ物にならないくらいの給料を払はらうから。それならいいだろう？」

「お給料ならじゅうぶんにいただいておりますので」

　エインズワースが、無感情な声で言う。ヴィヴィアン叔母さんがおかしそうな声で、

「ジョージ、屋敷に連れ込んでいたあの役者……ロドリゲスだったかしら？　彼はどうするのよ？　彼はエインズワースに嫉しつ妬として、エインズワースを見かけるたびに大おお騒さわぎを……」

「ロドリゲス？　とっくに別れた！　まったく、いつの話をしてるんだよ？」

　ジョージ叔父さんは怒った顔で言い返し、それから別人のような切なげな様子になってエインズワースの顔を見上げる。

「今の私の心にはおまえしかいないんだ、エインズワース。だから、そんなにつれないことを言わないで……」

　……ああ……。

　オレはとても見ていられなくなって思わず目をそらしながら、内心ため息をつく。

　……なんだか、グレゴリ祖父じいさんがものすごく気の毒になってきた……。

「失礼いたします」

　ノックの音がして、ワゴンを押したジョナサンとジェレミーが入ってくる。彼らが押しているワゴンには三段積みになったアフタヌーン・ティー用のケーキディッシュと、大きな赤い薔薇ばらの花が生けられた花か瓶びんが載のっていた。

「お二人がいらしているとお聞きして、パティシエが張り切って焼きました。特製のラズベリー入りスコーンです！」

　ジョナサンが言いながら、窓まど際ぎわのテーブルにお茶の準備を始める。焼きたてらしいスコーンはとても芳かんばしい香かおりを放っていて、ヴィヴィアン叔母さんとジョージ叔父さんは目を輝かがやかせる。

「こちらは咲さいたばかりのバラ、『ビューティフル』です。美しい方々がいらしたのならこれを飾かざらないとと言って、ガーデナーが手ずから切ってくれました」

「まあ！」

「おお！」

　ヴィヴィアン叔母さんとジョージ叔父さんは、どうやら甘いものとバラ、それに美青年に目がないらしい。二人はハンサムなジョナサンとジェレミーにエスコートされ、窓際のテーブルに座らされて、上じよう機き嫌げんだ。

「レディ・ヴィヴィアン、サー・ジョージ。大変残念ですが、私とアキラ様はこれで失礼します。乗馬のレッスンが始まる時間ですので」

　エインズワースが短く言い、オレの背中を押してドアに向かう。

「まあ、アンセル！　行ってしまうの？」

「エインズワース！　本当につれない男だな！」

　寂さびしげに身をよじらせる叔母さんと叔父さんに、ジョナサンが、

「私たちがお相手しますので」

　言って、オレとエインズワースに向かってウインクをしてくれる。ジェレミーはうんざりした顔をして見せるけれど、早く行ってください、というようにうなずいてくれる。

　……すっごい自じ己こ犠ぎ牲せいだ。古いにしえの騎き士しの精神に通じるかも。

　オレは感かん嘆たんしながらうなずき返し、

「申し訳ありません、ヴィヴィアン叔母様、ジョージ叔父様。失礼します」

　慌あわてて礼をして、エインズワースと一いつ緒しよに部屋を出る。ドアを閉めた途と端たんに、廊ろう下かの澄すんだ空気を深呼吸する。声をひそめて、

「……ああ……息が詰つまるかと思った。だって二人ともすごい香こう水すい……」

「……しっ、聞こえますよ」

　エインズワースに囁き返されて、オレは慌てて口をつぐんで耳を澄ます。中からはフットマンの声と楽しげに笑う叔母さんや叔父さんの声が聞こえてきて、オレはホッとする。

「……悪口は、部屋を遠ざかってから。社交界の常識です」

　エインズワースが囁き返してきて、オレは思わず笑ってしまう。

「……わかったよ」

　オレはエインズワースと並んで歩き……部屋から十分に遠ざかったところで彼を見上げる。

「ところで、乗馬のレッスンの予定なんかあったっけ？」

「とっさに言ってしまいました。……が」

　エインズワースはオレをチラリと見下ろして、

「せっかくですから、午後は、ラテン語のレッスンから乗馬のレッスンに切り替かえましょう。多分、アレクサンドラ様も馬場にいると思いますのでご紹しよう介かいします。それに、屋や敷しきの中にいては、いつまたヴィヴィアン様やジョージ様に急きゆう襲しゆうされるかわかりません」

「いいの？　そんなことを言って」

　オレが笑いをこらえながら言うと、エインズワースは平然と肩かたをすくめて、

「使用人がそっと悪口を言うのは、いつの時代でも当然のこと。言われたくないのなら品行方正を心がけることです」

「……ってことは、二人ともあまり品行方正ではないってこと？」

　ついつい聞いてしまうと、エインズワースはコホン、と咳せき払ばらいをして、

「執事である私の口からは、とても言えません」

　鹿しか爪つめらしい口調で言われたその言葉に、オレは思わず笑ってしまう。

「部屋に戻もどりましょう。乗馬服に着き替がえてください。せっかくの機会ですから、屋敷の馬丁と、馬達も紹介します」

「郊こう外がいのマナーハウスなのに馬がいるの？　祖父さんとか、たまにしか来ないんだよね？」

「ええ。ですがグレゴリ様は、たいてい乗馬を楽しまれます。常に準備万ばん端たんにしておくのが使用人の務めですから」

「自分の家の馬か。なんだかすごい世界だよな」

　オレはエインズワースと一緒にエントランスホールに出る。そこにはメイド達が集まり、みんなでおしゃべりしながら楽しげに大理石の床ゆかをぴかぴかに磨みがいているところだった。

　メイド達は、白いレースの襟えりのある黒い長なが袖そでのブラウスを着て、裾すそが少し広がった長いスカートをはいている。その上につけているのは飾り気のない白いエプロン。髪かみは小さくまとめ、シンプルな白いカチューシャみたいなものをつけている。昔の映画で見たことがあるようなクラシカルなイメージだ。

「あっ！」

　オレとエインズワースの姿を見て、メイドの一人が声を上げる。ほかのメイドも目を上げ、オレとエインズワースの姿を見て驚おどろいた顔をする。

「も、申し訳ございませんでした。まだ応接室にいらっしゃるかと……」

　一人が怯おびえた顔で立ち上がるとほかのメイド達も慌てて立ち上がり、オレ達に会え釈しやくをしてから早足で逃にげようとする。

「ちょっと待って、なんで逃げるの？　仕事をしてくれてたんだから、叱しかったりしないよ」

　オレが言うと、メイド達はとても驚いたように立ち止まり、オレを振ふり返る。そして当とう惑わくしたように顔を見合わせている。

「あ、もしかして執しつ事じのエインズワースが口やかましいから怖こわいとか？」

「違ちがいます！　エインズワース様はとてもお優やさしいです！」

　一人が慌てたように叫さけび、それからサッと青ざめて深々と頭を下げる。

「あ……失礼いたしました」

「アキラ様」

　エインズワースがオレを見下ろしながら言う。

「使用人は、空気のような存在でなくてはいけません。主人の前に姿を現さず、万が一出会ってしまったとしても目を合わさずにそっと姿を消す。本来なら言葉を交かわすことなどあり得ません。それが英国貴族の館やかたに古くから伝わる伝統です」

「へ？　だけどおまえは平気でオレとしゃべってるよね？　ジョナサンとジェレミーだって、ヴィヴィアン叔母おばさんと普ふ通つうに話していたし……」

「英国の使用人には厳密な階級があります。執事である私やフットマンであるジョナサン達は上級使用人と呼ばれ、主人やお客様をもてなすことが仕事の一部となります。しかし彼女達のような若いメイドはまだ階級が下なので主人と目を合わせることすら許されません」

「ああ……そういうの、歴史物のテレビドラマで見たことがあるけど……」

　オレは呆ぼう然ぜんとしてしまいながら言う。

「でもそれって、百年も前の話だよね？」

「英国の貴族階級の中では、そのような古い風習が今も色いろ濃こく残っています」

「そうなのか」

　オレはため息をつき、怯えた顔でオレを見つめている四人に目をやる。

「挨あい拶さつがまだだよね。オレはアキラ・アンドウ。よろしく」

　オレが言うと、彼女達はとても驚いた顔で目を丸くする。エインズワースが、

「紹介します。左側からエミリー、アン、スーザン、ローズ。このマナーハウスのハウスメイド達です」

「よろしく。エミリー、アン、スーザン、ローズ」

　オレが話しかけると、四人はとても驚いた顔をし、それから声を揃そろえて「よろしくお願いいたします、マイ・ドミナス」と返事をする。オレは、

「オレがいる間は、影かげみたいに逃げたりしなくていい。どっちかっていうと普通ににっこり笑って挨拶をしてもらえた方が気が楽かな？　オレはただの庶しよ民みんだしね」

　笑いかけると彼女たちはさらに驚いた顔になり……それから揃ってカアッと頰ほおを染める。

「そ、そんなことをしても……よろしいのでしょうか？」

　エミリーが小声で言って、エインズワースの顔を見ている。エインズワースはうなずき、

「ああ。アキラ様がいる間は特別に」

「まあ、それならアキラ様がずっといらっしゃればいいのに！」

　アンが叫び、ほかの三人がたしなめながらもクスクス笑う。エインズワースは苦く笑しようして、

「仕事を続けてくれ。お客様達が部屋から出てこられるまでには終わらせること」

「かしこまりました、ミスター・エインズワース」

　彼女達は口を揃えて言い、スカートを軽く摘つまんで礼をする。オレに微笑ほほえみかけてくれてから、床にしゃがみ込んで仕事を再開する。オレはエインズワースと並んで階段を上りながら、

「本物のメイドさんって、思ってたのと全然違う。日本のメイドさんは、レースがたくさんついたミニスカートのメイド服を着て、『お帰りなさいませ、御主人様』とか言うんだよ」

「メイドがミニスカートを？」

　エインズワースは驚いたように言い、眉まゆ根ねをきつく寄せる。

「英国では、そんな無作法は絶対に許されません。その屋敷の執事は、使用人にどういう教育をしているのでしょうか？」

「ああ……オレが言ってるメイドさんはお屋敷に勤めてるんじゃなくて、カフェでウエイトレスをしてるんだ。オムライスにケチャップでハートのマークを書いたり、ゲームに勝つと一緒に写真に写ってくれたりするんだって。あと、最近では執事がいる執事喫きつ茶さとかも……」

「……メイドや執事が、カフェに？」

　エインズワースが、まったく意味が解わからない、という顔でオレを見返してくる。

「ああ、いや……ともかく、一度でいいからお屋敷に住んで、執事やメイドに『御主人様』と呼ばれてみたいって思ってる人がたくさんいるってこと。英国の貴族のお屋敷なんて、日本の庶民から見るとすごく遠い世界だしね」

「なるほど、理解しました。ですがやはり不思議な風習です。……喫茶店にメイドや執事がいるとは……」

　エインズワースはまだ不思議そうに言う。オレはそれを見て思わず笑い……それからふと叔母さんたちの言っていたことを思い出す。そして、なぜか心がざわめくのを感じる。階段の一番上で、オレは思わず立ち止まる。エインズワースは不思議そうに振り返って、

「どうなさいました？」

「もしかして、ヴィヴィアン叔母さんとかジョージ叔父おじさんから、自分の屋敷の執事になれって前から言われてる？　さっきも二人とそんな話をしてたよね？」

　オレの言葉に、エインズワースは平然とした声で、

「はい。それが何か？」

「その……言いづらいけど、叔母さんも叔父さんも、いやに馴なれ馴れしくおまえに触さわってたよね。あれってもしかして本気で誘ゆう惑わくしてたんじゃないの？」

　オレはすごく気になっていたことを、思い切って口にしてみる。エインズワースは、

「さあ。私には判断しかねます」

　表情を変えないままで言い、そのまま廊ろう下かを歩きだす。オレは慌あわてて彼の後を追いながら、

「ちょっと待てよ！　それって、叔母さんや叔父さんの家の執事になってもいいってこと？」

「もしもグレゴリ様のご命令があれば、そうするしかありません。いつまでも本家の屋敷でグルーム・オブ・チェンバーをさせておくわけにはいかないと言われていますし」

　エインズワースは言い、振り返らないまま廊下をどんどん歩く。オレは彼の長いストライドに遅おくれないように早足になりながら、

「そんなのどう考えてもダメだろう！　おまえ、本当は行きたくないんだろう？」

　エインズワースはふいに立ち止まって振り返る。オレを真っ直すぐに見つめて、

「執事である私に、御主人様を選ぶ権利はありません」

　その言葉に、オレの心がズキリと痛む。

「ねえ。おまえをあの二人の屋や敷しきに行かせないためにはどうしたらいいの？」

　オレの唇くちびるが、勝手に質問を紡つむぎ出す。エインズワースは少し考えてから、

「あなたがフェアフィールド公こう爵しやく家の次期当主としての立場を受け入れ、この屋敷に残ってくださればいい」

　なんだかすごく静かな声で言う。

「そうすれば、私は一生、あなたのそばで執事としてお仕えします」

　オレの心臓が、速い鼓こ動どうを刻み始める。彼のサファイヤ色の瞳ひとみを見ているだけで、何かがおかしくなりそうだ。

　……会ったばかりの執事がどうなろうと、オレには関係ないはずで……。

　でも、エインズワースがあの二人に誘惑されたら、と思うだけで、オレの心はなぜだか激しく揺ゆれる。

　……本当に、どうしたっていうんだろう……？







　　　　アンセル・エインズワース







『あなたがフェアフィールド公爵家の次期当主としての立場を受け入れ、この屋敷に残ってくださればいい。そうすれば、私は一生、あなたのそばで執しつ事じとしてお仕えします』

　私がそう言った時、秋良様はとても苦しげな顔をした。

　……再会して間もないが、彼がとても優しい人に成長しているのは、もうとっくに伝わってきている。なのにあんなふうに困らせるようなことを言うなんて。

　私は内心ため息をつく。

　……私は、どうかしている……。

「乗馬服なんて、生まれて初めてだよ」

　秋良様が鏡に映った自分の姿を見つめながら言う。

「なんか変な感じ。自分じゃないみたい」

　私と秋良様は、秋良様が使っている当主の部屋に戻もどっていた。そして私はクローゼットに用意してあった乗馬服を秋良様のために準備した。

　彼が着ているのは、立ち襟えりの純白のシャツ。ストックタイと呼ばれる太いリボン状のタイを前で交差させ、その上をフェアフィールド家の紋もん章しようのついた純金のタイタックで留めている。

　襟とカフスにベルベットをあしらったワイン色の乗馬ジャケット。腰こしを絞しぼったシンプルなデザインが、バランスの取れた彼のスタイルをますます際きわ立だたせている。

　ほっそりと伸のびた脚あしを包むのは、白の乗馬パンツ、そして膝ひざまでの黒い乗馬ブーツ。

　乗馬服を着た彼は、とても美しく、生まれながらの貴族らしい高貴さをまとっている。

　……やはり彼は、フェアフィールド公爵家の高貴な血を引く方なんだ。

　私は、鏡に映る彼の凜り々りしい乗馬服姿に、思わず見とれてしまいながら思う。

「ええと、あとは？」

　鏡を見ながら手て袋ぶくろをはめていた秋良様が、ふいに振ふり返る。私は、

「あとは、ウインザーキャップと呼ばれる帽ぼう子し型がたのヘルメットと、乗馬鞭むちです。それらは馬丁小屋に置いてあります」

「わかった。行こうか」

　秋良様は言い、先に立ってベッドルームを出て行く。一続きになった専用のリビングを抜ぬけながら、少し不安そうに言う。

「しかし……馬なんて、小さな頃ころに行った動物園でポニーに乗ったきりだよ。本当に、オレに乗馬なんてできるのかなあ？」

　その言葉に、私は胸がズキリと痛むのを感じる。

　小さな頃の彼は、父上のアルバート様の腕うでに抱だかれ、毎日のようにサラブレッドに乗っていた。普ふ段だんは乗馬の訓練をかねて馬場を回るだけだったが、休日には秋子様とシェフが協力して作ったランチバスケットを持ち、アルバート様と秋良様、そして秋子様と私の四人でよく遠乗りに出かけた。草原で馬を休ませながらバスケットを開き、シェフ特製の前菜やサンドイッチ、そして秋子様のお手製のスコーン、レモネードを味わったのを覚えている。秋子様の作るスコーンが大好きだった秋良様が、それを頰ほお張ばりながら可愛かわいらしい顔で微笑む顔を、今でも鮮あざやかに思い出す。しかし……。

　……彼は事故で大好きな父上を亡なくしてしまったこと、そしてその後の記き憶おくが悲しすぎて……きっとすべてを忘れてしまったんだ。

　心に突つき刺ささっている鋭するどい棘とげが、またズキズキと疼うずく。

　……まだ子供だった私は、アルバート様亡き後の秋子様と秋良様がつらい目に遭あわれているとは夢にも思わず、止めることができなかった。

　思うだけで、心が壊こわれてしまいそうだ。

　……せめて、今は、秋良様をすべての悲しいことからお守りしたい……。

　私は、切実に思う。

　……それが執事である私の絶対の使命だ。







　　　　安東秋良







「アビーはその鞭が怖こわいんじゃないかと思うんだ」

　トピアリーの向こうから響ひびいてきた澄すんだ少年の声に、オレは思わず立ち止まる。

　……誰だれだ？　使用人の誰かのお子さんかな？

「それを隠かくしてみたらどうだ？　そうすればおとなしくなる気がするんだが」

　声に混じって聞こえるのは、馬が興奮したように鼻を鳴らす音だ。

　トピアリーの間を歩き抜けると、その向こうには低い塀へいがあり、砂が敷しかれた広々とした馬場になっていた。馬丁らしい若者達を乗せた何頭もの美しい馬が、軽かろやかな蹄ひづめの音をさせながらそこを駆かけ回っている。そして……。

　柵さくのすぐ向こうに、一頭の白い馬がいた。興奮しているその馬の脇わきにはがっしりとした身体からだの馬丁。そして乗っているのは、小学校高学年くらいの小こ柄がらな少年だった。

　少年の華きや奢しやな肩かたを包むのは、スタンドカラーの綿のシャツ。サスペンダーで吊つったベージュの乗馬パンツ、子供ながらに年季が入っていそうな乗馬ブーツ。馬丁達とよく似た格好だから、きっと馬丁の誰かの子供なんだろう。

　小動物みたいに大きな目。ツンと尖とがった鼻。整った顔立ちをしているけれど、鼻筋にはそばかすが散っていて、妙みように愛あい嬌きようがある。肩まであるオレンジがかった赤毛を、後ろで無造作に一つにくくっている。

「何を見てる？」

　少年は不ふ機き嫌げんな声で言う。

「女が馬に乗るのがそんなに珍めずらしいか？」

「へっ」

　オレはその言葉に驚おどろき、それからその子をマジマジと見る。

　……これが、女の子？

「アキラ様、ご紹しよう介かいします」

　エインズワースがオレに向かって言う。

「こちらがレディ・アレクサンドラ。先ほど会われたヴィヴィアン様のお嬢じよう様さまです。来月で十五歳になられます」

　……これがアレクサンドラ？

　オレは生意気そうな少年……じゃなくて少女なのか……を見上げてちょっと呆ぼう然ぜんとする。

　……ヴィヴィアン叔母おばさんとは全然似てない。いや、あの人にそっくりな女の子がいたら面めん倒どうくさそうだから、似てない方がありがたいけど……。

「おまえがアキラか。よろしくな。……ほら、自己紹介はどうした？」

　アレクサンドラは、オレを高こう慢まんそうに見下ろしたまま言う。オレは彼女を睨にらんで、

「馬から降りてくれないか？　そうやって見下ろされながら自己紹介するのはなんか嫌いやだ」

　言うと、彼女はムッとしたようにオレを睨み返してくる。

　……うう、オレ、子供に向かって大人げなかったか？　子供を怒おこらせると面倒そうで……。

「ふうん。変なヤツ。学校でも、屋や敷しきでも、私には誰も逆らえないのに」

　アレクサンドラは言って、身軽な仕草で馬から飛び降りる。地面に降り立つと、彼女の背はオレの鼻くらいまでしかない。それでも強気に睨み上げてくるところが……。

「おまえ、憎にくらしいけどちょっと可愛いな」

　つい言ってしまうと、彼女の目が大きく見開かれ……それからその頰ほおがカアッと赤くなる。　>>>♥

「な、なんなんだそれは？　バカにしてるのか？」

　怒おこったように、ダンダン、と足を踏ふみ鳴らすところが、なんだか本当に小動物みたい。

「いや、そうじゃなくて本当に可愛いよ」

　オレは言い、彼女に右手を差し伸べる。

「オレはアキラ・アンドウ。どうやらおまえの従兄弟いとこに当たるらしい。よろしくな」

　彼女は何かを考えるようにオレの手をしばらく見下ろし……それから小さい手でギュッと握あく手しゆをしてくれる。

「私はアレクサンドラ・フェアフィールド。……グレゴリお祖父じい様からおまえのことは聞いている。次期当主候補として日本から呼ばれたんだろ？」

「そう。ま、面倒くさいし、当主も財産も継つぐ気はないけどね」

　オレが言うと、彼女は驚いたように目を見開く。

「そうなのか？　お母様は、『財産目当てで日本からやってきたどこの馬の骨とも知れない子で、本当にお兄様とアキコさんの子供かどうかも知れたもんじゃない』と言っていたが？」

　正直すぎる言葉に、オレは怒る気にもなれずに思わず失しつ笑しようしてしまう。

「疑いたくなるのもわかるけど、父親はアルバート・フェアフィールド、母親はアキコ・アンドウ。一応この家の血は引いてるみたいだよ」

「じゃあどうして当主の座を継がないなんて言う？　しかも次期当主候補を選ぶための再来週の舞ぶ踏とうパーティーには、おまえも参加すると聞いたが？」

　アレクサンドラはとても不思議そうに聞いてくる。オレは、

「当主とか、財産とか、そんなものには興味がないんだ。オレがここに来たのは、父さんが生まれ育ったこの屋敷を一度でいいから見たかったから。パーティーに参加するのは、一応オレが立派に育ったことを示すため。後こう継けい者しや候補であるオレを日本に連れ帰った母さんのことをよく言わなかった人達もいると思う。でも母さんは日本でちゃんと子供を育て上げたんだってことを証明したい。そうすれば、父さんと母さんへの親孝行にもなるんじゃないかって」

　一気に言ってしまい……それからまだ十四歳の子にはちょっと難しかったかな、と思う。

「ふうん」

　アレクサンドラは言い、オレを見上げてくる。

「親孝行なんだな。私は親に孝行したいと思ったことなど一度もないが」

「そういえば……さっき君のお母さんに会ったよ」

　オレが言うと、彼女の形のいい眉まゆがピクリと上がる。

「午後のお茶にするみたいだった。お菓か子しも用意してあったけど……君はいいの？」

　彼女の顔が不機嫌に曇くもるのを見て、この話題はヤバいのか？　とやっと気づく。

「私はお母様とは違ちがって、まったく興味がない！」

　彼女は、拳こぶしを握にぎり締しめて怒ったように叫さけぶ。

「甘いお菓子にも、バラにも、ハンサムな男にもな！」

　オレは思わず感心してしまいながら、

「へえ、よく見てるな。確かに君のお母さんはその三つが大好きみたいだった」

　言うと、彼女は少し驚いたように、

「おまえもそう思ったか？」

「まあね。だってエインズワースに媚こびまくってたもん」

「だろう？　我が母親ながら本当にあきれるよ」

　生意気な言葉にオレは思わず噴ふき出してしまう。

「あはは、ごめん。でも君とは気が合いそうで……」

「アレクサンドラ」

　木こ陰かげから聞こえてきた声に、アレクサンドラはギクリと身を震ふるわせる。

「またそんな汚きたない格好で馬に乗って。レディなのに、はしたないぞ」

　笑いながらたしなめられて、アレクサンドラはキッと相手を睨みつける。

「ご忠告ありがとうございます、伯父様。でもあたくし、これが気に入っていますの」

　さっきとは打って変わった硬かたい口調で言い、オレに向かって小声で囁ささやく。

「こいつ、わざとらしくて苦手なんだ。……またな」

　踵きびすを返し、そのまま駆け足で逃にげて行く。

「おやおや、怒らせてしまったようだな」

　男性は苦笑し、オレに向き直る。

「もしかして……君がアキラ？」

「あ、はい」

「会いたかったよ。叔父おじさんに顔を見せてくれ」

　彼は言い、オレの顔を覗のぞき込んでくる。

「ああ……兄さんの若い頃ころにそっくりだよ」

　とても懐なつかしそうに言う。オレはドキリとしながら、

「本当ですか？」

「本当だ。……ああ、自己紹介が遅おくれてしまったな。私はスペンサー。おまえのお父さんの弟に当たる。フェアフィールド・コンツェルンのグループ会社の一つで、社長をしているんだ」

　言いながらスマートな仕草で名めい刺し入れを上着のポケットから出し、そこから引き抜ぬいた名刺を一枚オレに渡わたす。

「社長なんて、すごいですね」

「たいしたことはないよ。会社というのはこういう屋敷と同じなんだ。内部で働いている人を幸せにしていけば、おのずと会社も大きくなる」

　……へえ。いいことを言う。さっきの騒さわがしい二人とは大おお違ちがいだ。

　オレは、すごくハンサムで優やさしそうな彼に、好感を持った。

「そういえば、せっかく英国に来たんだから、ロンドン市内の観光はした？」

　彼に言われて、オレはかぶりを振ふる。

「いいえ。勉強ばかりで屋敷から一歩も出ていません」

　オレは言い、エインズワースのことをチラリと睨んでやる。知らない顔で目をそらされるところが……なんだかすごく悔くやしい。

「まあ、君はフェアフィールド公こう爵しやく家の一員で、それだけで英国では超ちようＶＩＰ扱あつかいになる。それだけ危険も多いからね」

「フェアフィールド家の関係者であることは本当なので、一応そういうくくりに入れられるのかもしれませんけど……オレはどう見てもただの日本人観光客。危険なんかないですよ」

　オレが言うと、スペンサー叔父さんはちょっと気の毒そうな顔になる。

「まあ……そういうわけにはいかないだろう。言おうか迷ったのだが……」

　彼は上着のポケットから、畳たたんだ英字の新聞を取り出す。国旗のマークが入っているということは英国の新聞だろう。彼は新聞を広げ、内側の面を開いてみせる。そこにはいくつもの派手な見出しが躍おどり、映画俳優の隠かくし撮どり写真らしき物がいくつも写っている。

「えっ？　『アクション俳優のマイケル・マクガイヤーが女性モデルと不ふ倫りん』？　『ラスト・ロボット・コップ』好きだったのに、ちょっとがっかり……」

「のんきに芸能界のゴシップ記事を見ている場合ではないよ。これを」

　彼は呆あきれたように言い、広げた新聞の反対側の面を指さす。

「ええと……『欧おう州しゆう社交界に激げき震しん！　名門フェアフィールド公爵家の次期当主候補として、一人の美青年が名乗りを上げ……』はあっ？」

　オレは慌あわてて新聞を持ち上げ、記事を注視する。記事の途と中ちゆうには写真が印刷してあり……よく見るとそれは空港でリムジンに乗り込もうとしている祖父さんと、そして……。

「噓うそ！　これ、オレ？」

　ＳＰに守られ、祖父さんにかばわれるようにして、一人の青年が写っている。印刷が粗あらいせいか、うつむきがちなオレの顔はやけに憂うれいを帯びて見え……。

「うわあ、なんでこんな……？」

「横顔だけとはいえかなり鮮せん明めいに写っているから、見る人が見れば、これは君だとすぐにわかるだろうな」

「……ってことは、街とかを一人で歩いたとしたら……？」

「よくて財産目当ての女性達から誘ゆう惑わくされる。悪ければ身の代しろ金目的で誘ゆう拐かいされるだろうな」

　スペンサー叔父さんが言い、オレは震え上がる。彼は優しい口調で、

「だが、私と一いつ緒しよなら安心だよ。ちゃんと守ってあげるからね」

「本当ですか？」

　オレは喜び勇んで言う。叔父さんはにっこり笑ってうなずき、

「ああ。どこに行きたいかな？　ロンドン塔とう？　大英博物館？　それともアンティークマーケットかな？」

「どこも行ってみたいです！」

「それでは、これからすぐに出かけないか？　今からなら大英博物館も……」

「お話し中、失礼いたします、スペンサー様」

　エインズワースが言って、スペンサー叔父さんをやけに冷たい目で見る。

「アキラ様は、これからまだお勉強がありますので」

「えっ、そんな！」

「失礼いたします」

　エインズワースは言い、オレの背中に手をやってさっさと歩きだす。　>>>♥

　……うう、たしかに勉強しなきゃならないだろうけど……。

　オレは情けない気持ちで思い……それからエインズワースがスペンサー叔父さんに対してとてもよそよそしい態度を取っていることに気づく。

　……なんだろう？　慇いん懃ぎんというよりは怒おこっている、みたいな？

　エインズワースはここに来る前は祖父じいさんの屋や敷しきで執しつ事じを務めていたと聞いたから、叔父とも顔見知りのはずだ。なのに、どうしてこんなに反はん抗こう的てきなんだ？

「なんだよ、せっかく観光をするチャンスだったのに……」

　睨にらむオレに、彼は平然と答える。

「グレゴリ様から、あなたから一時も離はなれないようにと言われています。観光なら私が」

「へ？」

「明日、コッツウォルズにご案内しましょう。ロンドン市内の観光も結構ですが、英国を知るにはまず美しい自然を堪たん能のうしていただきたい」

「ああ……観光ガイドで見て、コッツウォルズにも興味があったんだ。けど……」

　……ああ、こんな堅かた苦くるしいエインズワースと一緒に旅行なんかしても、お小言ばかり言われそう。楽しいわけがないってば……。







　　　　アンセル・エインズワース







　私と秋良様はリムジンに乗り込み、ジョージアン・ヴィルから二時間ほどの場所にあるボートン・オン・ザ・ウォーターという小さな村に来ていた。このボートン・オン・ザ・ウォーターは、イングランドの中央部、有名な観光地であるコッツウォルズと呼ばれる丘きゆう陵りよう地ち帯たいの中にある。美しい自然と、昔のまま残された石造りの建物。派手さはないがどこか郷きよう愁しゆうを誘さそうようなコッツウォルズらしい風景は、世界中の人々に愛されている。

「なんだか、すごく可愛かわいいところだね」

　秋良様が、周囲を見み渡わたしながら楽しそうに言う。彼は、スペンサー様とのロンドン観光を邪じや魔まされたのが気に入らなかったのか、それともうるさい教育係である私と来るのが気が進まなかったのか、リムジンに乗る時にはあからさまな仏ぶつ頂ちよう面づらだった。しかし窓の外を流れる美しい景色を見て目を輝かがやかせ、草を食はむ羊や、道の脇わきになったリンゴを見つけては歓かん声せいを上げた。

　今夜宿しゆく泊はくする予定のホテルに荷物を置いた時に、彼はヴァニラアイスクリーム色の麻あさのセーターと白のスラックスに着き替がえた。シンプルな服装だが、並外れて美しい容姿、育ちのよさそうな物もの腰ごし、そしてその麗うるわしい存在感に……道を行く人々が次々に振り返る。

　……こんな人が、日本では警護も連れずに普ふ通つうに暮らしていたなんて。

　私は思い、内心ため息をつく。

　……今までが、きっとただの幸運だったのだろう。こんなに麗しく、こんなに眩まばゆいオーラを放ち、しかも彼はこんなに無防備だ。

　英国のゴシップ専門の新聞に、大だい富ふ豪ごうの次期当主候補として顔写真が載のってしまったことを思い出し、私は暗あん澹たんたる気分になる。

　……これから先、彼が今までと同じように平和に暮らせるとはとても思えない。

　私は、景色を楽しんでいる秋良様を見下ろしながら思う。

　……それならせめて、私がこの手でこの人を守りたい。

「本当に自然も素す敵てきだし……この村って、家の壁かべがすごく綺き麗れいだよね？」

　話しかけられて、私はハッと我に返る。秋良様は家々を見渡しながら、

「光に当たると、なんだかハチミツみたいな色に見えない？」

「これはライムストーンと呼ばれる石で、コッツウォルズの村の特とく徴ちようでもあります。セメントなどを使わず、石を組んだだけの昔ながらの方法で建てられています」

　私が言うと、秋良様は興味深げに近くの家の壁に触ふれて、

「うん、だからちょっとでこぼこしているのかな？　すごく味がある」

　秋良様と私は、ボートン・オン・ザ・ウォーターの中を流れるウィンドラッシュ川の畔ほとりを歩いていた。小川というのが相応ふさわしい浅く小さな流れだが、水は澄すみ切り、可愛らしい鴨かもが何羽も泳いでいて、とても牧歌的な風景だ。

　この静かな観光地で悪目立ちしないよう、身体からだの大きなＳＰを連れて来ることはできるだけ避さけるようにした。私服を着たフットマンの二人と、私服を着たあまり大おお柄がらでないＳＰが四人、少し離れた場所や川の向こう側からさりげなく私達を守ってくれている。

　……これだけの警護ですんでいるのは、ここが見晴らしのいい田舎いなかだからだ。

　私は、ＳＰ達が離れたりしていないことを確かく認にんし、心の中でため息をつく。

　……もう少し時間が経たてばまだしも、秋良様はゴシップ新聞に取り上げられたばかり、しかも次期当主候補を選ぶパーティーの寸前だ。こんな時期に、彼をロンドン市内に連れて行くなどあまりにも無む謀ぼうすぎる。

　秋良様はマナーハウスとは違ちがう環かん境きようが嬉うれしいのか、ここに来てからは、私に敬語をやめるように要求したり（照れたようですぐにやめるように命令したが）、拗すねたり、笑ったりと忙いそがしい。クルクルと変わる彼の表情があまりにも可愛らしくて、いけないとは思いつつ、つい見とれてしまう。

「せっかくコッツウォルズに来たんだから、アフタヌーン・ティーをしたいよ！　昨日はなんだかんだ言って、スコーンを食べ損そこねたし……」

　秋良様が不満そうに言う。

　昨日は、秋良様の様子をうかがうように、次々に来客があった。最初にヴィヴィアン様とジョージ様、そのあとでスペンサー様、最後にアレクサンドラ様というふうに別々にアフタヌーン・ティーを楽しまれたせいで、シェフが焼いた特製のスコーンはすべて来客達の腹に納まってしまった。勉強を終えた秋良様がお茶にする頃ころには、スコーンどころかその材料の小麦粉すら残っていなかった。そのために、秋良様はシェフが慌あわてて焼いたオートミールクッキーを食べただけだ。

「オートミールクッキーも美味おいしかったけど……やっぱりスコーンが……」

　とても心残りだったらしい彼の言葉に、私は思わず微笑ほほえんでしまう。

「わかりました。フットマンやほかのＳＰ達も交えてお茶にしましょう」

　私は襟えり元もとにつけたマイクのスイッチを入れ、全員にそのことを告げる。

『それならおすすめの店があるんですよ。その先の「ボート亭てい」のハイ・ティーは最高ですよ。スコーンも美味しいし、お腹なかもすいたし』

　耳に差し込んだ小型のイヤホンから、ジョナサンの楽しげな声が聞こえる。私は道の前方に可愛らしい白と赤の日よけのある小さなカフェがあることを確認する。

「では、『ボート亭』でハイ・ティーにしよう」

　言って、マイクのスイッチを切る。秋良様に向かって、

「ジョナサンおすすめの『ボート亭』でハイ・ティーにしましょう。フットマン達はお腹がすいているようです」

「ハイ・ティー？　アフタヌーン・ティーじゃなくて？」

　秋良様が不思議そうに聞いてくる。私は、

「アフタヌーン・ティーには、おおまかに分けて四種類のものがあります。よく知られている、紅茶と一いつ緒しよにフィンガーサンドイッチやスコーン、プチケーキを食べるものは、正式には『フル・ティー』と呼ばれます。それにシャンパンをつけた大人のための『ロイヤル・ティー』、紅茶とスコーンだけを食べる一番軽い『クリーム・ティー』、そして『フル・ティー』のメニューに甘くない前菜やミートパイなどのメニューを加えたものが『ハイ・ティー』です」

　先に着いたＳＰが、カフェの可愛らしい扉とびらを私達のために開けている。私達が入ると、お茶には少し早い時間のせいか、意外に広い店内では数組の観光客が静かにお茶をしているだけだった。もう一人のＳＰが店主に言って、テーブルをいくつか用意させている。

　艶つやのある木材の床ゆか、英国風の淡あわい色しき彩さいの壁かべ紙がみ。飴あめ色いろの木材でできたテーブルや椅い子すには繊せん細さいな彫ちよう刻こくがほどこされている。窓辺にはたくさんのハーブやラベンダーの束が吊つるされ、窓の外にはまるでお伽とぎ噺ばなしにでも出てきそうなライムストーンの可愛らしい家々や、妖よう精せいでも住んでいそうなこんもりとした森が見えている。いかにもコッツウォルズらしい風景だ。

「へえ、可愛い店。ジョナサンのお気に入り？」

　テーブルに着いた秋良様が、後から入ってきたジョナサンに言う。彼はちょっと赤くなり、

「私はこの近くの村の出身なんです。ここは祖母や母のお気に入りの店で、昔からよく来ていました。ここのスコーンの味は英国一だと思いますよ」

　慣れた様子の店主が、テーブルの上に次々に皿を運んでくる。

「うわ、すごい！」

　秋良様は、湯気を立てているそれらを見て、目を輝かせている。

　三段積みのケーキスタンドの一段目には、小さなケーキがいくつかとオレンジや苺いちごなどのフルーツ。二段目にはふっくらと焼きあがった小さめのスコーン。バターと手作りらしい素そ朴ぼくな苺ジャム、そしてたっぷりとクロテッド・クリームが添そえられている。一番下に並ぶのは、シンプルなきゅうりのサンドイッチだ。

「うわ、嬉しい。これが本場のスコーンか。この生クリームみたいのはクロテッド・クリームだよね。日本のは味が違ちがうんだって母さんがいつもぼやいてた。日本のはバターみたいに硬かたいけど、英国のはフワフワしてる」

　秋良様はとても嬉しそうな顔でスコーンを割り、バターとジャム、それにクロテッド・クリームをたっぷりと載せて口に運ぶ。うっとりと目を閉じて味わい、それから私を見て目をキラキラと輝かせる。

「すごく美味しい！　コッツウォルズも英国も大好きだよ、オレ！」

　秋良様のはしゃいだ言葉に、フットマンやＳＰ達がいとおしそうに目を細めている。

「とても光栄ですよ、ミスター。お待たせしました」

　店主が笑いながら、さらにいくつかの皿を運んでくる。素朴な皿には、湯気の立つ小型のミートパイやキッシュが載せられ、ガラスの器うつわにはサラダが盛られている。

「なんかすごいゴージャス。しょっぱいものもあるとちょっと嬉しいよね。うん、美味しい」

　秋良様は小型のミートパイを一口食べ、満足そうにうなずいている。

「ハイ・ティーはもともと労働者の間で始まった風習で、午後六時頃、仕事から戻もどった時にお茶と軽い夕食を兼かねてとられたものです。ですが、最近ではメニューの多いアフタヌーン・ティーとして、欧おう州しゆうやアジアのホテルなどで見られます。オペラや観劇の腹ごしらえとして、貴族の方々の間でも流行しているようですね」

「そうなんだあ。実は今まであんまり興味なかったけど……英国っていろいろ素敵だよね」

　秋良様は感動したように言い、紅茶を飲む。

「美味しい紅茶を飲むと……何かを思い出しそうになる。それにこの景色もなんだか懐かしい」

　秋良様が、少し沈んだ声で言う。

「緑が見える場所にテーブルがあって、テーブルクロスの上には、こういうケーキスタンドとか、キラキラした銀のティーポットが並んでる。そんな景色を、すごく見たことがあるような気がするんだ。もしかしてオレは、父さんや母さんと一緒に、午後のお茶をしたことがあるんだろうか？」

　秋良様の顔に、どこか寂さびしそうな表情が浮うかぶ。

「オレ、どうしてそんな大切な思い出を忘れちゃったのかな？」

　私の胸に、熱い感情が湧わき上がる。

　……彼が愛いとおしい、そして、彼を守りたい……。

　……ああ、私は、どうしようもなく、彼に惹ひかれてしまっているかもしれない……。







　　　　安東秋良







　オレ達は美しい景色を楽しみ、美味しい夕食を食べ、今夜の宿である『コールド・ウォーター・イン』にやってきた。ライムストーンでできた外がい壁へき、可愛かわいらしい内装……いかにもコッツウォルズっぽいホテルに泊とまれて、オレはすごく嬉しかった……んだけど……？

「あのさ。荷に解ほどきくらい自分でできる。おまえは自分の部屋に行けば？」

「今夜は私も、この部屋に泊まりますので」

　平然と言われて、オレは驚おどろいてしまう。

「なんで？」

「アキラ様の安全のためです」

　……噓うそをつけ、逐ちく一いち監かん視ししたいだけのくせにっ！

　オレは心の中で叫さけぶけれど……チラリと睨にらまれて何も言えなくなる。

「さて。荷解きをさせていただきます」

　彼は言ってベッドの上に放ほうり出してあったオレのボストンバッグに手をかける。

「ちょ、待てよ！　それ、オレの私物！」

「それが何か？」

　彼は言いながら、平然とファスナーを開けようとする。オレは慌てて駆かけ寄ってベッドに飛び乗り、ボストンバッグを抱かかえ込む。

「同じ部屋に泊まって、さらにつきっきりでお世話されるなんて気き詰づまりだ！　それにおまえだって、せっかくの旅行なのにオレの面めん倒どうばっかり見てたらつまらないだろ？」

「それが私の仕事ですので。……バッグを返していただけますか？　荷解きが進みません」

　言いながらボストンバッグに手を伸のばされ、オレは慌てて叫ぶ。

「おまえに、休きゆう暇かをやる！　今からだ！」

　叫ぶと、彼は驚いたようにチラリと眉まゆを上げる。

「それはどういうことですか？」

「おまえは今から休暇を取れ！　いいと言うまでオレの世話を焼くな！　これは命令だ！」

　叫ぶと、彼は驚いた顔で動きを止める。しばらく黙だまったままオレを見つめ、それからため息をつきながら頭を下げる。

「仰おおせのままに、マイ・ドミナス」

　……やった！

　オレの中に、ものすごい喜びが湧き上がってくる。

「ああ、なんだかちょっと感動した。そういえばオレは御主人様で、おまえは執しつ事じ。一応命令をしてもいいんだよね！」

「…………そうですね」

　やけに長い沈ちん黙もくの後、エインズワースは不ふ愉ゆ快かいそうに言って眉を寄せる。

「なんだよ、その嫌いやそうな顔。せっかく休暇をやったのに」

「厳密に言えば、私の雇やとい主は当主であるサー・グレゴリですが。それに……」

　彼は、さっきオレが脱ぬぎ散らかした上着を眺ながめてさらに嫌そうな顔になる。

「何日も執事の仕事を休んだら、あなたがどんどんだらしなくなってしまいます」

「じゃあ今日一日！　夜の十二時まででいいから！」

「どうしてそんなことにこだわるのですか？」

「だって、執事じゃない素す顔がおのおまえも見てみたいし……」

　オレの唇くちびるから勝手に漏もれた言葉に、彼が驚いたように目を見開く。

　……うわ、何を言ってるんだ、オレ？

「素顔の私に、そんなに興味がありますか？」

　面おも白しろそうに言われて、オレの頰ほおが熱くなる。

「べ、別に興味なんかないけどっ！」

　オレは言い、彼がまだ笑いをこらえるような顔をしていることに気づいて、ムッとする。

「休暇中は敬語を使うな！　オレの世話を焼くな！　観光地でダークスーツはやめろ！　命令だぞっ！」

　エインズワースは呆あきれたような顔でオレを見つめ……それからため息混じりに言う。

「仰せのままに、マイ・ドミナス」

「だから、その執事言葉はやめろって……」

　彼がフッと笑ったことに気づいてオレは言葉を止める。今まで見た彼の笑えみは、すごく皮肉な感じか、じゃなかったらどこか呆れたような……まさにいかにも執事っぽいものだった。だけど、今の彼の顔に浮かんでいるのは……。

　……ああ、なんでドキドキしてるんだ、オレ？

「わかりました。でしたら……少しお待ちください」

　彼はそのサファイヤ色の瞳ひとみでオレを強く見つめたまま、手首に手をやる。オレは思わず目を落とし……そして彼がとても上等そうなベージュのスエードの手て袋ぶくろをゆっくりと脱ぐのを見て、鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　現れたのは、端たん麗れいな彼の容姿に本当に似合った、とても美しい手だった。

　男っぽく張った骨、なめし革がわのような肌はだ、ピアニストのように長い優ゆう雅がな指、使用人らしく完かん璧ぺきに手入れされた清潔な爪つめ。

　……美しいだけじゃなくて、なんだか妙みようにセクシーって言うか……。

　左手の手袋を脱ぎ終わった彼は、今度は右手の手袋を脱ぎ始める。

「これはただの刷り込みなのだと思いますが……幼い頃ころから執事となるための教育を受けてきた私は、手袋をしている間は使用人であることしかできません」

　彼は言いながら、まるで儀ぎ式しきか何かのようにゆっくりと手袋を外していく。

「ですから手袋をしていると、敬語をどうしても崩くずせないのです」

　彼が脱ぎ終わり、左右のそれを揃そろえてスラックスのポケットに入れる。

「じゃあ……脱いだらどうなるんだ？」

　なぜかやけに緊きん張ちようしてしまいながら、オレは聞いてみる。

「今のおまえが、使用人でない素のおまえか？」

「そうだよ、アキラ」

　彼の口から出た言葉に、オレの心臓がドクンと大きく高鳴る。

　……よ、呼び捨て……。

　なぜだか頰が燃え上がりそうに熱くなり、オレは自分で驚いてしまう。

　……なんでこんなに動どう揺ようしてるんだ、オレ？

「どうかした？」

　彼はオレのすぐそばに立ち、いきなり手を伸ばす。彼の指先が頰に触ふれてきて、その指先のサラサラとして滑なめらかな感かん触しよくにドキリとする。

「頰が赤い」

　……あ……こいつの指、気持ちいい……。

　彼の指先が、まるで猫ねこでも撫なでるかのようにオレの頰をそっとくすぐる。オレはやけに優やさしいその動きに陶とう然ぜんとし……それからハッと我に返る。

　……バカ！　イジワル執事に撫でられて、なんでうっとりしてるんだ、オレ？

　オレは自分のことを叱しかり付け、慌あわてて後ろに飛び退すさる。

「べ、別に赤くなんかないっ！　さて、オレ、着き替がえようっと！」

　オレはボストンバッグのファスナーを開き、中からパジャマを取り出す。ネクタイを緩ゆるめ、きっちりと上まで留められてしまっていたボタンを外す。

「ふう。ねえ、先にシャワーを浴びても……」

　オレは言いながら、エインズワースの方を振ふり返る。彼が、いきなり上着を脱ぎ捨てたのを見てそのまま硬こう直ちよくする。

　いつもはストイックなお仕着せに包まれている、その身体からだ。服を着ていてもものすごくスタイルがいいとは思っていたけれど……。

　服を脱いでいる彼の姿から、オレはなぜか目が離はなせなくなってしまう。

　彼は脱いだ上着を近くにある椅い子すの背にかけ、タイの結び目に指を入れて一気に解く。首から外したタイをかけてある上着の上に重ねる。

　両手首のカフリンクスをそれぞれ外し、シャツの前立てのボタンを外して……。

　シャツがはだけ、彼の滑らかな肌がほんの少し見えただけで、オレは慌てて目をそらす。

　……ああ、何やってるんだ、オレ……？

「シャワーが、何？」

　いきなり言われてオレは慌てて顔を上げ……そして彼がシャツを脱ぎ捨て、上半身裸はだかであることに気づく。

「……うわっ」

　オレは真っ赤になってしまいながら、彼に背を向ける。でも、その身体は、目の奥にしっかりと焼きついてしまった。

　なめし革のように滑らかな肌、しっかりとした肩かたと長い腕うで、男らしい胸、少しの緩みもなくギュッと細く引き締しまったウエスト。大げさでない美しい筋肉に覆おおわれた彼の身体は、本当に彫ちよう刻こくのように完璧な美しさを持っていて……。

　……ああ、なんで執事の裸を見ただけで、こんなにドキドキしてるんだよ？

「どうした、アキラ？」

　後ろから聞こえた声が思ったよりもずっと近くて、オレはギクリと身を震ふるわせる。彼の手が、オレの肩にそっと載のせられる。

「……あ……っ」

　肩を包み込む大きな手。シャツ越ごしに伝わる体温が、やけに熱く感じられる。

　……どうしよう、眩暈めまいがしそう……。

「純情なんだな」

　耳元で低く囁ささやいてくる、どこか獰どう猛もうな言葉。

「男の裸を見るのが、そんなに恥はずかしい？」

　彼の甘い息が耳元をくすぐる。その瞬しゆん間かん、オレの中に激しくて甘い電流が走り……。

「やめだやめだーっ！　終わりーっ！」

　オレは叫さけび、彼の手を振り払はらう。壁かべのところまで逃にげ、そこで振り返る。

「やっぱり休暇は別の日にしろ！　今からおまえはオレの執事だっ！　早く服を着ろっ！」

　エインズワースは少し驚おどろいたように目を見開き……それから、その唇に可笑おかしそうな笑みを浮うかべる。シャツを手に取って身につけ、オレを真っ直すぐに見つめる。

「……イエス・マイ・ドミナス」

　言って、妙に丁てい寧ねいに頭を下げる。顔を上げた彼がまだ笑みを浮かべていたことに気づいてオレはムッとする。

「おまえ、オレをバカにしてるだろ」

「バカになどしていません。そう思うのは、あなたにやましいことがあるからですよ」

　平然と言われて、オレはまた頰が熱くなるのを感じる。

　……ああ、さっきから調子が狂くるいっぱなしだ。




　　　　◆




　……こいつ、なんでこんないい香かおりがするんだ……？

　オレは暗がりに寝ね転ころがり、天てん井じようを見つめながら思う。

　……しかも、なんで同じベッドに入ってるんだ？

　身体の片方に感じる、彼の体温。ふんわりと香ってくる香りを感じているだけで、なんだかおかしな気分になりそうで……。

　……ああ、ヤバい……。

　オレは、自分の脚あしの間がしっかりと熱を持ってしまっていることに気づく。

　……ずっと試合で忙いそがしかったし、こっちに来てからもそんな気分じゃなかったし……もしかしてオレ、欲求不満……？

　そっと手を伸のばして、パジャマの上から確かめてみる。オレの屹きつ立りつは、今にも放ちそうなほどに硬かたく反り返っていた。

　……ああ、どうしよう？　このままじゃ……。

「眠ねむれませんか？」

　いきなり話しかけられて、オレはドキリとする。

「いや、眠れないわけじゃなくて……」

　オレの声は、動揺にかすれてしまっている。

「ええと……気にしないで。ちょっとごめん」

　オレは慌ててベッドを下りようとするけれど……。

「……うわっ！」

　かけていた毛布が足に絡からまり、そのまま転びそうになる。

「アキラ様！」

　エインズワースの手が伸びて、オレを後ろからしっかりと抱だき締める。

「どうしました？」

　ふわ、と香ったセクシーな香り。耳元で囁かれて、身体がさらに熱くなる。

「いや、なんでも……っ」

「よろけていますね。それに呼吸も荒あらい。まさか、熱でも……」

　彼がオレの身体を方向転てん換かんさせる。その拍ひよう子しに、彼の手がオレの乳ち首くびをかすめ……。

「……くぅっ！」

　オレはその感触だけで、恥ずかしくも甘い声を上げてしまう。

「どうしました？　もしかして……」

　彼の手が、いきなりオレの身体を滑すべり下りる。

「ダメ……アッ！」

　彼の手が、反り返っているオレの屹立をしっかり包み込んだ。

「あなたのお祖父じい様から、あなたのすべてのお世話をするようにと申し付けられています」

「……あ……」

「気づかなくて、申し訳ありませんでした。まだ若いあなたには……こういうお世話も必要でしたね」

　彼は言ってオレの身体を抱き寄せる。そのままベッドの上に仰あお向むけにされる。彼がオレの下着とパジャマを摑つかみ、そのままゆっくりと膝ひざまで引き下ろす。

「……あ、ダメ……！」

　暗がりとはいえ、恥ずかしい部分を露あらわにするのはとても恥ずかしい。

「……恥ずかしい……下ろすな……っ」

「でも、このままでは下着が汚よごれてしまいます」

　彼の手が、オレの屹立に直じかに触ふれてくる。そのあまりにも強きよう烈れつな感かん触しよくに、オレの腰こしがヒクリと動いてしまう。

「あなたは、とてもこらえ性しようがないようですから」

「……ちが……ああっ！」

「その証しよう拠こに、こんなに蜜みつを漏もらしてしまっています」

　指先で張り詰つめた先せん端たんを刺し激げきされ、オレのスリットから蜜が溢あふれる。

「それに、こんなところまで硬くしている」

　彼のもう片方の手が、オレの尖とがってしまった乳首をそっとくすぐっている。同時に愛あい撫ぶされるあまりの快感に、オレは背中を仰のけ反らせる。

「……んん、ダメ……」

　先端をクチュクチュと刺激され、オレの屹立がさらに反り返り、空気の中でピクピクと震えてしまう。

「とても感じているようだ。イク時は、イクときちんとおっしゃってください」

「そんな恥ずかしいこと……」

「主人であるあなたが、使用人である私の前で恥ずかしがる必要など何もないんですよ」

「……あ、あ……！」

「おっしゃってください。……イキますか？」

　耳元で囁かれて、オレはその美声にも感じて震えてしまう。

「イク……んんー！」

　強く扱しごき上げられ、乳首を激しく弄いじられて、オレは、屹立から欲望の蜜を放ってしまう。

「……ああっ！」

　ビュクッと放った白い欲望の蜜が、エインズワースのパジャマを汚す。彼は肩から胸にかけて散ったオレの蜜を見下ろし……それからオレを見つめたまま身を起こす。

「……ごめん、オレ……我が慢まんできなくて……」

「いいえ」

　エインズワースは手を上げて、汗あせで濡ぬれて額に張り付いたオレの髪かみをそっと撫なでる。それからふいに顔を近づけてきて……。

　……あ……キスするつもりか……？

　オレは思わずキュッと強く目を閉じる。スポーツばかりして恋れん愛あいに疎うとかったオレは、もちろんキスなんかしたことがない。だから少し怖こわいけど……身体からだに残った快感が邪じや魔まをして、逃げることができない。

　……ああ、キス、される……。

「よくできました、アキラ様」

　甘い囁きが、小さな熱い風になってオレの唇くちびるをくすぐる。

「……あ……エインズワース……」

　オレの唇から、かすれた声が漏れた。彼はオレの頰を手でそっと包み込み、そのまま動きを止める。

「キスをしたことは？」

　彼の微かすかな囁ささやきが、唇に触れてくる。オレは何も考えられなくなって、かぶりを振ふる。

「……ない……」

　オレはさらに強く目をつぶり、消え入りそうな声で答える。なぜか解わからないけれど、身体が細かく震ふるえてしまう。エインズワースはそのまま動きを止め……それから小さな声で囁く。

「震えていますね」

　風がふと動き、彼の芳かんばしいコロンがフワリと香る。そしてオレの唇ではなく額に、あたたかなキスが降りて来る。　>>>♥

「怖がらせてしまいました。申し訳ありません、マイ・ドミナス」

　優やさしすぎる囁きが、まるで甘い毒みたいにオレの全身を痺しびれさせる。

　……ああ、どうしてこんなにドキドキするんだろう？







　　　　アンセル・エインズワース







「また足を踏ふんだな！　なんでこんな簡単なステップが踏めないんだよ！」

　アレクサンドラ様の怒おこった声が、大だい舞ぶ踏とう室しつの天てん井じように響ひびく。秋良様が負けずに怒った声で、

「仕方ないだろ！　ワルツなんて初めてなんだから！」

「そんなの言い訳になるかっ！」

　どんなスポーツでもこなすアレクサンドラ様は、ワルツを始めとしたソシアルダンスもすべて得意だった。そのために、私は彼女に秋良様へのワルツの特訓を頼たのんだのだ。

「しかし、どうしておまえが先生なんだよ？」

　秋良様が呆あきれたように言う、アレクサンドラ様が、

「それは私がワルツの名手だからだ。それに、舞踏会では相手がいるだろう？」

　踊おどりながら、秋良様を睨にらみ上げている。

「私が踊らなきゃ、いろいろな女が相手として名乗りを上げるぞ。まずはうちの母親だ」

「ごめん、それだけは無理……」

「うわ、痛いってば！」

　アレクサンドラ様が叫さけび、秋良様の足を思い切り踏み返す。

「痛いっ！」

　私はため息をついてオーディオのリモコンを操作する。舞踏室を満たしていた優ゆう雅がなワルツの調べが、プツリと途と切ぎれる。秋良様がアレクサンドラ様から手を離し、頭を抱かかえる。

「ああ～！　どこが間ま違ちがってるんだよ～！　なんだかもう全然わからなくなってきた～！」

　私と秋良様、そしてアレクサンドラ様は、一グラウン階ドフロアにある大舞踏室にいた。歴代の当主が豪ごう奢しやな舞踏会を開き、欧おう州しゆう中じゆうの王おう侯こう貴き族ぞくが集まったこの部屋。しかし今は、ワルツの特訓の場と化している。

「アキラ様、腰が引けています。ステップが遅おくれるのはそのせいですよ」

　私が言うと、秋良様は驚おどろいたように目を見開く。

「あ……そうなのか？」

　私は彼に歩み寄り、彼の肩かたに両手を置く。

「身体がガチガチです。肩の力を抜ぬいてください。真っ直すぐに立ち、前を見る」

　秋良様は素す直なおに姿勢を正す。私は彼の手を取り、もう片方の手を彼の腰に回す。

「……あっ」

　秋良様が驚いたように小さく声を上げる。

「少しだけ、私がお相手します。私相手なら、腰がひけることもないでしょう」

「うん、なかなか麗うるわしいぞ。踊ってみろ、アキラ」

　アレクサンドラ様が楽しそうに言って、オーディオのリモコンを操作する。大舞踏室の高い天井に、優雅なワルツが響き始める。

「落ち着いて。音楽を聴きいて」

　私は彼の腰を強く抱だき締しめ、その身体を抱いてワルツを踊る。

「……あ……難しいってば……」

「大だい丈じよう夫ぶ。力を抜いて」

　彼の耳元に囁き、彼を抱いたままワルツを踊る。ハチミツにも似た甘い彼の香かおりが、鼻び腔こうをくすぐっている。ふいに、コッツウォルズでの休きゆう暇かが脳のう裏りをよぎり、鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、私は、彼に本当にやられてしまっている。







　　　　安東秋良







　この二週間、オレはこれまでの人生で一度もなかったくらいの勉強をした。ブロークンな発音を直すための英語のレッスン、乗馬、ダンス、哲てつ学がく、帝てい王おう学がく、ラテン語。どれも本当にさわりだけだったけど……少しずつ学んでいくというのがどんなに楽しいかを知ることができたような気がする。

「ついに明日か」

　オレとエインズワースは、オレの部屋のバルコニーでアフタヌーン・ティーにしていた。オレは眼下に広がる広大な緑の丘おか、そしてこんもりとした美しい森を見み渡わたしている。森の向こうにはまるでオモチャみたいに可愛かわいい小さな家々が並び、煙えん突とつからは細く煙けむりが上がっている。村の周囲には緑の麦畑が延々と広がる。丘には長く白い囲いがあり、その中には茶色の何かが点々と見える。あれは村で大切に飼われている牛達。きっと平和に草を食はんでいるに違ちがいない。

「明日のこの時間にはもうパーティーの準備をしているだろう。……ここで、こうしておまえとのんびりお茶をするのも、今日が最後かな」

　オレはミルクティーを飲みながら言い、心の中に冷たい風が吹ふき抜けるのを感じる。

　……ああ、どうしてこんな気分になるんだろう？

「まさか、負ける気なのですか？」

　エインズワースがチラリと眉まゆをつり上げる。オレはかぶりを振って、

「そうじゃない。負ける気はない。けど……勝っても、オレはここには戻もどれないだろ？」

　俺の言葉に、エインズワースはいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。

「どういう意味ですか？」

　そんな顔をしてもエインズワースは本当にハンサムで……オレは彼を見つめ返しながら、また激しい寂せき寥りよう感かんを感じてしまう。

　……まるで、心の真ん中にぽっかりと穴が空いてしまったみたい。できることなら、この楽しい生活が終わらず、ずっとエインズワースや使用人のみんなといられたらいい。でも。

「オレは、父さんと母さんに恥はじをかかせないために、明日のパーティーに参加するだけ。もともと当主の座を継つぐ気はない。だからここに戻ることはできない」

　迷いを振り切るために一気に言うと、エインズワースは彼らしくない呆ぼう然ぜんとした顔で動きを止める。

「アキラ様」

　彼の唇くちびるから、無感情な低い声が漏もれる。

「本当に、そのおつもりなのですか？」

「やっぱり、当主の座はスペンサー叔父おじさんが継ぐべきだと思うよ。彼は優ゆう秀しゆうなビジネスマンだし、この一族のこともよく考えてるみたいだし。日本からちょこっと遊びに来ているだけのオレよりも、ずっとずっと当主として相応ふさわしいと思う」

　エインズワースは、なぜかとても苦しげに眉根を寄せる。

「スペンサー叔父さんは、きちんとした優やさしい人じゃないか。次期当主としてはなんの問題もないだろ？」

「アキラ様」

　エインズワースが低い声でオレの言葉を遮さえぎった。

「たしかにあなたは英国に来たばかりだ。英国社交界のこと、このフェアフィールド公こう爵しやく家のこと……まだ何もお分かりになっていない」

「……え……っ？」

　見上げると、エインズワースはとても厳しい顔で見下ろしていた。

「こんなことを言うのは、執しつ事じのモラルに反することだとわかっています。しかし……」

　エインズワースの青い瞳ひとみの中には、怒りにも似た激しい光がある。

「スペンサー様は、それほど単純な方ではありません。あの方は危険です」

「……エインズワース……」

　彼らしくないその言葉にオレは愕がく然ぜんとし……それから激しい怒りが湧わいてくるのを感じる。

「おまえはとても厳しい執事だった。けれど、そんなふうに本気で人の悪口を言ったりするような人間ではないと思っていた。なのに……！」

　オレは彼を睨みながら椅い子すから立ち上がる。

「……散歩してくる。ついてくるな」

　言い捨てて踵きびすを返し、その場を後にした。チラリと見たエインズワースの顔には、とても複雑な表情が浮うかんでいてオレの心を痛ませたけれど……。

　……エインズワースがあんなにあからさまに、人の悪口を言うなんて……！

　オレは部屋を出て、早足で廊ろう下かを歩きながら激しい怒いかりを覚えていた。

　……叔父さんはすごく親切な人じゃないか！　そんな人の悪口を言うエインズワースを許せない……！

　オレは一階に下り、家族用のダイニングにいた。そこにある電話の受話器を上げ、叔父さんに教えてもらったナンバーを押す。

『……はい。スペンサーだが』

　屋や敷しきの電話かと思って執事が出るんだと思っていたオレは、いきなり叔父さんの声が聞こえてきたことに驚いてしまう。

「あ……あの……秋良です」

『アキラ！』

　叔父さんの声が急に明るくなる。

『どう？　なんとか抜け出せそうかな？　今日中に買い物に行かないと、せっかくのお祝いに間に合わなくなってしまうからね』

　楽しげに言われて、オレの心にあった迷いが消える。

「大丈夫です。でも、どうやって抜け出せばいいのか……」

　オレは少し考える。ショウファーのウィルキンソンに頼たのめばリムジンを出してくれるかもしれないけど……そうしたら絶対にエインズワースの耳に入る。叱しかられるくらいならいいけれど、またあいつの口から人の悪口を聞くのは……。

『ああ……エインズワースに何か言われたんだね？　私はなぜか彼に嫌きらわれているんだ』

　叔父さんが悲しげな声で言い、オレの心がズキリと痛む。

「いえ、きっとただの誤解だと思います。オレが叔父さんと仲良くなれば、きっとエインズワースもわかってくれるはず。誤解もとけると思います」

『アキラ……君は本当にいい子だね。私はエインズワースに嫌われているのがずっとつらかったんだ。誤解が解ければ本当に嬉うれしいよ』

　叔父さんが感動したような声で言い、オレは胸が熱くなるのを感じる。

　……やっぱり、叔父さんはすごくいい人なんだ。

『今から迎むかえに行こう。だが、建物のそばまで行くとエインズワースに知られて叱られてしまうかもしれないな』

「それなら、オレがマナーハウスに続く一本道を下りていきます。散歩だといえば門番も通してくれるだろうし……」

『そうしてくれると助かるよ。それじゃあ、また後で』

　叔父さんは優しい声で言って、電話を切る。オレは受話器を戻しながら、決心をする。

　……なんとか叔父さんと仲良くなって、エインズワースの誤解を解かなくちゃ。

　オレは少し迷い、それから電話の脇わきにあったメモパッドの一枚を切る。置いてあったペンでそこにエインズワースへのメッセージを残す。

『スペンサー叔父さんと買い物に行って来る。心配しなくていい。　　アキラ』

　そう書いて、ダイニングテーブルの上に置く。それからフランス窓を開いて、庭に走り出る。庭を出たオレは、そこここで働いている使用人達の目を避さけるようにしながら、外門のところまでなんとかたどり着いた。屋敷からここまでだいたい二キロくらい、ここのところ運動不足だったオレにはちょうどいい散歩になると思ったけど……。

　……なんだか、コソコソ出てくるのって妙みように後ろめたいんだけど。

　オレは思いながら、大きな糸いと杉すぎの陰かげに隠かくれる。大きな鋳ちゆう鉄てつの門の脇には石造りの立派な門番小屋があって、そこには老門番が二人と、ダークスーツに身を包んだ屈くつ強きようなＳＰが四人、待機していた。客が来る予定がないせいか、彼らは門番小屋の中で紅茶を飲み、世間話に花を咲さかせている。小屋はとても見晴らしのいい場所を選んで建てられていて、そこからは丘の下の方までが見渡せそう。だからわざわざ門の前に立って見張る必要がないんだろう。

　……門番のおじいさん達はともかく……あんなプロ中のプロみたいなＳＰから、どうやって逃にげればいいのか……。

　門番小屋の中にいたＳＰが、ふいに何かに気づいたように立ち上がった。双そう眼がん鏡きようを持って丘の下を見ているところをみると、麓ふもとの方から車が上がって来たんだろう。ＳＰ四人は小屋を出て門の外に出て、車を迎えるために直立不動になる。

　……うわ、やっぱり本格的かも。叱られずに、ちゃんと出られるだろうか？

　道を上がってきたのは、茶色のリムジンだった。それはゆっくりと近づいてきて、門の前で停車する。ＳＰが駆かけ寄ると、リムジンの後部座席の窓がゆっくりと開く。

「やあ、ご苦労様」

　顔を見せたのは、スペンサー叔父さんだった。ＳＰ達は慌あわててお辞じ儀ぎをするけれど、一番身体からだの大きいリーダー格の一人が、一いつ瞬しゆん、どこか不ふ審しんそうな顔をしている。

「サー・スペンサー。大変申し訳ございません」

　彼が身をかがめ、にこやかな顔でスペンサー叔父さんに話しかけている。

「執事のエインズワースから、『アキラ様は明日の準備で忙いそがしいので、今日はどなたも入れないように』と言い付かっているのですが……」

　……うわ、実はそんな仕組みになっていたのか。

　オレはちょっと驚おどろきながら思う。

　……親しん戚せきでも、執事の許可がないと入れないのか？　それだけ警備が厳しいってこと？　それとも……。

　エインズワースの顔を思い出して、オレの心がチクリと痛む。

　……エインズワースは、スペンサー叔父さんをそれだけ警けい戒かいしてるってこと？

「ああ、たしかにそうだろうな。明日は大切なパーティーだし」

　スペンサー叔父さんは笑いながら言う。

「だが、さっきアキラから電話をもらったんだよ。誕生日の前にプレゼントを買って欲しいとせがまれてね」

「アキラ様からですか？」

　ＳＰは少し驚いたように言う。

「失礼ですが、そのようなお話は……」

「それ、本当だよ！」

　オレは叫さけび、隠れていた木の陰かげから慌てて飛び出す。いきなり現れたオレの姿に、ＳＰも門番も驚いた顔をしている。

「アキラ様！」

「明日のパーティーの準備なら、もう終わったよ。夕食まで時間もあるし、少しだけ叔父おじさんと買い物に出かけたいと思ってオレから電話をしたんだ」

「どちらにしろ、警護をつけずにお出かけになることは許可できません。すぐにミスター・エインズワースに連れん絡らくを……」

「ＳＰなら、もちろんいるよ。これなら文句はないだろう？」

　スペンサー叔父さんが言うと、リムジンの後部座席の反対側のドアが開く。中から屈強なＳＰが二人出てきたのを見て、門にいるＳＰが鼻白んだ顔をする。

「わかりました。しかし、念のため……」

　ポケットから携けい帯たい電でん話わを出そうとするＳＰの手を、オレは慌てて握にぎり締しめる。

「ごめん、すぐに戻もどるから。オレ、せっかく英国に来たのにまだ全然ロンドン市内を観光してないんだよ？　コッツウォルズには行ったけど、あとはずっとレッスンで……」

　オレが言うと、ＳＰは急に気の毒そうな顔になる。

「たしかに、そのようですが……」

「だったら、少しだけ見み逃のがして！」

　オレは言って、彼の脇を擦すり抜ぬける。門番小屋を通り抜け、向こう側に続くドアから門の外に出る。そして開いたままのドアから、リムジンの中に滑すべり込んだ。

「そういうわけだから」

　スペンサー叔父さんが窓から言い、ＳＰ達が車内に乗り込んでくる。まるでアンドロイドみたいに屈強な二人に向かい側に座られて……なんだかすごい圧あつ迫ぱく感かんだ。

「ごめん、すぐに戻るよ！」

　オレは言いながら振ふり返り、リアガラスから呆ぼう然ぜんとするＳＰたちに手を振ってみせる。

「なんだか……ちょっと大おお騒さわぎになっちゃいましたね」

　オレが言うと、スペンサー叔父さんはくすくす笑う。

「こういうのも楽しいじゃないか。いつも冷れい徹てつなあのエインズワースを、たまには驚かすのも悪くないだろう」

　なんとなく意地の悪い言葉が、チラリと引っかかる。でも……。

　……叔父さんはすごくいい人なんだ。きっと何かの誤解があるだけなんだ。

　リムジンはなぜかどんどんスピードを上げ、ジョージアン・ヴィルの景色がどんどん後ろに流れて行く。運転もずいぶん乱暴。

　……同じリムジンでも、ショウファーによってずいぶん違ちがうんだな。

　オレは思いながら窓の外の看板を何気なく見上げ……車がロンドン市内とは逆の方向に向かっていることに気づく。

「市内に行くんじゃないんですか？」

　不思議に思いながら聞く。

「それとも、どこか郊こう外がいにお店があるとか？」

　オレは言って叔父の方を振り返り……彼がさっきまでとはまったく違う、何か背筋が寒くなるような顔で笑ったことに気づく。

　……え……？

　オレは彼の顔を見つめたまま、呆然と動きを止める。

　……いったい、どうしたっていうんだ……？

「あのエインズワースがぴったりとそばについているので難しいかと思ったが……まさかこんなに簡単に誘ゆう拐かいできるとはな」

「……誘拐？」

　その言葉に、オレは耳を疑う。無理やりに笑いながら、

「冗じよう談だんですよね？　やめてください……」

「冗談ではないよ」

　彼はオレの言葉を嘲ちよう笑しようするような声で遮さえぎる。オレは、全身からスッと血の気が引いていくのを感じていた。

「……どうして、そんな……？」

　彼はその唇くちびるに酷こく薄はくな笑えみを浮うかべて、

「もちろん、フェアフィールド公こう爵しやく家の当主を継つがせないためだよ。莫ばく大だいな財産と当主としての地位を、おまえのような躾しつけの悪いガキに渡わたせるわけがないだろう？」

　恨うらみを含ふくんだ憎にく々にくしげな口調に、オレは震ふるえ上がる。

「オレは、もともと当主を継ぐ気はありません。前にもそう言いましたよね？　わかってくれたと思ったのに……！」

「そんな話を信用できるか」

　叔父は吐はき捨てるような口調でオレの言葉を遮る。

「フェアフィールド公爵家の財産は莫大なんだ。当主の座をみすみす逃のがす人間がいるわけがない。おまえも、金が欲しいだけなんだろう？」

　オレの脳のう裏りに、エインズワースの顔がよぎる。「あの方は危険です」という彼の言葉が耳に蘇よみがえる。

　……ああ……エインズワースは、スペンサー叔父がこういう人間であることをきっと見破っていたんだ……。

「オレを誘拐して……それからどうするつもりなんですか？」

「当然、私がフェアフィールド家の当主を継ぐ。そうなればすべての実権は父上ではなくて私のものだ。私は、世界を牛ぎゆう耳じれるほどの富と権力を手に入れることになるんだ」

　スペンサー叔父の目の中には、どこか狂きよう気きじみたものがあった。彼はすくんでいるオレを脅おどかすように顔を近づけて、

「私が今考えているのは軍事産業。フェアフィールド家の財産と技術力を結集すれば、たくさんの最新兵器を開発することも可能だ。幸い、仕事で世界中を駆け巡めぐっている間に、いろいろな国の権力者との太いパイプを作ることができたしね」

　その言葉に、オレは愕がく然ぜんとする。

「……そんな……」

「大だい富ふ豪ごうの当主の最大の義務は、先祖から受け継いだ財産をさらに大きくして次世代に残すこと。私が当主になれば、今の莫大な財産を、さらに天文学的に増やすことができる」

　スペンサー叔父の顔に、禍まが々まがしい笑みが浮かぶ。

「フェアフィールド家代々の当主達も、墓の下できっと喜んでくれるだろう」

　……こんな人に、フェアフィールド家の実権を渡したら……。

　オレは彼の顔からどうしても目が離はなせなくなりながら、思う。

　……とんでもないことになる……。

「明日のパーティーに欠席すれば、おまえはそれだけで次期当主候補からは外される。それまで私専用の別べつ荘そうでおとなしくしていてもらおう」

　彼は楽しそうに言う。

「誰だれも知らない場所だ。あのエインズワースでもきっと、おまえを見つけることはできない」

　オレの脳裏に、どこか必死だったグレゴリ祖父じいさんの顔が浮かぶ。優やさしかった母さん、写真で見たことのある父さん、そしてフェアフィールド家のことを本当に大切に思ってくれている忠実な執しつ事じ、エインズワースの顔が次々によぎる。

　……彼らのためにも、フェアフィールド家の当主の座をこんな男に渡すわけにはいかない。

　オレが強く思った時、リムジンが曲がり角に差し掛かかった。かなりのスピードを出していたリムジンが、わずかに速度を落とす。

　……今だ……！

　オレはドアロックを外し、ドアを外側に向かって大きく開け放す。強い風が吹ふき込む中、道どう路ろ脇わきの草原に向けて飛び出して……。

　一いつ瞬しゆん身体からだが浮いた、と思った瞬間、オレの手首が強く摑つかまれ、そのまま乱暴に車内に引き戻される。オレの腕うでを摑んだのは屈くつ強きようなＳＰ達だった。

「くそお、放せよっ！」

　シートの上に仰あお向むけに身体を押しつけられ、オレは本気で暴れる。

「放せってばっ！」

　めちゃくちゃに暴れていたオレの爪つま先さきが、叔父の脇わき腹ばらにヒットした。叔父が呻うめいてその手が緩ゆるんだ瞬間を狙ねらって、オレはもう一度車から飛び降りようとし……。

「クソ！　まるで山やま猫ねこだ！」

　叔父が叫さけび、今度は本気の力でオレの肩かたを摑み、シートに押し倒たおす。

「まったく手間のかかるガキだ！」

　叔父の平手が、オレの頰ほおをパン、と打つ。その容よう赦しやない強さに、一瞬眩暈めまいがする。オレがひるんだ隙すきに、叔父はポケットから小さなガラス瓶びんを取り出す。そしてそれをオレに向け、何かの液体をオレの顔にスプレーした。暴れていたオレは、ツンと鼻を痛ませるその薬品を思い切り吸い込んでしまい……。

「おとなしくしていれば、痛い目に遭あわなくてすむものを」

　叔父が言い、にやりと笑う。何か言い返したいけれど、ひどい眩暈がして、頭が動かない。そのまま、目の前が急激に暗くなってくる。

　まともに座っていられなくなって傾かたむいたオレの身体を、叔父の腕が引き寄せ、抱だき締しめる。

「……美しい顔、しなやかな身体、そして強気な態度……」

　叔父がオレの耳元で、楽しげに囁ささやいてくる。

「……私好みに調教するのが、今から楽しみだ……」

　低くいやらしい声を遠くで聞いたのを最後に……オレの意識がぷっつりと途と絶だえた。







　　　　アンセル・エインズワース







　秋良様の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った私は、彼がまだ幼かったあの頃ころのことを思い出し、つらいため息をつく。

　夫であるアルバート様を突とつ然ぜんの事故で亡なくした秋子様は、このマナーハウスに閉じこもり、激しい悲しみに暮れたが……そんな彼女に近づく者がいた。それがスペンサー様だった。

　最初は義姉あねを心配する義理の弟としてこの屋や敷しきに出入りしていただけだったが、しかし彼はだんだんとその正体を現し始めた。彼の目的は、幼い息子むすこの秋良様に受け継がれるはずの次期当首の座と、莫大な財産、しかし、それだけでなく……。

　あの日のことを思い出すだけで、私の中に激しい怒いかりと凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうが湧わき上がる。

　あるとても寒い冬の夕方。秋子様と幼い秋良様をなんとか慰なぐさめようと学校帰りに屋敷に寄った私は、スペンサー様が、幼い秋良様の服を脱ぬがせようとしているのを見てしまった。場所は家族用のリビング。秋良様はシャツのボタンをいくつも外されていた。一見すると、面めん倒どう見みのいい叔父が甥おいの着き替がえを手伝っているようにも見えたが……リビングのソファに押し倒された秋良様は、何かを感じ取ったのかとても嫌いやがって泣いていて、それをスペンサー様は無理やりに押さえつけ、半ズボンのファスナーに手をかけて……。

　私は何もかも忘れてスペンサー様に飛びかかり、しかしスペンサー様に邪じや魔まをするなと殴なぐられ、暖だん炉ろのそばに倒れて火のついた薪まきに触ふれて腕に火傷やけどを負った。痛がる私を「使用人風情ふぜいが」と見下ろしたスペンサー様の冷れい笑しようは、今でも目に焼きついている。

　騒さわぎを聞きつけて駆かけつけてきた秋子様は、すぐに侍医を呼んでくれたが……着衣の乱れた秋良様と、火傷を負った私、そして芝しば居いじみた様子で慌あわてて見せるスペンサー様を見て、きっと何かを感じ取ったのだと思う。

　彼女が秋良様を連れて日本に発たったのは、それからほんの十日後。病院に見み舞まいに来てくれた秋子様は私の顔を見て泣き、本当の子供のように可愛かわいく思っていたあなたと別れるのはつらい、でも私達はここにはいるべきじゃない、と言った。そしてグレゴリ様がどんなに止めても聞かず、日本に旅立ったのだ。

　とても美しく成長した秋良様を見るスペンサー様の目が、あの時と変わらず野や獣じゆうのように爛らん々らんと輝かがやいていることに、私は気づいていた。秋良様を絶対に守らなくては、そう思った私は秋良様とスペンサー様が二人きりになったりしないようにずっと気をつけていたのだが……。

　……秋良様に、あんなつらい事件を思い出させたくない。だが、すっかり騙だまされてしまっている秋良様に、スペンサー様が危険な人物であることをどう伝えればいいのか……。

　私は立ち上がってため息をつき、それからさっきは大人気なく強く言いすぎた、と思う。

　……散歩に出ると言っていたな……。

　私は思い、彼を探して庭に向かったが……しかし彼の姿は庭にも、馬場にもなかった。

　庭師や馬丁も、そしてフットマン達やメイド達も、秋良様の姿をまったく見ていないと言い……私は何か嫌な予感を覚えていた。

「ミスター・エインズワース！」

　心配して一いつ緒しよに探してくれていたジョナサンが、ダイニングの窓から叫んでいる。

「テーブルの上に、アキラ様からのメッセージが！」

　私は早足でフランス窓に近づき、彼の手からメモを受け取る。

『スペンサー叔父さんと買い物に行って来る。心配しなくていい。　　アキラ』

　書かれていた文字に、私は愕然とする。

　……まさか、そんな……。

　この屋敷のリムジンは、車庫にちゃんとあった。だから秋良様が一人で出かけられるとは思えない。ということは……？

　私は門のところにいるＳＰに電話を掛けようと、ポケットから使用人用の携けい帯たい電でん話わを出す。その瞬間、手の中でそれが振しん動どうした。私はフリップを開いて通話ボタンを押し、耳に当てる。

「エインズワースだ」

『ホーネットです』

　聞こえて来たのはＳＰのチーフの声だった。彼の声は緊きん張ちようと当とう惑わくにかすれている。

『あの、ご報告が……』

「今、電話をしようとしていたところだ。何があった？」

『アキラ様がスペンサー様のリムジンでお出かけになりました。一時間ほど前に』

「一時間？　どうしてすぐに教えてくれなかった？」

『申し訳ありません！』

　ホーネットはとても苦しげな声で、

『アキラ様が、ロンドン観光をしたいから、ミスター・エインズワースには内ない緒しよにしてくれと。しかし、どうしても心配になって……申し訳ありません！』

「わかった。すぐに門に向かう。詳くわしい話はそこで聞く」

　私は言って、電話を切る。

「どうなさったのですか？」

　ジョナサンが、とても心配そうな声で聞いてくる。ジェレミーも庭に下りてきて、

「アキラ様に何か？」

「アキラ様が、サー・スペンサーのリムジンに乗って外出なさった。だが……サー・スペンサーが彼をパーティーまでに無事に帰してくれるとは思えない」

　フットマンとして私の右みぎ腕うでとなって働いてくれている二人は、かなりの事情を知っている。スペンサーがどれほど危険な人物かも、彼らはよく知っている。

「すぐにアキラ様を探さなくてはいけない。協力してくれ」

「では、サー・スペンサーのお屋敷に連れん絡らくをします！　あそこには親しい使用人がいるので、アキラ様が監かん禁きんされているかどうかはすぐにわかります！」

「それなら私はロンドン市警の知り合いに！　市内をパトロール中の警官がアキラ様を見かけていないか調べてもらいます！」

「頼たのむ」

　私が言うと、二人は携帯電話を取り出し、慌てた様子で通話を始める。

　……多分……そんなにわかりやすい場所にはいない……。

　私の中に、とても悪い予感が広がってくる。

　……私は秋良様を無事に取り戻もどすことができるのだろうか……？







　　　　安東秋良







　……いったい、どこなんだ、ここは？

　オレは、眼下に広がる景色を見つめながら絶望的な気持ちで思う。

　……そして、どうやってここから逃にげたらいいんだ？

　緑の草原と美しい森があったジョージアン・ヴィルとは打って変わって、ここはヒースの間からゴツゴツとした白い岩いわ肌はだが突つき出す、寂さびしげな荒あれ地ちだった。血のような夕焼けが荒地を染め、まるで別の世界に来てしまったかのようでとても不安になる。

　オレが今いるここは、どうやら石造りの城の一室らしい。ガラスに頰ほおを押しつけて見下ろすと……ほかの部分はかなり崩くずれ、蔓つる植物に覆おおわれて荒地の草に埋うもれかけているのが解わかる。

　……廃城か……？

　英国というと、つい大都会のロンドンを思い浮うかべるけれど……イングランド島自体は本当に広く、廃城や荒地もたくさんあると聞いたことがある。

　……エインズワース、なかなか戻らないオレを心配しているだろうか？　それともあんな我わが儘ままな主人の面めん倒どうはもう見ていられない、と呆あきれているだろうか？

　彼のことを思ったら、それだけで胸が張り裂さけそうに痛む。

　……まさかこんなところにオレがいるなんて、誰だれも想像できないよな……。

　枯かれた草を大きく波打たせながら、荒地を強い風が吹ふき抜ぬける。今にもこの部屋までが音を立てて崩れそうな気がして……オレは慌ててガラスから顔を離はなし、そしてそのままズルズルと部屋の床ゆかに座り込む。

　……あきらめちゃダメだ、でも……。

　部屋があるのは城の上階で、地面までは五階建てのビルくらいの高さがありそうだ。飛び降りることは絶対に無理だし、なによりも窓のガラスは小さくて、ほんの数センチしか押し開けることができないから、身体からだを押し出すことすら無理だろう。さらに、そこから助けを求めようにも見み渡わたす限かぎりの荒あれた土地には、人家はおろか、まともな道すらないように見える。

　……ここから、いったいどうやって逃げればいいんだろう？

　オレはため息をつき、それからノロノロと立ち上がって部屋の中を調べ始める。

　部屋は石の壁かべと石の床を持つ、ほぼ正方形の形。荒地に面した側に、銃じゆう眼がんのような小さな窓がいくつか開けられ、ほんの五センチくらいだけ押し開けられるようになっている。

　部屋の真ん中に置かれているのは、やけに豪ごう華かな天てん蓋がい付きのベッド。半はん透とう明めいのレースと、重じゆう厚こうなワイン色のベルベットが天蓋から垂らされている。

　オレはベッドを回り込んで歩き、部屋の向こう側にある小さなバーカウンターに歩み寄る。普ふ段だんから誰かがこの部屋を使っていることを示すように、カウンターの上には途と中ちゆうまで減ったスピリッツやリキュール類の瓶びん、そしてシェイカーやクリスタルのグラスが並んでいる。足元にある冷蔵庫らしき扉とびらを開く。中にはシャンパンや白ワインのほかにミネラルウォーターやジュース、さらに高級そうなチーズやクラッカーなどのスナック類と、生のフルーツがたっぷりと入っている。これだけでも数日間は暮らせそうな量だ。

　オレは冷蔵庫を閉め、窓と反対の壁かべ際ぎわにあるやけに現代風なデザインの曇くもりガラスの扉を開く。電気のスイッチを手て探さぐりし、オンにする。中は、ホテルのような造りのトイレ兼けんバスルームになっていた。タイルの床に置かれた猫ねこ脚あしのあるバスタブ、壁に取り付けられた銀色のシャワーヘッド。どう見ても最新式の設備で、ここがごく最近改装されたことを示している。

　オレはバスルームを出て部屋の中を見回し……そして天蓋付きのベッドのこちら側に置かれたサイドテーブルにメモパッドが載のっていることに気づく。オレは慌あわてて駆かけ寄り、それを取り上げて読む。

『パーティーが終わり、さらにほとぼりが冷めるまで、ここでおとなしくしていなさい。いい子にしてさえいれば、危害は加えないよ』

　オレはその言葉と、メモの最後にあるスペンサーというサインに暗あん澹たんたるため息をつく。

　最初は、ただ父さんが生まれ育った場所を見たいだけだった。あのマナーハウスに住んで、もう目的は達成した。だからここで数日間おとなしくして、叔父おじが当主の地位を継ついで解放してくれるのを待つのが一番得策なんだろう。

　スペンサー叔父さんは、たしかに恐おそろしいことで金かね儲もうけをする計画を立てていた。だけど平和な日本に帰って普ふ通つうの暮らしをしてしまえば、戦争とか、軍事兵器とか、きっとそんなのは遠い国の遠い話になる。スペンサー叔父のあの目は普通ではなかったし、自分だけの身の安全を考えれば、おとなしくしているのが一番賢かしこいやり方に決まってる。

　……でも……。

　エインズワースや、グレゴリ祖父じいさん、アレクサンドラ、そして使用人の皆みんなたち。応おう援えんしてくれていた人々のことを考えると、こんなところで負けるなんてすごく悔くやしくなってくる。

　それにもしもオレが逃げたら、世界はどうなるんだ？

　……やっぱりオレは、ここで負けるわけにはいかない！

　オレは思い、それから外に通じるであろう古びた木のドアを調べる。これは昔からあるそのままのものを使っているみたいで、木材はどこかしっとりと湿しめり、古風なドアノブは僅わずかにがたついている。オレはためしにノブを回してみるけれど……ガチャガチャという耳みみ障ざわりな音を立てるばかりでもちろん開きはしない。でも……。

　オレは床にひざまずいて、鍵かぎ穴あなに目を押し当てる。

　……なんか、かなり古風な鍵、これって、なんとか開かないかな？

　オレは部屋を見回し、何かありそうなバーカウンターに駆け寄る。さすがにアイスピックやソムリエナイフはなかったけれど……。

「これ、使えないか？」

　オレが見つけたのはシルバーでできたマドラーだった。薄うすくて洒落しやれたデザインのそれは、鍵穴に入りそう。オレはそれをもってドアのところに戻り、鍵穴に差し込んでみる。

「ううん……素人しろうとにはやっぱり無理か？　でもマグレで開くこともあるかも……」

　オレは、鍵穴に突っ込んだマドラーをメチャクチャに動かしてみる。

　カチャ、という微かすかな音がしてオレは動きを止める。恐る恐るノブを動かしてみると……。

「……うわ、あいてる……」

　オレは信じられない気持ちで、ドアを細く開く。マドラーをポケットに突っ込んで、暗い廊ろう下かに滑すべり出る。耳を澄すませて足音が聞こえないことを確かく認にんし、石でできた廊下を走り出す。

　……ともかく、ここから出よう！　あの部屋からは見えなかったけれど、もしかしたら城の裏側の案外近いところに、民家とかがあるかもしれないし……！

　オレは息を切らしながら走り、なんとか下に下りる階段を探す。でも崩れかけて迷めい路ろみたいになった廊下は暗くてとても長く、走っても走っても、階段には出られなくて……。

「……あ、明るい……！」

　廊下の角の向こう側に明かりが差していることに気づき、オレは速度を上げる。階段があることを期待して角を曲がり……。

　オレの身体が、いきなり誰かの腕うでに捕つかまえられる。オレは息を切らしながら呆ぼう然ぜんと相手の顔を見上げ……。

「……あっ」

　それがスペンサー叔父本人だったことに気づいて、真っ青になる。

「おとなしくしていろと言ったのに、逃げようとするなんて。アキラは本当に悪い子だ」

　彼はオレを見下ろし、その顔ににやりといやらしい笑えみを浮かべる。

「スペンサー叔父さんが、しっかりとお仕置きをしてあげようね」

　オレの背中に、冷たいものが走る。

「は、放せ！」

　彼の手から逃のがれようと暴れるけれど、彼の力は異常なほど強くて、どうしても逃げることができない。オレは彼に腕を摑つかまれ、引きずられてさっきの部屋に連れ戻もどされてしまう。

「暴れるんじゃない、本当に躾しつけのなっていない子供だ」

　彼は言いながらオレを部屋に引きずり込み、ベッドに向かう。

「嫌いやだ、放せ……あっ！」

　強く突き飛ばされ、オレはバランスを崩してベッドの上に倒たおれこむ。

「ああ……なんという強欲な子だろう。そんなに財産が欲しいのか？」

「違ちがう、オレは……！」

　そのままベッドに押し倒されて、肩かたを押さえつけられて……そのとんでもない力にオレは愕がく然ぜんとする。

「それなら簡単だ。この城で私の愛人になればいい」

　彼は気味が悪いほど優やさしい声で言う。

「私が財産を相続したら、いくらでも贅ぜい沢たくをさせてやるぞ」

　言いながらシャツのボタンを外されて、オレは本気で暴れる。

「愛人になりたければ、うんとサービスすることだ。どうせあの執しつ事じから手取り足取りいやらしいことを教わっていたんだろう？」

　その言葉を聞いて、エインズワースとのキスを思い出す。あの時の彼は本当に優しくて、まるで好きだって囁ささやいてくれるみたいで……。

「もうあんな執事のことは忘れなさい」

　彼がいやらしい声で囁き、オレの首筋を舐なめ上げる。

「今日から私がおまえの御主人様だ。私好みに調教して、うんと可愛かわいい奴ど隷れいにしてやろう」

「……う……っ」

「ほら、返事はどうした？　『イエス・マイ・ドミナス』と言ってみなさい、アキラ」

　激しい嫌けん悪おに喘あえぎながら、オレははっきりと悟さとっていた。

　……ああ、オレ、いつの間にか……。

　オレの目から涙なみだが溢あふれる。

　……あの男のこと、こんなに好きになってたんだ。

「そういえば、昔のことを思い出してくれたかな？」

　叔父の言葉に、オレは驚おどろいて目を見開く。

「昔の……こと……？」

「おまえが、まだあのマナーハウスに住んでいた頃ころのことだ」

　叔父の手が、オレのスラックスの前立てのボタンをゆっくりと外す。

「叔父さんとイケナイ遊びをしただろう？　冬の日に、暖だん炉ろの燃えているリビングで」

「……え……？」

　その言葉に、オレの目の前が一いつ瞬しゆん霞かすむ。

　……何かを、思い出しそうな……。

「叔父さんが服を脱ぬがせようとしたら、おまえは可愛く抵てい抗こうした。半ズボンを下ろそうとした時に、まだ学生だったあの男が飛び込んできた」

　……暖炉の火？　服を脱がす……？

　オレの心の奥底から、何かとても恐ろしい記き憶おくが……。

「せっかくおまえと一つになろうとしたのに、あの男が飛び掛かかってきて、邪じや魔まをされてしまった。突つき飛ばしたら暖炉に倒れて火傷やけどを負っていた。私達の秘密の時間を邪魔した罰ばつだな」

　楽しげに言われた言葉に、激しい嫌悪が湧わき上がる。同時に……。

「……あ……っ」

　怖こわくて、つらくて、ずっと封ふうじ込めていた記憶が、一気に蘇よみがえる。父さんの記憶のたくさん残るあの美しいマナーハウス。母を苦しめていた大だい嫌きらいなスペンサー叔父。そして……。

「……エインズワース……！」

　あの時オレを助けに飛び込んで来たのは、本当の兄のように大好きだった若き日のエインズワースだった。彼はオレに乱暴なことをしようとする叔父に勇ゆう敢かんに立ち向かい、そしてオレのために傷を負って……。

「思い出したかな？　あの時の続きをしような、アキラ」

　叔父おじの手が、スラックスの前立てのボタンをもう一つゆっくりと外す。

「こんなに遠くまで来た。今度こそ、邪魔は入らないよ」

　いやらしい声、オレの中に、激しい嫌悪が湧き上がる。

「絶対に嫌だ！」

　オレは必死で手を持ち上げ、叔父の頰ほおを平手で打ちすえる。

「その汚きたない手で、オレに触さわるな！」

　パアン、という大きな音が部屋に響ひびき、叔父の顔がみるみる歪ゆがむ。

「ガキのくせに生意気な！　この身体からだに思い知らせてやる……！」

　叔父がオレに襲おそいかかり、オレのシャツの襟えり元もとを摑む。

「……嫌だ……ああ！」

　ボタンが弾はじけ飛び、オレのシャツが大きく開かれる。叔父は何かに取り憑つかれたような目でオレを見下ろして、

「ああ……白い肌はだ、ピンク色の乳ち首くび……あの時とまったく変わらない」

　いやらしく囁きながら、オレの上に身をかがめてくる。

「こんなにいやらしい身体をして。本当は叔父さんを誘さそっているんだろう？」

　生暖かい息がオレの乳首に触ふれる。オレはあまりの嫌悪に泣きそうになりながら叫さけぶ。

「助けてくれ、エインズワース！」

　パアン！

　大きな音を立てて、部屋のドアが勢いよく開いた。跳はね返ってきたドアを手のひらで止め、そこに立っていたのは……。

「エインズワース！」

　立っていたのは、凜り々りしい制服に身を包んだ、オレの執事……エインズワースだった。

「イエス・マイ・ドミナス」

　エインズワースは答え、それから叔父に鋭するどい視線を向ける。

「……私の主人から、手を放しなさい」

　その迫はく力りよくに叔父が驚いたように息を吞のみ……しかし叔父はいやらしい笑みを浮うかべながら、

「どんなにハンサムだろうと、おまえは使用人に過ぎないじゃないか、エインズワース。おまえがフェアフィールド公こう爵しやく家の人間に逆らえるわけがない」

　叔父は笑いながらオレのスラックスに両手をかける。その言葉にオレは青ざめる。

　……そうだ、どんなに腐くさっていても、叔父はフェアフィールド公爵家の人間で……。

「そこに立ち、私が彼を愛してやるのをおとなしく眺ながめていろ」

　叔父は言い、絶望するオレの首筋に顔を埋うずめようとし……。

「ウグッ！」

　叔父が苦しげにうめいてオレの上から身を起こす。叔父の喉のどには、エインズワースがいつも持ち歩いているソムリエナイフの鋭い切っ先があった。　>>>♥

「私はたしかに執事だ。ですが、今の私の御主人様はアキラ様です」

「わ、わかったから命だけは助けてくれ！」

　エインズワースは、命いのち乞ごいをする叔父を蔑さげすんだような目で見下ろし、ソムリエナイフをポケットに入れる。その瞬しゆん間かん、叔父は獣けもののように彼に飛びかかり……。

　エインズワースの低い声。ガッという鋭い音がして、純白の手て袋ぶくろに包まれたエインズワースの拳こぶしが、叔父の頰に食い込んだ。

「ぐうっ！」

　殴なぐられた叔父は、向こう側の壁かべまで飛ばされ、壁に背中を打ち付けて呻うめき、そのままズルズルと床ゆかに倒れ込む。

「アキラ様を傷つける人間を、私は絶対に許さない」

　彼の目がギラリと光り、彼の唇くちびるが低い声を漏もらす。

　……オレ、とんでもない執事に惚ほれちゃったかも？

「大だい丈じよう夫ぶですか、アキラ様？」

　エインズワースがオレを振ふり返り、オレの服が乱れているのを見て苦しげな顔をする。彼は自分の上着を脱ぎ、オレの肩にそっと着せかけてくれる。

「アキラ様っ！」

「お怪け我がはっ？」

　ジョナサンとジェレミーを始めとする使用人達が、部屋になだれ込んでくる。

「私達は大丈夫だ。それより、彼を」

　エインズワースが倒たおれている叔父を指差し、使用人達は叔父に駆かけ寄り、取り出した縄なわでいっせいに彼の身体を縛しばり上げる。

　オレはやっと深く息をつき、それからハッとしてエインズワースを見上げる。

「だけど……どうしてここが……」

「スペンサー様は、いつでも素行が悪すぎました。彼が誰だれとどんな悪いことをしてきたか、使用人達はよく知っています」

　エインズワースは肩かたをすくめて、

「スペンサー様のお屋や敷しきの使用人達に聞きました。彼が週末になるとどこに出かけ、どんなことをしているか。彼は週末ごとに街で買った男性を連れ、この廃城に来ては秘密のパーティーを開いていたそうです。料理を作らされたシェフも、パーティーの後片付けや掃そう除じをさせられたメイド達も、みんなここのことを知っていましたよ」

　その言葉に、オレは脱だつ力りよくする。

　……叔父はここのことは誰も知らないって言ってたけれど、使用人はその数に入っていなかったのか。

　エインズワースはベッドに座り込んだオレに手を差し伸のべ、セクシーな声で囁く。

「帰りましょう、アキラ様。明日はパーティーですよ」

「うん」

　オレは彼の手を取る。彼はオレの肩を優やさしく抱だき、部屋から連れ出してくれる。

「エインズワース」

　大きくてあたたかい彼の上着からは、彼といる時にいつも香かおってくるとてもいい香りがして……オレはなんだか胸が熱くなる。

「なんでしょう、アキラ様」

「コッツウォルズのホテルでしたことの続き、あれは教えてくれないの？」

　オレが言うと、エインズワースはキュッとオレの肩を引き寄せる。

「イケナイ方だ。私が、必死で忘れようとしているのに……」

「忘れなくていい。それより続きを教えて欲しい」

　オレは頰が熱くなるのを感じながら、囁ささやく。

「それより、あの続きを教えて欲しいんだ」

「わかりました」

　エインズワースがオレの耳に顔を近づけて囁く。

「でも、今夜ではありません」

「どうして？」

　見上げるオレに、彼はとてもセクシーに微笑ほほえむ。

「明日、全力を出すことができたら……ご褒ほう美びとして、すべてを教えて差し上げます」

「それなら……」

　オレは、彼の肩に顔を埋めながら囁く。

「……今夜はオレをしっかりと抱いていてくれないか。オレが眠ねむりに落ちるまで」

「よろマイ・こんプレジで、ヤー、御主マイ・人様ドミナス」

　彼は答え、そして、その逞たくましい腕うででしっかりとオレの肩を抱き寄せたんだ。




　　　　◆




「……あ……」

　たまっていたらしい疲つかれ、激しい快感、そしてとてもあたたかかったエインズワースの腕。オレは夢すら見ないでぐっすりと眠り、そしてゆっくりと目を覚ます。

　裸はだかだったはずのオレは、いつの間にかパジャマを着せられていた。抱き締しめてくれていたはずのエインズワースも、すでにいない。まるで昨夜のことが夢みたいだけど……隣となりに置かれた枕まくらのへこみが、あれは夢ではなかったことを表している。

「……あ……何時……？」

　オレは呟つぶやき、枕元の時計を見ようと寝ね返がえりを打ち……。

「三時半。そろそろ起きてお着き替がえをなさる時間ですよ、アキラ様」

　声がして、オレは少し驚おどろく。顔を上げると、窓まど際ぎわのソファにエインズワースが座っていた。

「……うん」

　オレはベッドを下り、ベッドの脇わきに揃そろえてあったスリッパを履はく。

「準備をしておきます。シャワーをどうぞ」

「わかった」

　オレは急に緊きん張ちようしてしまいながら、シャワールームに向かう。

　……ああ、本当にうまくいくんだろうか……？







　　　　アンセル・エインズワース







「真っ直すぐにお立ちください」

　シャワーから出てきた秋良様を、私は鏡の前に真っ直ぐに立たせる。

　彼の身体からだを覆おおうのは、薄うすいクリーム色のシルクの下着だけ。彼の引き締まったとても美しい身体が、おしげもなくさらされている。

「ボールドウイングカラーのシャツです。襟えりの先の部分がこうして折れ曲がった、燕えん尾び服ふく用ようのものをこう呼びます」

　私は言いながら、彼にシャツを着せかける。両手を袖そでに通し、前身ごろのボタンをゆっくりと留めていく。

「これがテイルコート──燕尾服用のスラックスです」

　私はスラックスをはかせ、彼の前にひざまずいて前立てのボタンを留める。このスラックスは、ファスナーのある部分もボタンで留めるクラシカルな様式だ。私がその部分に触ふれると、秋良様は小さく声を上げる。

「おとなしくして。いつまでもお着替えが終わりません」

　私は言いながら、彼の前立てのボタンを留める。彼の若い屹きつ立りつが少しだけ熱くなっているのを指先で感じて、身体の奥に火が灯りそうになる。

　……いけない。彼はこれから大切なパーティーなのだから。

「基本的にはベルトではなく、サスペンダーを用います。……失礼」

　ウエストに金具を留め、ゴムの部分を彼の肩に回して、スラックスをサスペンダーで吊つる。

「これはイヴニングタイ。燕尾服を着る時には白のボウタイを着けるのがきまりです」

　私は彼のほっそりとした首にタイを巻き、完かん璧ぺきな形の結び目を作る。

「これが燕尾服用のウエストコート──イヴニングベストとも言います。今回はシングル。燕尾服には白い襟付きのものを合わせるのが基本です」

　私は彼にウエストコートを着せ、前に四つ並んだボタンを留めてやる。

「そしてこれがスワロウテイルコート。燕尾服です」

　私は上着を慎しん重ちように持ち上げ、彼の肩に着せかける。前の部分はウエストまでで切れているが、後ろの部分が燕つばめの尾おのように長く垂れている。彼のサイズでオーダーし、仕立てのいいそれは、彼の身体にぴったりと張り付くようだった。彼の美しいスタイルを強調している。

　私は一歩後ろに下がり、彼の姿を眺ながめる。

「どう？」

　どこか不安げな秋良様が、私を見つめて聞いてくる。

「似合ってる？」

　私は黙だまったまま彼の姿を見つめ……それから胸が熱くなるのを感じる。

　……美しい……。

「何も言わないってことは……やっぱりダメ？」

　情けない顔をする秋良様に、私は頭を振ふって見せる。

「いいえ。素す晴ばらしいですよ」

　私が言うと、彼はふわりと頰ほおを染める。

「本当に？」

　とても凜り々りしい雰ふん囲い気きの彼が、こんなふうに頰を染めたところは……本当に可愛かわいらしい。

「ええ。私の御主人様はなんて美しいんだろう、そう思って見とれていました」

　秋良様はさらに頰を染め、それから恥はずかしそうに微笑む。

「お世辞でも嬉うれしいよ。なんかちょっと自信が出てきた」







　　　　安東秋良







　燕尾服に着替えたオレは、エインズワースと二人でリムジンに乗り込んだ。屋や敷しきの使用人のみんなが集まって「頑がん張ばって」と手を振ってくれて……すごく勇気付けられた。

　……父さんと母さんの名めい誉よのためにも、みんなに認められなくては……。

　フェアフィールド公こう爵しやく家の本家は、バッキンガム宮きゆう殿でんにも近い一等地にあった。重じゆう厚こうなジョージアン・ヴィル・ハウスとは違ちがい、優美で壮そう麗れいな建物だった。

　リムジンは、黒と金に彩いろどられ、向かい合う獅し子しのフェアフィールド公爵家の紋もん章しようを掲かかげた門を抜ぬける。そしてリムジンは広い車寄せに滑すべり込んだ。

「ようこそおいでくださいました」

　リムジンから降りたオレを迎むかえてくれたのは、燕尾服に似たお仕着せを着た、にこやかな男性二人だった。一人は銀色に見えるほどの見事な白はく髪はつの七十歳くらい、もう一人は白髪と黒くろ髪かみが混ざり合って綺き麗れいなグレイに見える髪をした五十歳くらいの男性だ。白髪の方は百八十センチくらい、グレイの髪の方も百九十センチ近いのではと思われる長身で、ピシリと背筋を伸のばしてお仕着せを着たところは、ものすごく見み栄ばえがする。

「もしかして……」

「紹しよう介かいします」

　エインズワースは、オレに向かって言う。

「こちらがフェアフィールド本家の家令であるアダムス・エインズワース。そしてこちらが執しつ事じであるジム・エインズワース。私の祖父と父です」

「……うん…似てると思った」

　オレが呆ぼう然ぜんと言うと、エインズワースのお祖父じいさん、家令のアダムスさんがにっこり笑って、

「アキラ様ですね。お噂うわさはかねがね。アンセルは何かご迷めい惑わくをおかけしませんでしたか？」

　優やさしい口調で言ってくれる。エインズワースの父、執事のジムさんも、

「アンセルは少し頑がん固こなところがありますから。少し心配だったのです。しごかれすぎたりはしていませんか？」

　心配そうに言ってくれて……なんだかすごくいい人達って感じ。

「エインズワースは、精せい一いつ杯ぱい勤めてくれています。オレ、彼のおかげで本当に有意義な時間をすごすことができました」

　オレが言うと、二人は揃そろってホッとしたようにため息をつく。

「それならよかった。安心しました」

　アダムスさんが言い、それから、

「パーティーにはほんの少し早いようです。しかしアキラ様用の控ひかえ室をご用意しております。どうぞこちらへ」

　オレ達を先導して、エントランスへの階段を上り始める。

　……ああ、本当に緊きん張ちようする。でも……。

　オレはエインズワースと並んで階段を上がりながら思う。

　……でも、ここで逃にげるわけにはいかない。エインズワースは誇ほこり高い執事。もしもオレが主人に相応ふさわしい人間でなくなったら、きっと一いつ緒しよにはいてくれない。

　アダムスさんが案内してくれたのは、中庭の向こうに大だい舞ぶ踏とう室しつを望める二階の客室だった。

　大舞踏室には燕尾服や華はなやかなドレスを着た人々で溢あふれていた。中庭には華やかな光が漏もれ、遠くからは食器が触れ合う音と、オーケストラの奏かなでる優ゆう雅がな音楽が流れてくる。

「ええと……ああ、スピーチを忘れそう。それにワルツのステップまで忘れそう」

　オレは窓まど際ぎわに立ち、大舞踏室を見下ろしながら、ため息をつく。エインズワースが、

「落ち着いてください。きっと大だい丈じよう夫ぶですよ」

　後ろからそっと両りよう肩かたに手を置かれ、オレの鼓こ動どうがトクンと高鳴る。

　ドアをノックする音が響ひびき、オレは慌あわてて振り返る。

「アレクサンドラ様がご到とう着ちやくです」

　アダムスさんが言ってにっこりと笑い、ドアを内側に大きく開く。入って来た人を見て……思わず呆然としてしまう。

「……アレクサンドラ……？」

「なんなんだよ、その疑問形は？」

　そこに立っていたのは、まごうことなきあのアレクサンドラだったんだけど……。

「びっくりした！　誰だれかと思った！」

　彼女は正式なドレス姿だった。乗馬服でパーティーに出られるわけがないし、ワルツを踊おどるんだから、ドレスは当然といえば当然なんだけど……。

　彼女が着ているのは、ヴァニラアイスクリーム色の絹のドレスだった。首元は若い彼女に似合うあまり肌はだを見せない丸首、袖そでは上品なシフォンのパフスリーブ。スカート部分はふんわりと広がって、裾すそからは真しん珠じゆをあしらった小さなハイヒールの爪つま先さきが見える。デザインはごくシンプルだけど、ドレス全体を純白の繊せん細さいなレースが覆おおっていてすごく豪ごう華か。きっととんでもなく高価な品だろう。少年のようにほっそりとした彼女には、そのドレスはすごく似合っている。彼女の首には小こ粒つぶだけれどすごく綺麗なピンクを帯びた真珠のチョーカー。綺麗な赤い髪をふんわりと結ゆい上げて薄化粧をし、白い絹の長なが手て袋ぶくろをはめた彼女は、まるで……。

「へえ、まるで由ゆい緒しよ正ただしき貴族の家のお嬢じよう様さまみたい」

「なんだその褒ほめ方は！」

　彼女は優雅なドレスに似合わない乱暴な口調で言い、ヒールを踏ふみ鳴らす。

「私は正しよう真しん正しよう銘めい、由緒正しき貴族の家のお嬢様だっ！」

　彼女は叫さけび、それからオレの後ろに控えているエインズワースに目をやる。

「どうかな？　グレゴリ祖父さんが選んでくれたんだけど……」

　言って自分のドレスを見下ろす。

「男っぽい私には、ちょっと可愛すぎないかな？」

　彼女の口調にちょっとだけ照れが混ざっていることに気づき、オレは微笑ほほえましくなる。

　……乱暴者のアレクサンドラも、一応妙みよう齢れいの女性なんだなあ。

「本当によくお似合いです」

　エインズワースが、その端たん麗れいな顔ににっこりと笑えみを浮うかべながら言う。

「いつにも増してとてもお綺麗です、アレクサンドラ様」

　優しい口調で言われたその言葉に、オレの胸がチクリと熱く痛む。

　……うわ、オレ、もしかして嫉しつ妬としてる？

「あはは、まあ、完かん璧ぺきな執事のおまえに褒められても、あんまり現実味がないなあ」

　アレクサンドラはまんざらでもない顔で笑い……それからオレの顔を覗のぞき込んでくる。

「なんだよ、もう一人前に嫉妬か？　ガキのくせに」

「だから！　もうオレは十八歳！　ガキじゃない！　っていうかおまえはまだ十四歳だろ！」

「女性の十四歳はじゅうぶん大人。男の十八歳はまだまだガキだ。ま、そうやってると……」

　アレクサンドラは言いかけて言葉を切り、なぜかオレの全身に視線を滑らせる。

「……ちょっとは、一人前っぽく見えるけど」

「へ？　本当？」

「おまえ、生意気なガキだけど、顔とスタイルだけはめちゃくちゃいいからな。そのスワロウテイル、めちゃくちゃ似合ってる。まるでお伽とぎ噺ばなしの王子様みたいだ」

　アレクサンドラが言い……それから照れたように笑う。

「いや。あまり褒めると、エインズワースが嫉妬するからこのへんでやめておくけどな」

　オレは、恐おそる恐る後ろに控えているエインズワースを振ふり返る。彼は誇り高い完璧な無表情に戻もどってオレを見下ろしてくるけれど……。

　……うわ、なんか目が怖こわい！　もしかしてエインズワース、怒おこってる？　っていうか、本当に嫉妬してる？

「アレクサンドラ様」

　エインズワースが、オレから視線をそらさないままで言う。

「アキラ様が図に乗りますので、そのへんで」

「なんだよ。それ？」

　オレが言い返すと　アレクサンドラが可笑おかしそうな顔で笑う。

「そんなにアキラに夢中なのか、エインズワース。お気に入りのアキラがほかの女とワルツをするのが悔くやしいか？」

　その言葉に今度はオレが笑ってしまう。

「なんだそれ？　そんなわけが……」

「できることなら」

　エインズワースが、オレの言葉を遮さえぎって言う。

「ほかの誰とも踊らせたくありません」

　その口調はやけに無感情で……だけどオレを見下ろしてくる彼の目の奥には、青白い炎ほのおが燃えているように見えて……。

「そりゃあ、本当はオレも、おまえとだけ踊りたいけど……」

「本当に？」

　真っ直すぐに見つめられ、オレの鼓動が不思議なほどに高鳴る。彼のキスや優しい愛あい撫ぶがふいに脳のう裏りをよぎり、身体からだがフワリと熱くなる。

「……うん」

「アキラ様。いい子だ。模も範はん解答ですよ」

「なんなんだ、おまえら？　悲劇の王子様とお姫ひめ様さまじゃあるまいし……」

　アレクサンドラが、呆然とした声で言う。

「さすがの私もちょっとキた。……っていうか！」

　ふと我に返ったように、怒った声になる。

「それじゃあまるで、私が二人の仲を引き裂さく悪者みたいじゃないか！」

「え？　あ……ごめん」

　オレは苦く笑しようしてしまいながら、

「そういう意味じゃなくて。アレクサンドラと踊れるのは心強い。ワルツの名手だし」

「まあな。……ほら」

　アレクサンドラは、手て袋ぶくろに覆われた手を無造作にオレに差し出す。

「へ？」

「へ、じゃない！　ちゃんとエスコートしろ！」

「……エスコートって……？」

　オレが呆ぼう然ぜんとしていると、エインズワースが身を屈かがめ、オレの手を持ち上げる。左手の手のひらにオレの右手をそっと載のせるようにする。横に立ち、オレを見下ろして言う。

「こうです。そして歩く時はこう」

　右手でオレの手を握にぎり、軽く曲げた自分の左ひだり肘ひじと脇わき腹ばらの間に滑すべり込ませる。

「わかりましたか？　できますね？」

　間近で見下ろされて、また鼓動が速くなりそうだ。

「うん……」

　なんとか答えた時、ドアをノックする音が響いた。

「失礼いたします」

　執しつ事じのジムさんが入ってきて、オレとアレクサンドラに言う。

「グレゴリ様が、そろそろおいでになるようにと」

「わ、わかりました」

　オレは答えるけれど、緊張に声がかすれてしまう。アレクサンドラが叱しかるように、

「ここから先はエインズワースはついてきてくれないぞ！　不安そうな顔をするな！」

「わかっているけど……」

　オレは不安になりながら、エインズワースを振り返る。彼は、

「私はもともとここで働いていた人間なので勝手はわかります。大だい舞ぶ踏とう室しつに紛まぎれ込み、あなたを見守っています」

　その言葉が、オレに勇気を与あたえてくれる。

「わかった。見てて。行ってくる」

「いってらっしゃいませ。きっとすべてうまくいきますよ、マイ・ドミナス」

　エインズワースが言って、優ゆう雅がな礼でオレを見送ってくれる。

　……ああ、本当に、何もかもがうまくいくといいんだけど……。




　　　　◆




　暗い控ひかえ室に立ったオレとアレクサンドラの前で、両開きのドアがゆっくりと開く。差し込んでくる眩まばゆい光に、オレは思わず目を細める。

「英国、フェアフィールド公こう爵しやく家より、アキラ様、アレクサンドラ様、ご到とう着ちやくです」

　ドアの内側に立ったフットマンが叫び、大舞踏室中の人が振り返る。

「……行くぞ。笑え」

　アレクサンドラが小さく囁ささやき、突とつ然ぜん、煌きらめくような笑みを浮かべる。

　……うわ、いろいろシニカルなことは言うけれど、さすがお嬢様、けっこう社交的なんじゃないか。

　オレは思い、ちょっと引きつりながらもなんとか笑ってみせる。

「……まあ、なんて綺き麗れいなお二人」

「……あれがアキラ様？　なんて美しい青年かしら」

「……たしかに見てくれはいいが、まだ青二才じゃないか」

　周囲の人々が興味深げに囁き合う声が、いやにはっきりと聞こえてしまう。

　……ああ、落ち着け、オレ！

「やあ、アキラ！　アレクサンドラも！」

　大きな声がして、オレ達は振り返る。凜り々りしい燕えん尾び服ふくに身を包んだグレゴリ祖父じいさんが、オレ達に歩み寄ってくるところだった。

「こんばんは、お祖父様」

　アレクサンドラが言って、祖父さんに手を差し出す。祖父さんは彼女の手を取って、

「どこの国のお姫様が来たのかと思った！　とても綺麗だよ、アレクサンドラ！」

　言って彼女の手の甲こうにキスをする。アレクサンドラはまんざらでもない顔で微笑む。祖父さんは今度はオレの方を見て感動したような顔をする。

「アキラ。よく来てくれたな」

「来いって言ったのあなただけど？」

　オレが言うと、彼はなんだかやけにホッとしたように笑い、

「実は、すっぽかされるのではないかとずっと心配していた。貴族の世界は複雑で面めん倒どうだし、当主であり、大だい富ふ豪ごうである人生は、贅ぜい沢たくをできる喜びよりも背負うものの方がずっと大きい」

「うん。なんとなくわかってきた。でも……」

　オレは大舞踏室の中を見回す。そしてあまり離はなれていない場所、壁かべ際ぎわにあるバーカウンターの中にエインズワースがちゃんと控えていることを確かく認にんする。

「……オレ、この世界がそんなに嫌きらいじゃないみたい」

「そうか、それはよかった」

　祖父さんはとても嬉うれしそうにうなずき、それからオレの全身をじっくりと眺ながめる。

「燕尾服が、とてもよく似合っているぞ、アキラ」

「うん。エインズワースが着せてくれたんだ」

「とても凜々しいよ。まるで、若い頃ころのアルバートが戻って来たかのようだ」

　祖父さんが言って、うっすらと涙なみだぐむ。

「父さんの思い出話、あとでゆっくり聞かせてよ」

　オレが言うと、祖父さんは慌あわてて涙をぬぐって、

「そうだな。今はそれどころではない。自じ慢まんの孫であるおまえ達を、世界中の王族、そして貴族の方々に紹しよう介かいしなくてはいけないからな」

　オレは、挨あい拶さつを待つようにズラリと列になっている偉えらそうな人々を見て、うわ、と思う。ついついエインズワースの方に目をやると、彼は頑がん張ばって、という顔でうなずいてくれる。

　……いや、ここで逃にげちゃいけない。頑張らないと！




　　　　◆




「私は、今までも貧しい子供を救うための慈じ善ぜん活かつ動どうに力を入れてまいりまして……」

　ヴィヴィアン叔母おばさんが、大きな声で招待客達にアピールをしている。今日の叔母さんは気合いの入った真っ赤なドレス。肩かたと腕うでを大だい胆たんに出したデザインだ。ドレスの裾すそは針金やレースで膨ふくらましてあるのか、ほかの招待客の迷めい惑わくになりそうなほどに広がっている。色と言い、形と言い、バラの花を伏ふせたものをスカートにしているみたいで……オレとアレクサンドラはついつい笑ってしまった。

　今回、次期当主候補として指名されていたのは四人。オレと、ヴィヴィアン叔母さん、ジョージ叔父おじさん。本当はそこにスペンサー（呼び捨てにしてやる）もいるはずだったけれど、「急病により」パーティーを欠席している。オレは大おお事ごとにするつもりはないから警察沙ざ汰たにはならないと思うけれど……彼は持っているすべての財産と貴族としての権利を没ぼつ収しゆうされ、取とり締しまり役やくを務めている会社をすべて「急病により」退たい陣じんする予定だ。そして今回のことで奥さんにすべての悪事を知られ、近々離り婚こんされると聞いた。莫ばく大だいな慰い謝しや料りようを請せい求きゆうされるみたいだけれど、もちろんフェアフィールド家からは一銭も出すことはないから、とんでもない額の借金を背負うことになるんだろう。これを機に、人生をやり直してくれるといいんだけど。

「そういえば」

　オレは隣となりにいるアレクサンドラを見下ろしながら言う。

「次期当主候補、どうしてアレクサンドラじゃダメだったのかな？　スペンサーはもちろん、ヴィヴィアン叔母さんも、ジョージ叔父さんも、なんだか全然アテにならなそうだ。それならおまえが一番頼たよりになりそうだけど」

「グレゴリお祖父様の三番目の子供の孫で、しかも女。私はおまえに比べて候補になる順位がずっと低い。それに、小さな頃からずっと家は継つがないと言ってある。夢があるからな」

「夢？」

　オレが聞くと、アレクサンドラはうなずいて、

「私の夢は……本物の白馬の王子様が迎むかえに来て、お城に住む本物のお姫ひめ様になること」

　その言葉に、オレは思わず目を見開く。

「それはすごい夢だ」

「そうだろう？　だから、ワルツは成功させるぞ」

　オーケストラが演奏をやめ、人々がダンスフロアの方に集まり始める。

「わかった。君の夢のためにも頑張ろう」

　オレは言い、彼女の手を取る。道を空けてくれた人々の間を抜ぬけ、フロアの一番真ん中に進み出る。オーケストラが演奏を始めたのは、ヨハン・シュトラウス二世の『美しく青きドナウ』。オレとアレクサンドラが何度も練習を繰くり返した曲だ。ワルツの曲なんて山ほどある。だから全然知らない曲を演奏されたらどうしようかとちょっと心配だったんだけど。

「ラッキーだったな。行くぞ」

「おう」

　オレとアレクサンドラは囁き合い、ワルツのポジションに入る。片手を握にぎり、もう片方の手を彼女の背中に軽く当てる。姿勢を正して、視線を上げてステップを踏ふみ……。

　オレ達は、練習の時の大おお騒さわぎが噓うそのようにスムーズに踊おどり始めることができる。最初は人々の視線を感じて緊きん張ちようしたけれど、だんだん踊るのが楽しくなり、最後は音楽だけしか聞こえなくなって……。

　ワルツを踊るオレ達を、オーケストラ席のそばにいるエインズワースが見守ってくれている。指揮者が彼を振ふり返り、エインズワースが何かを囁いている。

　……ああ、きっと指揮者にこの曲を演奏するように頼たのんでくれたのは彼なんだ。

　オレは踊りながら思わず微笑ほほえんでしまう。

　……きっと次はチャイコフスキーの『花のワルツ』だろう。だって、二番目にたくさん練習した曲だからね。




　　　　◆




『お集まりの皆みな様さま』

　ワルツも終わり、そろそろパーティーも終わりそうな時間。壇だん上じように上ったグレゴリ祖父さんがマイクに向かう。

『ご存じの通り、今日のこのパーティーは、フェアフィールド家の次期当主候補を決めるための審しん査さの場でもありました』

　オレとアレクサンドラの隣に、近づいてきたエインズワースがそっと並ぶ。

『私、そしてフェアフィールド一族の誇ほこりでもある長老会のメンバーは、先ほどまで別室で会議をし、次の当主候補を決定いたしました』

　グレゴリ祖父さんが言葉を切り、会場にざわめきが広がる。ジョージ叔父さんが祈いのるような格好をし、ヴィヴィアン叔母さんがハンカチを握り締しめているのが見える。

　……どうしよう？

　オレは今さらながら不安になってくる。

　……もしもオレが候補から外され、日本に帰ることになったら、エインズワースはあの二人のどちらかの屋や敷しきで執しつ事じとして働くことになってしまう。

　誘ゆう惑わくするようにエインズワースに触ふれていた二人の姿を思い出して、オレの心が痛む。

　……ああ、負けたらどうしよう……？

『次期当主候補は……』

　オレは思わずエインズワースの顔を見上げてしまう。エインズワースは誰だれにも見られないようにそっと、オレの手を握り締めてくれる。

『残念ながら亡なくなってしまった私の長男、アルバートの大切な宝……アキラ・アンドウ』

　オレは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし……それから自分の名前が呼ばれたことにやっと気づく。

「……あ……っ」

　ホッとしたのと、嬉しいのと、でもすごく怖こわいのと……オレは自分の中に湧わき上がる複雑な感情にどうしていいのか解わからなくなる。

「やったな！　これで親孝行ができるな！」

　アレクサンドラは、自分のことのように喜んでくれている。

『アキラ、こちらへ』

　壇上から呼ばれ、オレはエインズワースの顔を見上げる。エインズワースは頑張って来なさい、というようにオレの手をキュッと強く握り、ふわりと放す。

「うん、行って来る」

　オレは人々の間を抜け、階段を上る。そして壇上に立つグレゴリ祖父じいさんの横に並ぶ。

「アキラ。スピーチを」

　言われて、一瞬、緊張のあまり何もかもが吹ふき飛びそうになる。

　……いけない、しっかりしろ、オレ！

　オレは深呼吸をして、マイクの前に立つ。

『アキラ・アンドウです』

　壇の下から、興味深げに見上げてくるたくさんの顔。彼らは本当なら出会うことすらかなわなかったはずの、王族や、貴族や、世界的なＶＩＰや……そう思うと、緊張して言葉が……。

　思わず言葉に詰つまったオレの目に、エインズワースの姿が飛び込んできた。彼はそのサファイヤ色の瞳ひとみでオレを真っ直すぐに見つめ、そしていつでも勇気付けてくれる。

「オレは幼少時代をフェアフィールド家の所有するマナーハウス、『ジョージアン・ヴィル・ハウス』で過ごしました。元気だった父母と一いつ緒しよにです」

　俺の声が、大だい舞ぶ踏とう室しつに響ひびいている。

「でも父母の死がつらすぎて、オレはつい最近までその思い出をすべて忘れてしまっていました。そして平和な日本で平へい凡ぼんに暮らしていくのだと思っていました。今回、祖父から『次期当主候補になるように』と言われた時には、自分には無理だと思い、何度も断ろうとしました。オレは、地位にも、財産にも、興味がありません。だから大だい富ふ豪ごうの当主になることなど重荷でしかなかった。……でも」

　オレは、エインズワースの目に励はげまされるようにして言葉を続ける。

「つい最近、ある事件がきっかけでオレはすべてを思い出しました。幼少時代をすごした英国がどんなに素す晴ばらしい場所だったか、母が英国での暮らしをどんなに大切にしていたか、そして父がどんなにフェアフィールド家を愛していたか」

　そばに立つグレゴリ祖父さんが、昔を思い出したのか涙なみだぐんでいる。

「当主になり、権力を持つことは、同時にそれと同じだけのとても重い責任を担になうということだと思います。フェアフィールド家のために働きたい。だけどオレは、その重荷を背負うことがとても恐おそろしかった。でも……ある人が、オレに勇気をくれました」

　オレはエインズワースの端たん麗れいな顔を見下ろして言葉を続ける。

「だからオレは、その重荷を背負い、フェアフィールド家次期当主として生きていこうと思います。オレの故郷だったジョージアン・ヴィルの自然を守り、美しい英国のために働き、世界のために何かをしていきたい。オレはまだまだ何も知りません。だからたくさんの勉強をして、いつかはきっとグレゴリお祖父様のような立派な当主になります」

　オレは壇の下から見守ってくれている人々の顔を見回し、それから頭を下げる。

「グレゴリお祖父様を始めとする歴代の当主達に恥はじないよう、頑がん張ばります。これからもあたたかく見守っていただけると嬉うれしいです。よろしくお願いいたします」　>>>♥

　周囲が一瞬静まり返る。そして……最初に手を叩たたいてくれたのは、エインズワースだった。それにハッとしたように拍はく手しゆが広がり、最後には大舞踏室は万ばん雷らいの拍手に包まれる。

「よく言ってくれた、アキラ。無理を言ってでもおまえを呼び寄せてよかった」

　グレゴリ祖父さんが、オレの肩かたを抱だき締める。そしてそのまま壇上から下りる。オレと祖父さんを、エインズワースとアレクサンドラ、そして家令のアダムスさんと、執事のジムさんが迎えてくれる。

「お疲つかれ様でした。立派でしたよ」

　エインズワースに言われて……オレはあまりの安あん堵どにふと眩暈めまいを覚える。

「うわ、ホッとしたのか、なんだかくらくらするぞ」

「お疲れになったのでしょう。控ひかえ室に飲み物が準備してありますので」

　アダムスさんが言って、オレ達を舞踏室のすぐそばにある控え室に連れて行ってくれる。オレは控え室でエインズワースに上着を脱ぬがされ、ネクタイを緩ゆるめられていた。

「緊張が解けて、代わりに昨日の疲れが一気に出てしまったのでしょう」

　エインズワースはソファに座ったオレの頰ほおを、冷たいタオルで冷やしてくれながら言う。

「ありがとう。でも、もうだいぶ直った。慣れない燕えん尾び服ふくのせいかも」

　オレが言うと、グレゴリ祖父さんは優やさしい顔で笑って、

「おまえは本当によく頑張った。努力家であるだけでなく、向上心と、何よりも澄すんだ心を持っている。これからのフェアフィールド公こう爵しやく家に必要なのはおまえのような人材だよ」

　祖父さんの言葉に、オレはちょっと感動する。

「おまえは賢かしこい子だ。だからきっと想像できるだろう。……世界的な企き業ぎようを動かし、有数の大富豪として生きるのがどんなに大変か」

　祖父さんの言葉に、オレは少し考え……それからうなずく。

「想像できるよ。今はまだ実感が湧かないけれど、すぐにそれはオレの肩にのしかかって来るんだと思う。でも……」

　オレは祖父さんの顔を真っ直ぐに見返して、

「それが父さんと母さん、そしてあなたの望みなら、オレがかなえてあげられればと思う」

「よく言ってくれた」

　祖父さんは言い、オレの両りよう肩かたに手を置く。

「おまえならきっと、いい当主になれる」

　両肩に置かれた手の重みに、オレはこれからの人生の重みを感じる。だけど……。

「ありがとう。……だけど、一つだけ条件があるんだ」

　オレが言うと、祖父さんは驚おどろいた顔をし、それから相好を崩くずす。

「ああ、もちろんなんでもいいなさい。おまえは次期当主だ。おまえが望めば、どんな贅ぜい沢たくなものでも手に入るんだよ」

「うん、かなり贅沢かな？　執事が欲しいんだ。できればこのうえなく優ゆう秀しゆうな」

　オレが言うと、祖父さんはホッとしたように相好を崩して、

「なんだ、そんなことか。それなら本家のハウス・スチュワードであるアダムスを、おまえの屋敷にやろう。彼ならずっと私とともに過ごしてきて経営にもすっかり詳くわしくなった。実務に関してもいろいろと相談に乗ってくれるだろうし……」

「そうじゃなくて」

　オレは言って、すぐそばに控えているエインズワースを振ふり返る。エインズワースは端麗な人形のような完かん璧ぺきで無感情な顔で視線をそらしていたけれど……その口元にはどこか苦しげな色が浮うかんでいる。

「執事は彼がいい」

　オレが言うと、彼はハッとしたようにオレの顔を見返してくる。オレは彼に微笑ほほえみかけて、

「彼を、オレの屋敷の執事に正式に任命してくれる？」

　エインズワースが、完璧な執事である彼らしくない、とても驚いた顔でオレを見つめる。

「……アキラ様……」

　彼の唇くちびるから呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきが漏もれた。祖父さんが、

「たしかにアンセルはいい執事だ。だがまだ若い。実務経験なら……」

「アドバイスはもちろん聞きにいくよ。でもオレは」

　オレはエインズワースを真っ直ぐに見上げながら言う。

「彼といたい。たしかにアンセル・エインズワースはイジワルだし、意外に気が荒あらいし、ご主人にお仕置きばかりする未熟者かもしれない。もしかして、執事としてはまだまだなのかもしれないよ。けど……オレは彼と一緒に人生を歩んでいきたい」

　オレが言うと、彼の目が微かすかに見開かれる。蠟ろう燭そくの光を反射したその瞳はまるで世界一高価な宝石みたいで……オレは鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

　……オレ、こんなに彼を愛してる。だから彼のすべてが欲しい。

　それはオレの中に湧き上がった、本当に純じゆん粋すいな欲望だった。

　……彼を、自分だけの執事にしたい。ほかの誰だれにも、仕えさせたくない。

「オレはこれから一生、勉強と努力を続けなくちゃいけないんだと思う。それは日本で暢のん気きに暮らしていたオレにしてはすごく大変なことなんだけど……それでもオレ……彼がかしずくのに相応ふさわしい立派な男になりたいんだ」

「おまえはどう思う、アンセル？」

　祖父じいさんが言い、エインズワースの方を向く。

「おまえの正直な意見を聞かせてくれ」

　祖父さんの言葉に、オレはドキリとする。

　……そうだ、これは彼にとっても一生の問題になる。もしもエインズワースが望まなければ、祖父さんはきっと彼をオレの執事にすることは許さないだろう。

　思ったらなんだか少し怖こわくなる。

　……彼は、オレを優しく奪うばってくれた。愛している、一生愛し続ける、と囁ささやいてくれた。だからオレ達は恋こい人びと同士としては悪くないんじゃないかと思う。だけど……。

　エインズワースに叱しかられてきた、いろいろなことが脳のう裏りをよぎる。ヤバいことばかりが頭を駆かけ巡めぐって、ゆっくり血の気が引いてしまう。

　……主人としてのオレって、いいとこなしかも！　プロフェッショナルに徹てつしている彼からしたら、耐たえ難がたいヤツだったかも！

「アンセル？　おまえはどう思う？」

　祖父さんが、エインズワースの名前を呼ぶ。その声はとても優しくて……そういえばエインズワースが子供の時から祖父さんは彼を知っているんだな、と思う。

　……ずっと信しん頼らいしてきたハウス・スチュワードと、執事の血けつ縁えん、そしてほんの小さな頃ころから成長を見守ってきた。だから祖父さんにとっては、もしかしたら本当の孫と同じくらい大切な存在なのかもしれない。

「私は若じやく輩はい者もので、執事としてはまだまだ未熟だと思います。そんな自分が次期当主であるアキラ様に従うのに相応しいのか、正直、わかりません」

　エインズワースが言いかけて言葉を切り、それからオレを真っ直すぐに見つめる。

「でも、私は一生をかけて、アキラ様に尽つくしたいと思っています」

「それならもう何も文句はない」

　グレゴリ祖父さんが言い、アダムスさんとジムさんを振り返る。

「アンセルはアキラの屋や敷しきにやる。文句はないな？」

「イエス・ヒズ・グレイス」

　二人は声を揃そろえて言う。アダムスさんがオレに、

「まだまだ未熟な孫ですが、よろしくお願いします、アキラ様」

「うん。大切にする」

　オレは答え、エインズワースを見上げる。

「いいな、エインズワース？」

「イエス・マイ・ドミナス」

　エインズワースはとても優しい声で答えてくれる。

「あ～あ。なんだかうらやましくなった。……そうだ！」

　アレクサンドラが言って、グレゴリ祖父さんに駆け寄る。

「今日のパーティーには王室関係者も来ているよね？　王子様も来ている？」

「ああ……それでしたら……」

　アダムスさんが、思い出したように言う。

「ラスニア皇国の皇太子様と、サウジ・ナルダンの首領のご子息が……」

「紹しよう介かいしてくれ、お祖父様！　本物の王子様とワルツを踊おどりたい！」

　アレクサンドラが言い、それからオレを振り返る。

「おまえのワルツも、なかなか悪くなかったぞ！」

「どうもありがとう」

　オレは笑い、賑にぎやかに出て行く彼らを見送る。

「私達も帰りましょうか、アキラ様」

　エインズワースの言葉に、少しドキリとする。

「教育の仕上げが……まだ終わっていませんよ」

　彼の青い瞳ひとみが煌きらめいて、オレは何もかも忘れそうになる。

　……ああ、見つめられるだけで、身体からだも心も溶とけてしまいそうだ……。




　　　　◆




「教育の仕上げって？」

　横よこ抱だきにされて自分のベッドルームに帰ったオレは、ベッドの上に座ったままエインズワースに聞く。彼はいつものクールな顔のまま、

「グレゴリ様に『アキラを立派な大人にしてやって欲しい』と頼たのまれています。どこまでとは具体的にお聞きしていませんが」

　彼のブルーの瞳がまたセクシーに煌めく。

「あなたは本当に頑がん張ばりました。ダンスも、テーブルマナーもよくマスターした。でも私にはまだ、あなたが完全に大人になったとは思えないのです」

「あとは何が足りない？　もしかして、旅行の夜にしたことの続き？」

「ええ、そうです」

　答えられてオレの身体が熱くなる。

「お許しをいただければ、あなたに足りない知識を、私がすべて教えて差し上げます」

　囁かれ、見つめられて、オレは湧わき上がる欲望に眩暈めまいを覚える。

「……許す。すべてを教えてくれ」

「イエス・マイ・ドミナス。でも、まずは……」

　彼の瞳が、なんだかすごくイジワルに煌めく。

「身体を洗って差し上げます。ワルツをたくさん踊って汗あせをかいたでしょう？」

　……こいつ、絶対に、苛いじめるために焦じらしてる……！




　　　　◆




　すべての服を脱ぬぎ、バスタブにたっぷりと張られたお湯につかる。オレの身体があたたまった頃、バスルームのドアが開いた。上着と手て袋ぶくろを脱いだだけのエインズワースがそこに立っていて……オレは緊きん張ちようで身体が熱くなるのを感じる。

「……そろそろあたたまったでしょう。バスタブから出て、タイルの上に立ってください」

　エインズワースが、オレに甘く命令する。オレはとても恥はずかしいのを我が慢まんして、お湯から上がる。今日はバスバブルを入れていないから、オレの身体を隠かくす物は何もない。オレはバスタブから出て、タイルの上に立つ。ひざまずいたエインズワースの目の前に、ちょうどオレの屹きつ立りつがあって……ものすごく恥ずかしい。

「……あ……」

　思わず隠そうとしたオレの右手を、彼の手がしっかりと握にぎり締しめて止める。

「私はあなたの執事です。何も恥ずかしがる必要はないんですよ」

　彼が言いながら、泡をたっぷりと立てた海綿で、オレの膝ひざの上をそっと擦こする。

「本当にお疲つかれさまでした。お疲れになったでしょう？」

　言いながら、ゆっくりと腿ももを擦り上げている。右みぎ脚あし、そして左脚。柔やわらかな海綿の感かん触しよくと豊かな泡が、オレの肌はだの上を滑すべっている。海綿で腿の付け根のあたりを撫なでられると……なんだかおかしくなりそうだ。

「オレはもう十八歳だ。子供じゃないんだ。だからあのくらいのこと……」

　強がって言おうとするけれど、声がかすれてしまう。

「……別に、なんてことないし……」

「それは頼もしいですね。……脚を開いてください」

「えっ？」

　思わず腿に力を入れて脚を閉じてしまうオレを、彼が見上げてくる。

「もう子供ではないんでしょう？　そんなことをされたら腿の内側が洗えません」

　しっかりと閉じた両腿の境目を、彼の持った海綿がゆっくりと上下に滑る。あとほんの数センチで、彼の手が屹立に届きそうだ。そう思っただけで……。

「……っ！」

　オレの身体を不思議な電流が熱く駆け抜ぬけた。それは全身を痺しびれさせ、オレの脚の間にギュッと集結して……。

「……く……っ」

　オレの中心が、キュンと痛んで熱を持つ。恐おそる恐る見下ろすと、オレの屹立は触さわられてもいないのに、勃ぼつ起きしかかっていて……。

「……そこは、もういいから……っ」

　オレがかすれた声で言うと、エインズワースはため息をついて立ち上がる。

「わかりました。でしたらほかの部分を。……右手を上げてください」

　オレはホッとしながら彼の言うとおりにする。彼はオレの右手首を高い位置で支え、海綿で腕うでをそっと擦り始める。手首から肘ひじの内側、そして二の腕。さらに海綿は滑り下りて……。

「……あ……っ！」

　ヌルリとした海綿が脇わきの下をくすぐるように擦り、オレは思わず震ふるえてしまう。

「……そこ、く、くすぐったいから……やめ……っ」

　オレが笑ってしまいながら言うと、エインズワースはあきれたように、

「どこもかしこもダメなのですか？　本当に我わが儘ままな御主人様だ。左手を上げてください」

　オレは左手を上げ、彼の持った海綿が腕全体を洗うのに任せる。脇の下は避さけてくれるかと思ったのに……。

「……だ、だから、やめろって……あっ！」

　くすぐるように動いていた彼の海綿が、ふいにオレの身体を滑る。それはオレの胸の上に移動し、オレの乳ち首くびの上を……。

「……や、ああ……っ！」

　そこから走った怖こわいほどの快感に、オレは我を忘れて声を上げる。

「……ダメだ、そこは……っ」

　必死で身をよじって逃のがれようとするけれど、エインズワースに手首を高く持ち上げられているせいで、大して抵てい抗こうができない。

「またですか？　そんなに我が儘ばかりは聞けませんよ」

　エインズワースが言って、オレの乳首の上を海綿の先でそっとつつく。

「……あ、んん……っ！」

「それに……こんなに尖とがっている。本当は、嫌いやではないんですね？」

　柔らかな海綿で、きつく尖った乳首の上をそっと刺し激げきされる。

「……あっ……あぁっ……！」

　そこから甘い電流が身体に広がり、オレの腰こしが知らずに揺ゆれてしまう。

「執しつ事じに乳首を洗われただけで、腰まで揺らしておねだりするなんて……なんていやらしい御主人様でしょう」

　エインズワースがとても意地の悪い声で言って、海綿を下に滑らせる。それはオレの腹から下腹を通り……。

「……や、あぁ……っ！」

　いつの間にか硬かたく勃起してしまっていた屹立に、泡だらけの海綿が触ふれてくる。ヌルリと側面を撫で上げられて、オレは思わず声を上げる。

「……ダメ、出る……っ」

「もうですか？　なんてこらえ性しようのない方だ」

　彼はイジワルに囁ささやいて海綿を置き、愛あい撫ぶをやめてしまう。

「……う……ん……っ」

　高まった熱が身体の中で暴れ、オレは思わず声を上げてしまう。

「どうしました？　もっと強い刺激が欲しい？」

　甘く囁かれて、オレはなんだか泣きそうになる。

　……こんなふうにイジワルされて、すごく悔くやしい。でも……。

「……欲しい……」

　唇くちびるから、かすれた声が勝手に漏もれてしまう。

「よくできました、マイ・ドミナス。ご褒ほう美びをあげなくてはいけませんね」

　エインズワースが微笑ほほえみながら言い、両手をオレの肩かたにそっと載のせる。

「どんなご褒美がよろしいですか？」

　真っ直すぐに見下ろされて、オレはなんだか泣きそうになる。

「オレに、言わせるつもりか？」

　睨にらみ上げると、彼はチラリと眉まゆをつり上げて、

「もちろんです。私はあなたの執事。ご命令がなくては働きようがありません」

「イジワル野や郎ろう！」

　オレは叫さけぶけれど……肩に両手を置かれているだけで、だんだん身体からだが熱くなって……。

「……う……っ」

　尖ってどうしようもなく感じやすくなった乳首の上を、たっぷりと塗ぬりつけられた泡がゆるゆると滑り落ちて行く。そのくすぐったいような刺激に、オレは思わず唇を嚙かむ。意識をしたらほかの部分まで敏びん感かんになり……屹立の側面を泡が滑り落ちるのまでリアルに感じてしまう。

「……く……っ」

　……ああ、どうしよう……？

　オレはどんどん身体が熱くなるのを感じながら、泣きそうになる。

　……どうしてこんなに敏感になってるんだ、オレ？

「私は何もしていませんよ。なのにそんなに息を荒あらくしてしまって」

　彼が身を屈かがめ、オレの耳に甘い毒のような囁きを吹ふき込む。

「……なんて淫みだらな御主人様だろう？」

　彼が、ふいにオレの前にひざまずく。彼の両手がオレの腰こし骨ぼねを包み込み、そっと引き寄せる。

「……あ、ダメ……！」

　オレの屹立はいつの間にか反り返り、先せん端たんからトロトロと蜜みつを零こぼしている。

「どうして欲しいですか？」

　彼の囁きが、泡に覆われていない、むき出しのオレの屹立をくすぐる。

「指で扱しごきますか？　それとも口で？」

　彼はオレの屹立に触れないままで囁く。だけどその呼吸を感じるだけで、オレの熱がそこに集中して……。

「……ンッ」

　オレの屹立が、ビク、と震えて硬さを増す。先端の部分が、痛いほどに張り詰つめる。

「ご命令を、マイ・ドミナス。指ですか？　それとも口ですか？」

　彼がさらにセクシーに声をひそめ、オレの目の前が真っ白になる。

「……口、で……してくれ……」

　はしたない囁きが、オレの唇から勝手に漏れる。

「……喜んマイ・で、プレジヤー御主マイ・人様ドミナス」　>>>♥

　彼が囁いてオレの屹きつ立りつを大きな手で支え、先端に顔を近づける。すごく恥はずかしいのに、オレはどうしても我が慢まんできずに見下ろしてしまい……。

　彼の、まるで古いにしえの騎き士しのように誇ほこり高く男らしい顔立ち。手のひらで支えられ、切なく震えながらとめどなく蜜を溢あふれさせるオレの屹立。その対比が……なんだかものすごく淫らだ。彼の唇が、あとほんの数ミリでオレの張り詰めた先端に触れそうになっている。彼の熱い呼吸を感じ、それを見ただけで……オレは……。

「……アッ！」

　全身を抗あらがえない電流が駆かけ抜ける。反り返った屹立から、いきなり、ビュクビュクッ、と白はく濁だくが迸ほとばしってしまう。放出するあまりの快感に、オレは一いつ瞬しゆん何もかも忘れ……。

「……んん……っ」

　オレは呼吸を荒くしながらブルッと身体を震わせ……それから自分が何をしてしまったかにやっと気づく。とっさに目をつぶったのか、まぶたを閉じているエインズワースの端たん麗れいな顔を、オレが放った白い蜜がたっぷりと濡ぬらしている。蜜が形のいい唇に向けてゆっくりと伝い落ちるのを見て、オレは泣きそうになりながら手を伸のばす。

「ごめん……オレ……！」

　どうしていいのか解わからず、慌あわてて指先でそれを拭ぬぐう。

「……おまえが舐なめようとしてるとこを見て……それだけで……」

　エインズワースが、ゆっくりと顔を上げてオレを見つめる。そして伸ばされたままだったオレの指先を握にぎり締しめてしっかりと捕つかまえる。

「私が性器を舐めようとしているのを見て……」

　彼が囁きながら、オレの指に顔を近づける。サファイヤのような瞳ひとみでオレを真っ直ぐに見つめたまま、そして蜜に濡れた指先を、柔やわらかな舌でゆっくりと舐め上げる。

「……それだけでイッたんですか？」

「……あ……っ」

　彼の舌の動きは、まるで性器を愛撫するかのように淫らだ。指先を何度も舌で舐め上げられ、そのままチュッとキスをされて……放ったばかりだというのにまた身体の奥から熱が湧わき上がってくる。

「……あ、だめ……」

　オレはこらえきれずに指先を引こうとする。だけど彼はオレの手を握り締めたまま、

「あなたがあまりにもたくさん放つので、まだ綺き麗れいになっていませんよ」

　囁いて、オレの人差し指を深く口こう腔こうに含ふくむ。まるで淫らに愛撫するようにクチュクチュと音を立ててしゃぶられ、吸い上げられて……。

「……ア、ンン……ッ！」

　オレの腰が勝手にヒクヒクと跳はね上がり、いつの間にかまた張り詰めていた屹立に痛いほどの快感が走る。

「……ダメ……そんなことされたら、……ンンーッ！」

　オレの先端から、ドクッ！　と白い蜜が迸ってしまう。それはまだ勢いを保ったままで飛び、彼の純白のシャツを汚よごしてしまう。

「……いやだ……どうして……」

　オレはあまりの恥ずかしさに泣いてしまいそうになる。

「……オレの身体……おかしいよ……」

「今度は指だけでイッたんですか？　しかも執事の制服に白濁を掛かけて汚すなんて」

　サファイヤ色の瞳が、獰どう猛もうな光を帯びてオレを見つめる。

「なんてこらえ性しようのない、いけない御主人様でしょう」

　彼はシャワーに手を伸ばし、オレの身体を覆う泡をお湯で洗い流す。間近に顔を寄せられて、オレは緊きん張ちようのあまり息を喘がせる。

「……あ……っ」

「お仕置きです、御主人様。……あなたから、キスを」

　彼の甘い囁きが、オレの唇を熱くくすぐる。

「……あ……」

　思わず真っ赤になるオレを、彼はとてもイジワルな目で見下ろして、

「できないんですか？　では今度はどこを愛あい撫ぶしましょうか？　耳たぶ？　それとも首筋？」

　彼が顔をずらし、オレの耳たぶにフッと息を吹きかける。

「……アアッ……！」

　そこから走った快感に、オレは思わず声を上げてしまう。

「本当に、どこもかしこも感じやすいんですね」

　彼がオレの濡れた腰こしに手を回して強く引き寄せ、間近に見下ろしてくる。

「ほら、もう逃にげられませんよ。どうなさいますか？」

　唇が触ふれそうなほど顔を近づけられ、オレはもう何も解わからなくなって懇こん願がんする。

「……キスしてくれ……」

「どこにですか？　額？　それとも頰ほお？」

「……違ちがう。命令だ……」

　オレは彼を睨み上げ、そして命令する。

「御主人様の唇に、キスを」

　エインズワースはオレを見下ろし、それからとてもセクシーな顔でフッと笑う。

「喜んマイ・で、プレジヤー御主マイ・人様ドミナス」

　甘く囁ささやき、彼の端麗な顔が近づいて……。

「……ん……」

　そっと唇に触れた、彼の唇。それは見た目よりも柔らかく、オレの唇を包み込む。

「……んん……」

　彼の唇くちびるがそっと離はなれる。だけどすぐに近づいてまたキス。優やさしくて淫らなキスが、オレの唇に何度も何度も落とされる。

「……ん、ん……っ」

　優しかったキスが、だんだん獰猛になる。力の抜ぬけた上下の歯列の間から、彼の濡れた舌が滑すべり込んでくる。

「……ん、く……っ」

　彼の舌はオレの舌を獰猛に溺からめ捕とり、淫らに絡ませてくる。

「……く、んん……」

　愛撫するように上うわ顎あごを舐められ、クチュッという濡れた音を立てて舌を吸い上げられて……オレはたまらなくなって手を上げ、彼のシャツの腕うで部分の布地をキュッと摑つかんでしまう。

「……あ……エインズワース……ん……」

　繰くり返されるキスに、オレの身体からだが震ふるえる。さっきあんなに放ったのが噓うそのように、また身体に熱い欲望が満ちてくる。

「……お願いだ、もっと……」

　唇が離れた瞬しゆん間かんに、オレはかすれた声で懇願する。

「もっと、なんですか？」

　彼がオレを見下ろして、イジワルに囁く。

「もっとキスを？　それとも、もっと先を？」

「……ああ……っ」

　セクシーな瞳で見下ろされて、オレの理性が四散する。

「……命令だ、もっと先を……」

「喜んマイ・で、プレジヤー御主マイ・人様ドミナス」

　彼は囁き、オレの身体をフワリと抱き上げる。びしょびしょのまま脱だつ衣い室に運ばれ、床ゆかに下ろされる。

「お拭ふきします」

　エインズワースは言い、大きくてフワフワのタオルで身体をすっぽりとくるんでくれる。

　……ああ、オレ、なんて恥ずかしいことを言っちゃったんだろう？

　オレは、頰が燃えそうに熱いのを自覚する。

　……そして、エインズワースはこれから、オレに何をするんだろう？

　オレの前に、別のタオルを持ったエインズワースがひざまずく。

「いいよ、自分で……」

「いいえ。私が」

　彼が言い、タオルをひざまずいた自分の腿ももの上に敷しく。

「どうぞ、右足を」

　言われて彼の膝ひざのタオルの上に足をそっと載のせる。彼は別のフワフワのタオルを使い、爪つま先さきから足首、膝から腿にかけてを、ゆっくりと拭いていく。

「今度は左足を」

　彼に言われて、左足を彼の膝に載せる。同じように爪先から腿までを拭かれ……タオルが両腿の間に忍しのび込む。

「……待って、そこは……」

「おとなしくしてください」

　タオルが腿と腿の間をゆっくりと滑る。そのまま上に上がり……。

「……く……っ」

　タオルが濡ぬれたままの性器に触れ、オレは唇を嚙かむ。まるで芸術品か何かのように優しい手つきで水すい滴てきを拭われて……思わずさっきの愛撫を思い出してしまう。

「……アァ……ッ」

　オレの口から、小さな甘い声が漏もれた。彼はオレの顔を見上げてくる。その視線がやけにセクシーで、また鼓こ動どうが速くなる。

「そんな声を出してはいけません。発情した使用人に、今すぐイケナイことをされてしまうかもしれませんよ」

　オレの反り返る屹きつ立りつが、彼の唇のすぐそばで揺ゆれている。見上げてくる彼の声がどこか苦しげに聞こえて……オレの鼓動が速くなる。

「……バカ……」

　オレが睨にらむと、彼は笑えみを深くする。

「それは、『わかっているくせに焦じらすな』という意味ですか？」

　言い当てられ、オレは息を吞のむ。それから泣きそうになりながら、

「そうだ」

「イエス・マイ・ドミナス。……失礼いたします」

　彼は言いながら、オレの腰こし骨ぼねを捕つかまえる。そして、オレの両脚の間に顔を埋うずめてくる。

「……あ、ダメ……んんー……っ！」

　彼の大きな手が、オレの屹立を支えている。彼の滑なめらかな舌が、オレの屹立の裏側をゆっくりと舐なめ上げる。

「……あ、あ……っ」

　ヌルリとした感かん触しよくがあまりにも気持ちがよくて、オレの全身がヒクヒクと震えてしまう。

「……ダメ……そこ……アアッ！」

「どうなさいました？　そんな淫みだらな声を出して」

　彼がオレの屹立にキスをしながら囁いてくる。

「しかも、先せん端たんから、どんどん蜜みつが溢あふれてきますよ？」

　側面を支えていた彼の手が、オレの屹立をゆっくりと撫なで上げる。

「あ、ダメ……手、汚れるから……ああっ」

　彼の右手が、オレの張り詰つめた先端を包み込む。

「手を清潔に保つのは、執しつ事じの鉄則」

　彼が言いながら、オレの先端を手の中に包み、円を描えがくように動かしてくる。

「……あ、あ、ダメ……っ！」

「でも、御主人様を愛撫する時だけは別です。それに、あなたのここは……」

　彼の指先がオレの先端のスリットにグッと押し付けられる。

「……やあ……っ！」

「私にとっては、とても神聖な場所だ」

　蜜を塗ぬり込めるように先端を愛撫されて、オレはあまりの快感に息を吞む。彼の美しい手が、オレの蜜でヌルヌルに濡れてくるのが解わかる。

「……あ、あ、あ……っ」

　彼の舌が、オレの張り詰めた先端をゆっくりと舐めている。その強い刺し激げきがめちゃくちゃ気持ちがよくて……さらなる快感を求めて、オレの腰が勝手に揺れてしまう。

「……や、ああ……っ」

「はしたない方だ。自分から腰を揺らしたりして」

　彼が言い、お仕置きをするようにオレの先端にチュッとキスをする。

「そんなに気持ちがいいですか？」

「……ああっ……エインズワース……お願いだ……！」

「何をお願いされているのかわかりません。ご命令は具体的にどうぞ」

　囁ささやきながら、まるで焦らすように何度も先端にキスをされ、舌で舐められる。オレの屹立はトロトロと蜜を溢れさせ、さらなる快感を求めて、ヒクヒクと震えてしまう。

「……お願いだ、もう……オレ……！」

「どうなさいました、マイ・ドミナス？」

　彼の指が、オレの屹立の先端をクリクリと愛あい撫ぶする。オレの恥はずかしい身体はそれだけで快感に痺しびれ、細かく痙けい攣れんしてしまう。

「……う……くう……っ」

「私はあなたの執事ですよ。どんなご命令でもどうぞ」

「……欲しい……」

　オレは泣きながら懇こん願がんしてしまう。

「……してくれよ……」

「する？　具体的に、何をするかはっきりおっしゃってください」

　彼はものすごく意地の悪い顔でオレを見下ろしてくる。

「でないとこのままにしますよ」

「……ああ……っ」

　オレは思わず涙なみだを零こぼしてしまいながら、彼を見上げる。

「……お願いだ。オレのすべてを奪うばってくれ……」

　エインズワースは、どこかが痛むかのような切ない顔でオレを見下ろしてくる。オレのわななく唇くちびるにそっとキスをして、囁いてくれる。

「……喜マイ・んプレでジヤー」

　彼の手が、オレの肩かたにかかるバスタオルを滑すべり落とす。一糸まとわぬオレを抱だき上げ、脱衣室から出る。ベッドに運ばれたオレは、そのまま獰どう猛もうに押し倒たおされた。

「……あっ！」

　彼の顔が、オレの胸に下りてくる。ツンと尖とがってしまっている乳ち首くびを舌で愛撫し、唇でキスをする。

「……ああ、もう、やめてくれ……」

　オレの否定の言葉を聞き入れず、彼がもう片方の乳首を指先で捕まえる。片方を口で愛撫され、もう片方を指先で揉もみ込まれて……全身に震ふるえが走る。

「……アアッ！……そんなことしたらダメ……」

　男なのに、そんなところが不思議なほど感じる。オレはどうしようもなく身み悶もだえ、快感に耐たえるためにシーツを強く蹴ける。

「……ああ……また……イッちゃう……」

「本当に感じやすい方だ。さっきは屹立に顔を近づけただけ、今も乳首に触ふれているだけ。なのに、もうイキそうなのですか？　屹立には、触れてもいませんよ？」

「……あ……だって、おまえが……」

「私が？　なんですか？」

「おまえが……なんだかエッチな目をするから……」

　オレの言葉に、エインズワースがクスリと笑う。

「そうかもしれませんね。あなたにとても淫らなことをしたいと考えていますから」

　彼が囁いて、オレの顔を真っ直すぐに見下ろしてくる。

「もっと、淫らなことをされてみたいですか？」

　見つめられるだけで鼓動がどんどん速くなる。オレの唇が、勝手に言葉を漏らしてしまう。

「……されて……みたい……」

「いい子だ」

　彼が微笑ほほえみ、オレの唇にご褒ほう美びのようなキスをする。それから顔をずらし、オレの耳たぶにキスをする。

「……あ……っ」

　彼の唇はさらに移動して、オレの首筋をそっと舐め上げる。

「……んん……っ」

　その次は、鎖さ骨こつにキス。彼の唇は鳩尾みぞおちを通ってそのまま下に下がり……。

「……あぁっ……」

　屹立にもらえると思われたキスは、スッとそれて腰骨に落とされる。焦らされて身悶えたオレの両腿を、彼の両手がそっと捕まえる。

「……あ……何……」

　彼はオレの両腿を押し広げ、大きく開かせる。いつもは隠かくされている内腿や谷間がさらされて……ものすごく恥ずかしい。

「……や、ああ……っ！」

　その格好のまま膝ひざが胸につくほど折り曲げられて、足の間の深い場所までが露あらわになる。秘密の蕾つぼみまでが冷たい空気に触れて、あまりの恥ずかしさに泣いてしまいそうだ。

「……ダメ……エインズワース……」

「なんていやらしい御主人様だろう」

　エインズワースが、オレを見下ろしながら言う。

「執事に裸はだかにされ、そんなところまで見られているのに……あなたの蕾は、まるで誘さそうように震えていますよ」

　人をこんなに恥ずかしい格好にしておきながら、自分は上着と手て袋ぶくろを脱ぬいだだけの、上品な執事の服装のまま。しかもこんなにエッチなことを言っているのに、その口調はいつもと同じで優ゆう雅がで平静。

「……おまえ、憎にくたらしすぎる……！」

　荒あらい呼吸の下もとで言うと、彼はその唇にフッと笑みを浮うかべる。

「なんとでも」

　脚あしの間の部分に熱い視線を感じて、オレの身体からだがヒクリと震えてしまう。

　……ああ、ダメだ、オレ……。

　オレは泣きそうになりながら、唇を嚙かむ。

　……見られて、こんなに感じてるなんて……。

「あなたの美しいここを……」

　蜜みつでヌルヌルになった彼の指先が、オレの蕾をそっと刺激する。うんと焦じらされ、感じさせられ、放ってしまったオレの身体。濡ぬれた指先でゆっくりと押し広げられて、そのまま柔やわらかく蕩とろけてしまう。

「……私の性器で貫つらぬきたい。いいですか？」

　このうえなく上品な口調のクイーンズイングリッシュ。なのに、とても淫みだらな言葉。だけどそれはオレを不思議なほどに燃え上がらせて……。

「……来いよ。でも、その代わり」

　オレは彼の顔を見上げながら、欲望にかすれた声で囁く。

「……焦らさないで、オレの全部を奪ってくれ」

　エインズワースは小さく息を吞のみ、それからとてもセクシーな顔で笑う。

「仰せイエの通ス・りにマイ、御・ド主人様ミナス」

　オレの蕾に、とても熱くて、とても硬かたいものが押し当てられる。オレは一いつ瞬しゆん息を吞み、身体をこわばらせてしまうけれど……。

「息を吐はいて。力を抜ぬいてください」

　優やさしく囁かれ、愛いとおしげに抱き寄せられて……。

「……ん、くう……っ」

　私の蕩けた蕾に、彼のとても逞たくましい屹きつ立りつがゆっくりと入ってくる。

「……あ……すご……っ」

　オレの小さな蕾も、狭せまい内ない壁へきも、彼の質量の大きさにギリギリまで押し広げられている。

「痛いですか？」

「……違ちがう……」

　愛する彼を内側から感じるのは……なんだかすごく……。

「……気持ちいい……あっ！」

　彼の屹立が、オレの中でさらにぐんと質量を増す。

「……ん……っ」

　息が詰つまりそうな刺し激げきに、オレは身体を仰のけ反らせる。

「ずっと焦らしてきましたが……」

　オレの身体をしっかりと抱き締しめ、彼がどこか切せつ羽ぱ詰つまった声で囁く。

「私ももう、限界が近かったようです」

　セクシーな声に、全身が震えてしまう。彼はオレの蕾にさらに深く屹立を押し入れてくる。

「乱暴にしてしまいそうだ。いいですか？」

　グッと強く突つき上げられ、オレはあまりの刺激に息を吞む。

「……んん……っ」

　オレは身体の奥から湧わき上がる快感に、目の前を白くしながら囁ささやく。

「……乱暴でいい……おまえの好きなように奪うばってくれ……アアッ！」

　オレの言葉が終わらないうちに、彼が激しい抽ちゆう挿そうを開始する。いつもの上品な彼とは別人のような、獣けものみたいに獰猛な抽挿。オレは感じ、喘あえぎ、彼の身体にすがりついて……。

「……ああ、すごい……！」

　シャツに包まれた彼の肩にきつく爪つめを立てながら、オレは何もかも忘れて喘ぐ。

「エインズワース……ダメ、イく……！」

　オレの蕾が、激しい快感にキュウッと収縮する。エインズワースは息を吞み、それから苦しげな声で囁いてくる。

「アキラ様……あなたの身体が素す晴ばらしすぎて、私ももう限界です」

　彼が囁いて、オレの足首を高く持ち上げ、自分の肩に載のせる。

「一いつ緒しよにイキましょう。先にイッてはいけませんよ。いいですか？」

「……いいよ……アアッ！」

　足首にキスをされ、肌はだが当たるほどに強く抽挿される。さらに反り返るほど勃たち上がり、蜜を振ふり零こぼす屹立を捕つかまえられ、激しく奪われながらヌルヌルと愛あい撫ぶされて……。

「ダメ、そんなにしたら、もう……アアッ！」

　オレの先せん端たんから、ビュクビュクッと白い蜜が迸ほとばしった。それは何度目かとは思えないほどに激しく飛び、彼の執しつ事じの制服と、端たん整せいな顔をたっぷりと濡らしてしまう。

「いけないと言ったのに、先にイッてしまうなんて。しかもまた私の制服を濡らしましたね？」

　彼が、オレを獰どう猛もうに奪いながら囁く。

「イケナイ御主人様だ。お仕置きですよ」

　一番感じてしまっていた場所だけを狙ねらってひときわ強く突き上げられて、オレの身体がビクビクと仰け反ってしまう。

「……やだ、もう……無理だよ……アアーッ！」

　オレの先端から、さらに蜜が溢あふれる。キュウウッと強く締め上げてしまうと、彼は小さく息を吞む。そして激しくオレを突き上げて……。

「……っ」

　オレの内壁に、とても熱い物が、ドクンドクン、と撃うち込まれる。その熱だけで、オレはまた感じて、彼を締め上げてしまい……。

「……なんてイケナイ御主人様だ。執事のすべてを搾しぼり取る気ですか？」

　彼がオレの耳元で、セクシーに囁く。オレは何もかも忘れてしまいながら囁き返す。

「……命令だ……オレに、おまえの全部を注いでくれよ……」

「そんな淫らな命令をするなんて、なんてイケナイ御主人様だ」

　彼はオレの足首に、愛おしげなキスをする。　>>>♥

「でも、可愛かわいくて仕方がありません。愛しています、アキラ」

　サファイヤ色の瞳ひとみで見つめられ、名前をそのまま呼ばれる。オレは彼を見上げ、胸を熱くしながら囁き返す。

「おれも愛してる、アンセル」

　彼の腕うでが、オレをしっかりと抱だき締める。満たされたままの屹立が内部でグリッと動いて、オレは思わず息を吞む。

「まだまだ抱きたい。いいですか？」

「命令だ」

　オレは彼の顔を見上げて囁く。

「このまま朝まで抱いてくれ」

　彼が顔を下ろしオレの唇くちびるに優しいキスをする。

「喜んマイ・で、プレジヤー御主マイ・人様ドミナス」

　オレ達は抱き合い、そのままさらなる高みに駆かけ上る。

　いきなり大だい富ふ豪ごうになってしまったオレの前には、これからもたくさんの試練が待ち受けていると思う。

　だけど優ゆう秀しゆうな執事であるエインズワースが一緒なら……どこまでも行ける気がするんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『執事は永遠の愛を捧げる』は、英国のマナーハウスを舞ぶ台たいにしたお話。クールで意地悪な英国人執しつ事じ・エインズワースと、彼に教育されることになってしまったやんちゃな日本人高校生・秋良のお話。完全書き下ろしの新作ですので、「これってなんかの続編だっけ？」と思っていらっしゃるあなたも安心してお買い求めください（笑）。

　私の場合、外国人攻せめ×日本人受うけというカップルをよく書きます。多いのはイタリア人攻や中国人攻。英国を舞台にした英国人攻の話は初めてだったような。しかし始めてみたらやたらとサクサク動いてくれて驚おどろきました。楽しいですね、英国人攻（笑）。

　英国には旅行で何度か行ったことがありますが、やけに落ち着きます。気候が日本と似ているせいなのか、それとも建物の縮尺が同じせいなのか。テレンス・コンラン卿きようがインテリアショップやレストランを各所に造ってくれたおかげか、ロンドンは昔よりもずっとお洒しや落れなイメージになりましたし。あと、今回出てきたコッツウォルズにあるボートン・オン・ザ・ウォーターには、実際に行ったことがあります。コッツウォルズはかなり広いのでいろいろ個性的な街や村があるのですが……ボートン・オン・ザ・ウォーターは、ライムストーンでできた綺き麗れいな家々や小さな川、たいへん美味おいしいスコーンと紅茶を出してくれる可愛いティールームなどがあって、英国の田舎いなかの風景を楽しみたいお嬢じよう様さまにオススメです。今回のお話のために、乗馬服や燕えん尾び服ふくなどなどいろいろな資料写真を担当さんにお送りしたのですが、その中にはボートン・オン・ザ・ウォーターの写真もありました。それを見た担当さんは「行きたいです！」と叫さけんでおられました（笑）。

　そういえば、うちの母親は英国の田舎が大好きで、観光と英語の勉強を兼かねて友人とよく遊びに行ってます。私が英国に行った時、一いつ緒しよにコッツウォルズに行こうとロンドンで待ち合わせをしたのですが……「湖水地方のお城に泊とまっていたのよ。知り合いの○○さん、実は貴族だったみたい」と言いながら現れました。……なぜ、なぜ連れて行ってくれなかった、母よ……（涙）。その方は貴族でお城に住んでいるけどなかなか慎つつましい暮らしをしていて、お気に入りの紅茶ブランドはウィタード・オブ・チェルシー。「ウィタードは葉が新しん鮮せんだし、安くてたくさん飲めるからね」とのこと。たしかに英国で飲んだウィタードは香かおりが濃こくてやたら美味しかったかも。その貴族の方の話に妙みように萌もえてしまい、「いつかは英国の貴族の話を」と思っていたのですが、今回やっと書くことができました。と言いつつ、爵しやく位いだの、貴族の呼び方だの、昔風の服装だのが難しくて、本当に調べ物が大変でした（怪あやしいので母に聞くわけにもいかず・汗）。英国や貴族の生活に詳くわしい方はたくさんいらっしゃると思いますが……あたたかい目で見み逃のがしてください（気弱・涙）。

　それではここで、各種お知らせコーナー。

★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。オリジナルＪｕｎｅ小説サークルです。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。


★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス。ＵＲＬはhttp://www1.odn.ne.jp/ruinet　（二〇一四年十二月現在）です。



　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　六芦かえで先生。大変お忙いそがしい中、本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　クールでめちゃくちゃ格好いいエインズワース、やんちゃで可愛くて美人な秋良にうっとりしました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　英国に詳しいＮ先生。資料、ご教示ありがとうございます！　ちゃんと書けたかな（汗）。

　ＴＡＲＯ。ピータンがくっついて寝ねているので身動きが取れない～。そしてフワフワ。

　編集担当Ｔさん、Ｉさん、Ｙさん、そして編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉うれしいです。またお会いできる日を楽しみにしています。




　二〇〇九年　夏


水上　ルイ　　
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執しつ事じは永えい遠えんの愛あいを捧ささげる
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